

目次

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	対象読者
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	関連ドキュメント
	表記規則


リリース12.2.1.1.0用のこのガイドでの新しい情報

第I部 Oracle B2Bの概要

1 Oracle B2Bの概要

	1.1 Oracle B2BとBusiness-to-Business E-Commerce
	1.2 Oracle B2Bでサポートされているプロトコル
	1.3 Oracle B2Bメタデータ
	1.4 Oracle B2Bのセキュリティ機能
	1.4.1 ペイロードの不明瞭化
	1.4.2 ドキュメント・タイプへのアクセス制限



	1.5 SOA実装にOracle B2Bを適合させる方法
	1.6 発注書の送信: SOA実装の例
	1.7 Oracle B2Bのサンプルと解説
	1.8 Oracle Fusion Middleware環境でのOracle B2Bの管理
	1.9 アクセシビリティ・オプション
	1.9.1 Oracle B2Bでのアクセシビリティ機能の有効化





2 Oracle B2Bのスタート・ガイド

	2.1 Oracle B2Bの開始に必要な事項
	2.2 Oracle B2Bへのログイン
	2.2.1 ポート情報の検索
	2.2.2 シングル・サインオン(SSO)を介したOracle B2Bへのアクセス
	2.2.3 Oracle B2Bにログインするためのweblogicユーザーの有効化



	2.3 Oracle B2Bインタフェースの使用
	2.3.1 管理
	2.3.2 パートナ
	2.3.3 レポート
	2.3.4 メトリック



	2.4 B2Bトランザクションの作成: プロセス・フローの概要
	2.5 Oracle JDeveloper環境でのOracle B2Bの使用
	2.5.1 SOAコンポジット・アプリケーションでのB2Bバインディング・コンポーネントの使用方法
	2.5.1.1 SOAアプリケーションおよびプロジェクトの作成
	2.5.1.2 サービス・コンポーネントの追加
	2.5.1.3 B2Bバインディング・コンポーネントの追加



	2.5.2 B2B構成ウィザードでのJMS統合タイプの使用の概要
	2.5.3 Fusion Order DemoのB2BX12OrderGatewayコンポジット



	2.6 Oracle B2Bの使用に関する必知事項
	2.6.1 実行時のデバッグ・モードの有効化
	2.6.2 ログアウト: Oracle Access ManagerのSSOログアウト構成
	2.6.3 クラスタおよびB2B





第II部 Oracle B2Bプロセス・フロー

3 ガイドライン・ファイルの作成

	3.1 Oracle B2Bドキュメント・エディタの概要
	3.2 Oracle B2Bドキュメント・エディタのインストール
	3.3 EDIFACT D98を例としたガイドライン・ファイルの作成
	3.3.1 ECSファイルの作成
	3.3.2 XSDファイルの作成
	3.3.3 ECSファイルを使用したデータの生成
	3.3.4 データの分析





4 ドキュメント定義の作成

	4.1 ドキュメント・プロトコルの概要
	4.1.1 ドキュメント階層
	4.1.2 確認を含むドキュメント・プロトコル



	4.2 ドキュメント定義の作成
	4.3 ドキュメント定義の削除


5 取引パートナの構成

	5.1 取引パートナの概要
	5.2 取引パートナ・プロファイルの作成
	5.2.1 デフォルトのホスト取引パートナ名の更新
	5.2.2 リモート取引パートナの追加
	5.2.3 識別子タイプと値の追加
	5.2.4 連絡先情報の追加
	5.2.5 取引パートナのパラメータと値の追加
	5.2.6 ホスト取引パートナのキー・ストア情報の指定



	5.3 取引パートナ・ユーザーの追加
	5.3.1 アイデンティティ・ストアでの新規ユーザーの作成
	5.3.2 Oracle B2Bインタフェースでのユーザーの追加
	5.3.3 ユーザーがアクセス権限を持つドキュメント・タイプの追加



	5.4 ドキュメント定義の追加
	5.4.1 ドキュメント定義の追加



	5.5 チャネルの構成
	5.5.1 チャネルの追加
	5.5.2 トランスポート・プロトコル・パラメータの指定
	5.5.3 チャネル属性の指定
	5.5.4 交換プロトコル・パラメータの指定
	5.5.5 セキュリティの構成
	5.5.6 バイナリ転送
	5.5.6.1 アウトバウンド転送
	5.5.6.2 インバウンド転送



	5.5.7 MLLPについて
	5.5.7.1 接続モードのオーバーライド
	5.5.7.2 TCPの一般的なサポート
	5.5.7.3 動的エンドポイント
	5.5.7.4 カスタム・ヘッダーを抽出するためのトランスポート・コールアウトの使用



	5.5.8 ebMSの複数チャネルのサポート
	5.5.9 メッセージの順序付け
	5.5.9.1 アウトバウンド・メッセージの順序付け
	5.5.9.2 インバウンド・メッセージの順序付け
	5.5.9.3 ディスパッチなしの順序付け
	5.5.9.4 メッセージの順序付けのトラブルシューティング



	5.5.10 トランスポート同期コールバックの使用
	5.5.11 JMSキューを使用したメッセージの相互関連付け
	5.5.12 配信再試行オプションの構成
	5.5.12.1 チャネル・レベルでの配信の再試行
	5.5.12.2 ドキュメント・レベルでの配信の再試行






	5.6 アグリーメントの自動作成機能の使用
	5.7 取引パートナ参照用の識別子の使用
	5.8 取引パートナの停止時間のスケジュール設定
	5.9 複数の取引パートナへのメッセージのブロードキャスト
	5.10 インバウンド・メッセージ処理中の証明書の検証


6 取引パートナ・アグリーメントの作成とデプロイ

	6.1 アグリーメントの概要
	6.2 アグリーメントの作成
	6.3 アグリーメントのデプロイ
	6.3.1 アグリーメントの再デプロイ



	6.4 アグリーメントの削除とエクスポート


第III部 Oracle B2Bの管理

7 データのインポートおよびエクスポート

	7.1 設計時リポジトリのインポートおよびエクスポート
	7.2 「インポート/エクスポート」タブからインポートまたはエクスポートした場合のコピー内容
	7.3 エクスポート済ファイルについて
	7.3.1 マルチバイト・キャラクタ言語のアグリーメント名を含むエクスポートされたZIPファイル





8 ドキュメント・プロトコルの使用

	8.1 カスタム・ドキュメント・プロトコルの使用
	8.1.1 カスタムXMLドキュメントのXPath式の構成方法
	8.1.1.1 オプション1: XPathおよび一致する値の指定
	8.1.1.2 オプション2: ノードの存在のチェック
	8.1.1.3 オプション3: 属性の値のチェック






	8.2 EDI EDIFACTドキュメント・プロトコルの使用
	8.3 EDI X12ドキュメント・プロトコルの使用
	8.3.1 EDI X12ドキュメントの確認の生成
	8.3.1.1 X12での重複する機能確認の処理






	8.4 HL7ドキュメント・プロトコルの使用
	8.5 OAGドキュメント・プロトコルの使用
	8.6 位置指定フラット・ファイル・ドキュメント・プロトコルの使用
	8.7 RosettaNetドキュメント・プロトコルの使用
	8.7.1 PIP
	8.7.2 サービス・ヘッダーのpartnerDefinedPIPPayloadBindingIdパラメータとLocationIdパラメータの使用
	8.7.3 RosettaNet検証



	8.8 UCCNetドキュメント・プロトコルの使用
	8.8.1 1Syncドキュメントの作成



	8.9 ドキュメント詳細の変更
	8.9.1 アグリーメントをデプロイした後のドキュメント定義の変更
	8.9.2 メタデータをインポートした後のドキュメント定義の変更



	8.10 ドキュメント・ルーティングIDの使用


9 デプロイメントの管理

	9.1 アグリーメントのデプロイメント状態の概要
	9.2 デプロイ済アグリーメントの管理
	9.2.1 デプロイ済アグリーメントの検索
	9.2.2 デプロイメント状態の変更
	9.2.3 アクティブなアグリーメントのエクスポート





10 タイプの作成

	10.1 カスタム識別子タイプの作成
	10.2 カスタム連絡先情報タイプの作成
	10.3 カスタム取引パートナ・パラメータ・タイプの作成


11 EDIメッセージのバッチ処理

	11.1 バッチの設定
	11.1.1 バッチ処理するアグリーメントの検索
	11.1.2 バッチを作成します
	11.1.3 バッチのスケジュールを設定します
	11.1.4 最大数と最大サイズに基づくバッチの作成
	11.1.5 バッチ設定に基づくバッチ処理の理解



	11.2 バッチ処理したメッセージの管理
	11.3 インバウンド・バッチ処理メッセージの順序付けのサポート


12 取引パートナの停止時間のスケジュール設定

	12.1 取引パートナの停止時間のスケジュール設定の概要
	12.2 取引パートナの停止時間のスケジュール設定
	12.3 スケジュール設定した停止時間の削除
	12.4 取引パートナの停止時間の延長
	12.4.1 スケジュールの重複
	12.4.2 延長オプションの使用





13 コールアウトの管理

	13.1 コールアウトの概要
	13.1.1 トランスポート・コールアウト
	13.1.2 コールアウト・ライブラリJARファイルの作成



	13.2 コールアウトの作成
	13.3 PGPによるメッセージの保護
	13.4 アグリーメントへのコールアウトのインクルード
	13.5 コールアウトの実装


14 マップの使用

	14.1 マッピングの概要
	14.1.1 マップセットについて
	14.1.2 定義済マップセットとカスタム・マップセット



	14.2 Oracle B2Bコンソールでのマップセットの使用
	14.2.1 Oracle B2Bコンソールでのマップセットの作成
	14.2.2 マップセットと取引パートナ・アグリーメントの関連付け
	14.2.3 Oracle B2Bコンソールでのマップセットの削除



	14.3 Oracle MapBuilderを使用した構成済マップの作成


15 データのパージ

	15.1 設計メタデータおよびインスタンス・データのパージ
	15.2 データベース・パーティションに基づくデータのパージ


16 リスニング・チャネルの構成

	16.1 リスニング・チャネルおよびプロトコルの追加
	16.2 トランスポート・プロトコルの使用
	16.3 リスニング・チャネルの詳細の追加
	16.3.1 トランスポート・プロトコル・パラメータ
	16.3.2 チャネル属性
	16.3.3 交換プロトコル・パラメータ
	16.3.4 セキュリティ・パラメータ
	16.3.5 FIPS 140準拠
	16.3.5.1 FIPSモードの有効化






	16.4 リスニング・チャネルの構成
	16.5 ドキュメント順序付けの構成
	16.6 デフォルト・チャネルの使用
	16.7 メッセージ・フローのスロットル調整


17 B2Bシステム・パラメータの構成

	17.1 構成パラメータの設定


第IV部 レポートとメトリック

18 Oracle B2Bの保護

	18.1 OPSSの概要
	18.2 Oracle B2Bの保護
	18.2.1 ユーザーおよびグループの管理
	18.2.2 資格証明の管理
	18.2.3 アイデンティティ、認証および許可の管理
	18.2.4 ポリシーの管理
	18.2.5 キーストアの管理
	18.2.5.1 別のストライプの使用
	18.2.5.2 FKSの機能
	18.2.5.3 キーストアの命名規則
	18.2.5.4 Oracle B2Bのキーストアの設定



	18.2.6 監査の管理





19 レポートの作成

	19.1 レポートの概要
	19.1.1 監視ユーザー・ロール
	19.1.2 メッセージのパージ
	19.1.3 Oracle B2Bからのメッセージの再発行
	19.1.3.1 再発行時のB2Bにおける相関フローIDのレスポンス






	19.2 ビジネス・メッセージ・レポートの作成
	19.2.1 メッセージ状態の定義



	19.3 ワイヤ・メッセージ・レポートの作成
	19.4 アプリケーション・メッセージ・レポートの作成
	19.5 エラー・レポートの作成
	19.6 対話レポートの作成


20 B2Bメトリックの使用

	20.1 B2Bメトリックの概要
	20.2 B2Bシステム・メトリック
	20.3 B2Bパートナ・メトリック


第V部 スクリプトとユーティリティ

21 B2Bコマンドライン・ツール

	21.1 コマンドライン・ツール実行の前提条件
	21.2 データのアーカイブ
	21.3 データのパージ
	21.4 データのインポート
	21.5 データのエクスポート
	21.6 バッチ処理操作
	21.7 チャネル・パスワードのリセット
	21.8 リスニング・チャネルのアクティブ化または非アクティブ化
	21.9 アグリーメントのデプロイ
	21.10 B2Bメタデータの検証
	21.11 ebXML CPP/CPAユーティリティの使用
	21.11.1 CPP/CPAプロパティ・テンプレートの作成
	21.11.1.1 cpp_cpa.propertiesのプロパティ
	21.11.1.1.1 CPAインポートのプロパティ
	21.11.1.1.2 CPAエクスポートのプロパティ
	21.11.1.1.3 共通プロパティ






	21.11.2 CPP/CPAインポート
	21.11.3 CPP/CPAエクスポート



	21.12 アグリーメントの可用性の検証
	21.13 selfservice.xsdに基づいたOracle B2Bメタデータの作成
	21.13.1 セルフサービスを使用したドキュメント・プロトコル、取引パートナおよびアグリーメントのバッチ作成
	21.13.2 セルフサービスのサンプルの使用
	21.13.3 selfservice.xsdからセルフサービスXMLテンプレートを作成する方法



	21.14 メッセージの再発行
	21.14.1 プロトコル・メッセージIDに基づくメッセージの再発行



	21.15 取引パートナの停止時間のスケジュール設定
	21.16 キーストアの管理
	21.17 キーストアの更新
	21.18 インポート時のエラー
	21.19 テスト環境から本番環境へのB2Bアグリーメントの移行
	21.19.1 単一のアグリーメントをZIPファイルとしてエクスポートする
	21.19.2 コマンドラインを使用してXML形式の構成プランを生成する
	21.19.3 本番環境の構成プランを編集する
	21.19.4 構成プランの変更内容でエクスポート・メタデータを更新する
	21.19.5 本番環境に変更内容をインポートする





22 Oracle B2B Web サービスの使用

	22.1 Oracle B2B Webサービスの概要
	22.2 アウトバウンドWebサービスの使用
	22.3 変換Webサービスの使用
	22.3.1 XMLToNativeService
	22.3.1.1 完全なエンベロープ
	22.3.1.2 トランザクション・セットのみ



	22.3.2 NativeToXMLService
	22.3.2.1 完全なエンベロープ
	22.3.2.2 トランザクション・セットのみ



	22.3.3 変換Webサービスのパラメータ



	22.4 問合せAPIの使用
	22.4.1 Is Trading Partner Agreement Setupのパラメータ
	22.4.2 Get Trading Partner Agreement Informationのパラメータ



	22.5 Oracle B2B Webサービスの保護


23 Webサービスベースのメッセージ交換の有効化

	23.1 Webサービスベースのメッセージ交換の概要
	23.2 カスタムWSDLファイルによるSOAPベースのサービス・メッセージの交換
	23.2.1 SOAPベースのアウトバウンド・メッセージの交換
	23.2.1.1 WSDLのアップロード
	23.2.1.2 ドキュメントの作成
	23.2.1.3 パートナ・ドキュメントの一部としてドキュメントを追加
	23.2.1.4 取引パートナ・デリバリ・チャネルの作成
	23.2.1.5 アグリーメントの作成とデプロイ



	23.2.2 SOAPベースのインバウンド・メッセージの交換
	23.2.3 WSDLのアップロード
	23.2.4 インバウンド・フロー用のドキュメントの作成
	23.2.5 パートナ・ドキュメントの一部としてドキュメントを追加
	23.2.6 リスニング・チャネルの作成



	23.3 wsa.actionの構成
	23.4 カスタムSOAPヘッダーの送信
	23.5 エンタープライズ管理を使用したWebサービスへのポリシーの添付
	23.5.1 デフォルト資格証明のマップとキーの作成
	23.5.2 アウトバウンド・ポリシー・セットの作成と添付
	23.5.3 インバウンド・ポリシー・セットの作成と添付



	23.6 実行時の取引パートナの識別
	23.7 リクエスト/リプライ・シナリオの例
	23.7.1 アウトバウンド同期化: コンポジット
	23.7.2 インバウンド同期化: コンポジット
	23.7.3 アウトバウンド同期化: JMSキュー
	23.7.4 インバウンド同期化: JMSキュー





24 AS4ベースのメッセージ交換の有効化

	24.1 AS4ベースのメッセージ交換の概要
	24.2 カスタムWSDLファイルによるAS4ベースのサービス・メッセージの交換
	24.2.1 アウトバウンド・メッセージの交換
	24.2.2 インバウンド・メッセージの交換



	24.3 取引パートナとホストの設定
	24.4 メッセージ・パーティション・チャネル
	24.5 重複メッセージの検出
	24.6 P-Modeのパラメータ
	24.7 ローカル・ポリシー・アタッチメント
	24.8 ユース・ケースのシナリオ
	24.8.1 インバウンド・メッセージング
	24.8.1.1 応答者の設定








25 データをアーカイブおよびリストアするためのスクリプト

	25.1 B2Bビジネス・メッセージのアーカイブおよびリストアの概要
	25.2 B2Bビジネス・メッセージのアーカイブ
	25.3 B2Bビジネス・メッセージのリストア


26 エンキューおよびデキューのユーティリティ

	26.1 AQエンキューおよびデキューのユーティリティ
	26.1.1 AQエンキュー
	26.1.2 AQデキュー



	26.2 JMSエンキューおよびデキューのユーティリティ
	26.2.1 JMSエンキュー
	26.2.2 エンキュー: JMS JCAアダプタまたはカスタム・ユーティリティの使用
	26.2.3 JMSデキュー



	26.3 attachmentsDescriptor.xsdの使用


27 Oracle BAMでのインスタンス・メッセージ・データの監視

	27.1 Oracle BAMでのOracle B2Bの監視の概要
	27.2 Oracle WebLogic Serverでのデータ・ソースの作成
	27.3 外部JMSサーバーの作成
	27.4 Oracle BAMコンポーザを使用したB2Bデータ・オブジェクトの作成
	27.5 Oracle BAMエンタープライズ・メッセージ・ソースを使用したJMSメッセージ・ソースの定義
	27.6 Oracle B2Bインスタンス・メッセージからOracle BAMデータ・オブジェクトへのマッピング
	27.7 Oracle B2Bを監視するためのダッシュボードの作成
	27.8 Oracle B2BでのOracle BAM統合の有効化


28 インスタンス・メッセージ・データへのプログラムでのアクセス

	28.1 インスタンス・メッセージ・データへのプログラムでのアクセス
	28.2 インスタンス・メッセージJava APIの例
	28.3 インスタンス・メッセージJava APIのトラブルシューティング
	28.3.1 多数のメッセージの処理
	28.3.2 大きなペイロードの処理
	28.3.3 Weblogic.jarを使用した問合せのリモート実行





付録

A 大きなペイロードの処理

	A.1 大きなペイロードの処理
	A.1.1 大きなペイロードのサポートの概要



	A.2 ドキュメント・ストリームを使用する大きなペイロードの処理
	A.2.1 ストリーミングの動作方法
	A.2.1.1 ストリーミングが発生しない場合
	A.2.1.2 バックエンドからのドキュメント・ストリームの使用
	A.2.1.3 大きなデータセットの設定シナリオ



	A.2.2 制限事項





B 電子メールの添付ファイルの処理

	B.1 ペイロードを電子メールの添付ファイルとして送受信
	B.2 ペイロードを電子メールの本文として送受信
	B.3 添付ファイルとともにペイロードを電子メールの本文として送受信
	B.4 複数の添付ファイルとともにペイロードを電子メールの本文として送受信


C 高可用性アーキテクチャとフェイルオーバーの考慮事項

	C.1 概要
	C.2 障害からの保護および予想される動作
	C.3 クラスタワイドの構成変更


D 一般的な問題の診断

	D.1 一般的な診断
	D.1.1 Oracle B2Bコンソールでのエラーの識別
	D.1.1.1 エラー・タイプの識別
	D.1.1.2 エラーの場所の識別
	D.1.1.3 メッセージ・フローのチェック
	D.1.1.4 診断のサンプル



	D.1.2 Fusion Middleware Enterprise Manager Controlコンソールでのログ・ファイルとコンポジットの確認



	D.2 メッセージ配信失敗のトラブルシューティング: ケース・スタディ
	D.2.1 問題
	D.2.2 問題のトラブルシューティング
	D.2.2.1 インバウンド・メッセージのトレース
	D.2.2.1.1 Oracle B2Bコンソールでのインバウンド・メッセージ・エラーのチェック
	D.2.2.1.2 Fusion Middleware Enterprise Management Controlコンソールでのインバウンド・メッセージ・エラーのチェック



	D.2.2.2 アウトバウンド・メッセージのトレース
	D.2.2.2.1 Fusion Middleware Enterprise Management Controlコンソールでのアウトバウンド・メッセージ・エラーのチェック
	D.2.2.2.2 Oracle B2Bコンソールでのアウトバウンド・メッセージ・エラーのチェック











E 同期リクエスト/リプライのサポート

	E.1 概要
	E.2 送信者の構成
	E.2.1 Oracle JDeveloperの構成
	E.2.2 Oracle B2Bの構成



	E.3 受信者の構成
	E.3.1 Oracle JDeveloperの構成
	E.3.2 Oracle B2Bの構成



	E.4 メッセージの再発行


F Fusion Middleware ControlでのB2B構成プロパティの設定

	F.1 Fusion Middleware Controlで設定するプロパティ
	F.2 configmbeanutilユーティリティの使用


G バックエンド・アプリケーション・インタフェース

	G.1 SCAの正規化されたメッセージ・プロパティへのB2B IP_MESSAGE_TYPEのマッピング
	G.2 正規化されたメッセージ・プロパティ


H 順序付けされたメッセージの管理

	H.1 順序付けされたメッセージを管理する必要がある理由
	H.2 ANTコマンドとパブリックAPI


I ビジネス・メッセージ・フローのトラッキング

	I.1 ビジネス・フロー・イベントの概要
	I.1.1 フロー・イベントに関する注意事項



	I.2 Oracle B2Bメッセージ・イベントのトラッキング
	I.3 Oracle B2Bコンソールを使用したフローのトラッキング
	I.4 インスタンス・トラッキングおよびエラー・ホスピタルの統合
	I.4.1 Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのフロー・トレースおよびB2B/Healthcareコンソール間のメッセージのトラッキング
	I.4.2 Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのフロー・トレースXMLからのメッセージの状態のトラッキング
	I.4.2.1 インバウンド・メッセージ
	I.4.2.2 バッチでないアウトバウンド・メッセージ
	I.4.2.3 バッチのアウトバウンド・メッセージ








J リモートJNDIキューを使用したB2B通信の設定

	J.1 外部JNDIを使用したB2B通信の構成
	J.1.1 ターゲットJMSサーバー、モジュールおよびキューの作成
	J.1.2 JMSキューへの接続環境の設定





K 例外処理

	K.1 インバウンド・メッセージ
	K.1.1 リクエスト・メッセージまたはレスポンス・メッセージ
	K.1.1.1 インバウンドebMS、AS1およびAS2メッセージ
	K.1.1.2 AS1メッセージのインバウンド・メッセージ・コンテンツ・タイプ処理



	K.1.2 確認メッセージ
	K.1.3 例外メッセージ



	K.2 アウトバウンド・メッセージ
	K.3 エラー・メッセージ配信でのJMSキューの使用
	K.4 エラー・メッセージ配信でのカスタム例外キューの使用
	K.5 インバウンド例外処理のシナリオ
	K.6 例外ペイロード定義
	K.7 AS4ベースのメッセージ・エラー


L データベース・パーティション化

	L.1 概要
	L.2 パーティション化要件
	L.2.1 パーティション化の設定
	L.2.2 データの移行
	L.2.2.1 パージ処理








M セルフサービス・ユーティリティのプロトコル、識別、セキュリティ仕様およびパラメータ

	M.1 プロトコル
	M.2 識別
	M.3 セキュリティ仕様
	M.4 交換プロトコルのパラメータ値
	M.5 トランスポート・プロトコルのパラメータ値
	M.6 ドキュメント・プロトコルのパラメータ値


N TA1確認

	N.1 概要
	N.2 TA1の構成
	N.2.1 インバウンド方向のTA1
	N.2.2 アウトバウンド方向のTA1





O IBM WebSphere MQによるメッセージの交換

	O.1 概要
	O.2 前提条件
	O.3 IBM MQへの接続
	O.3.1 資格証明を使用する接続の構成
	O.3.2 バインディングを使用する接続の構成





P ハブとしてのOracle B2Bの実行

	P.1 概要
	P.2 ハブとしてのOracle B2Bの構成
	P.3 構成のテスト


Q 非標準文字のオーバーライド

	Q.1 概要
	Q.2 XEngineを使用した文字のオーバーライド
	Q.3 オーバーライド: 例


索引







このガイドでのリリース12.2.1.1.0の新機能


既知の問題のリストについては(リリース・ノート)、Oracle SOA製品およびOracle AIA Foundation Packの既知の問題に関するページ(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentation/soaknowissues12211-2873928.html)を参照してください。

このリリースでは、このドキュメントに対する変更はありません。


注意:

使用しているスキンによっては、このガイドで示される画面は実装状態と異なる場合があります。相違点は軽微なものです。











第II部 Oracle B2Bプロセス・フロー


ここでは、B2Bプロセス・フローについて、ガイドライン・ファイル、ドキュメント定義、取引パートナおよびアグリーメントのデプロイとともに説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
ガイドライン・ファイルの作成


	
ドキュメント定義の作成


	
取引パートナの構成


	
取引パートナ・アグリーメントの作成とデプロイ












3 ガイドライン・ファイルの作成


この章では、Oracle B2B Document Editorを使用してドキュメント・ガイドライン・ファイルを作成するためのプロセスについて説明します。

ガイドライン・ファイルの作成は、Oracle B2Bプロセス・フローの最初のステップです。Oracle B2Bドキュメント・エディタは、Oracle B2Bトランザクションのカスタム・ドキュメント定義を定義および管理する、ガイドライン作成および実装アプリケーションです。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle B2Bドキュメント・エディタの概要


	
Oracle B2Bドキュメント・エディタのインストール


	
EDIFACT D98を例としたガイドライン・ファイルの作成




ドキュメント・エディタに関する完全なドキュメントは、Oracle B2Bドキュメント・エディタの「ヘルプ」メニューを参照してください。





3.1 Oracle B2Bドキュメント・エディタの概要


Oracle B2Bドキュメント・エディタは、Business-to-Business (B2B)電子商取引(E-Commerce)用のガイドライン作成および実装アプリケーションです。ドキュメント・エディタを使用すると、電子ビジネス(E-Business)のガイドライン・ドキュメントを簡単に開発、移行、テスト、配布および印刷できます。新しいガイドライン・ドキュメントを作成するか、ドキュメント・エディタの広範囲にわたる標準ライブラリをテンプレートとして使用できます。

既存の標準をテンプレートとして使用して、元になるセグメント、要素およびコードの属性を変更すると新しいガイドラインを作成できます。ガイドライン・ファイルはデータ・ファイルからも作成できます。

使用可能なドキュメント・ガイドラインのタイプを図3-1に示します。デリミタ付きフラット・ファイル、EDI、HL7 2.x、HL7v3、NCPDP、ParserSchema、位置指定フラット・ファイル(SAP iDocsを含む)、RosettaNetおよびXMLSchemaを使用できます。


図3-1 Oracle B2Bドキュメント・エディタで使用可能なドキュメント・ガイドライン

[image: 図3-1の説明が続きます]



ドキュメント・エディタでは、RosettaNetドキュメント・ガイドラインを使用できるのみでなく、標準DTDファイルをRosettaNetのWebサイトからダウンロードすることもできます。

カスタム・ガイドライン・ファイルの作成後は、図3-2に示すように、Oracle B2Bインタフェースを使用してドキュメントをドキュメント定義に含めます。この手順の詳細は、ドキュメント定義の作成を参照してください。


図3-2 Oracle B2Bドキュメント・エディタでの作成済XSDおよびECSファイルのインポート

[image: 図3-2の説明が続きます]



図3-2では、ドキュメント定義を作成するためのEDIFACT_D98A_ORDERS.xsdおよびEDIFACT_D98A_ORDERS.ecsがインポートされます。ECSファイルは、ドキュメントを変換および検証するためにB2Bで必要です。XSDはB2Bではオプションですが、XSDを使用すると、ドキュメント送受信用のSOAコンポジットをモデル化する際に、ドキュメント・スキーマを簡単に参照できます。


注意:

Oracle Document EditorのMapBuilderコンポーネントは、認証またはサポートされていません。









3.2 Oracle B2Bドキュメント・エディタのインストール


Oracle B2Bドキュメント・エディタは、製品CDから入手するか、またはOracle Technology Networkのソフトウェア・ダウンロード・ページ([Oracle SOA Suite 11g Installations]→[Prerequisites & Recommended Install Process]→[Recommended Components])からダウンロードできます。


ダウンロードするには、次のリンクの手順に従ってください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/downloads/downloads-085394.html

Oracle Document Editorをインストールするには、ダウンロードしたファイルをディスク・ドライブに抽出し、Install.exeを実行します。複数のインストール・スクリプトが実行されて、Oracle Document Editorの各コンポーネントのインストール・プロセスが進行します。

Oracle B2Bドキュメント・エディタは、Microsoft Windows (Win 2000、WinXP、Vista 32ビット版と64ビット版、Windows Server 2003およびWindows 7 32ビット版と64ビット版)でのみ動作し、W3C XMLスキーマのガイドラインを完全にサポートするにはMicrosoft .NETフレームワーク(CDから自動的にインストールされます)が必要です。


注意:

Microsoft Vistaを使用する場合は、Oracle Document Editorをプログラム・フォルダにインストールしないでください。インストールするには、管理者権限が必要です。




注意:

Windows 7 (64ビット版)にドキュメント・エディタをインストールする場合、Oracle B2B標準をインストールできなくなる可能性がある潜在的な既知の問題が存在します。その結果、ドキュメント・エディタはインストールされますが、各標準はインストールされません。

この既知の問題の修正は、次のサイトを参照してください。

http://support.microsoft.com/kb/910816



使用方法の完全な説明は、Oracle B2Bドキュメント・エディタの「ヘルプ」メニューでインストールについて検索し、準備に関するトピックを参照してください。このリリースのドキュメント・エディタの新機能リストも用意されています。









3.3 EDIFACT D98を例としたガイドライン・ファイルの作成


次の例では、EDIFACT D98A発注の送信に必要なガイドライン・ファイル(ECSファイルおよびXSDファイル)の作成方法、およびD98A-ORDERSガイドラインに基づいたテスト・データ・ファイルの生成および検証方法について説明します。


このシナリオでEDIFACTトランザクション・ドキュメントを作成するには、次を行います:





	
ECSファイルの作成


	
XSDファイルの作成


	
ECSファイルを使用したデータの生成


	
データの分析










3.3.1 ECSファイルの作成


既存のEDIFACTガイドライン(標準)をテンプレートとして使用し、発注ガイドライン・ファイルorders.ecsを作成します。

	
Oracle B2Bドキュメント・エディタを開きます。


	
図3-3に示すように、新規ドキュメントをクリックし、次に「EDI」をクリックします。


図3-3 Oracle Document Editorでの新規ドキュメントの作成

[image: 図3-3の説明が続きます]



	
「EDIFACT」および「D98A」を開きます。


	
図3-4に示すように、「ORDERS - Purchase order message」を選択し、「次」をクリックします。


図3-4 新規ドキュメントの作成: ガイドラインの選択

[image: 図3-4の説明が続きます]



	
図3-5に示すように、エンベロープ・セグメントを挿入が選択されていないことを確認し、「終了」をクリックします。


図3-5 新規ドキュメントの作成: エンベロープ・セグメント

[image: 図3-5の説明が続きます]



Oracle B2Bドキュメント・エディタには、すべてのバージョンの交換(エンベロープ)があらかじめシードされています。Oracle B2Bでは、設定に基づいてエンベロープが処理されます。

あらかじめシードされているデフォルトのエンベロープ情報をオーバーライドするには、必要なエンベロープ情報のみを含む(トランザクションの詳細を含まない)別のECSファイルを作成し、ドキュメント・バージョンで使用可能なエンベロープ・オーバーライド・オプションを使用してそのファイルをアップロードします。


	
セグメント・レベルの詳細を編集します(オプション)。

図3-6に示すように、このシナリオでは編集は必要ありません。


図3-6 新規ドキュメントの作成: セグメント・レベルの詳細

[image: 図3-6の説明が続きます]



	
「ファイル」から「保存」を選択します。


	
デフォルトのディレクトリは変更せず、ファイル名にorders.ecsを入力します。

デフォルトでは、ECSファイルはMy Documents\Oracle\Oracle B2B\ Guidelinesに保存されます。










3.3.2 XSDファイルの作成


内部フォーマットのガイドライン・ファイル(ECSファイル)を使用して、Oracle B2Bで使用するXMLスキーマ定義ファイル(XSDフォーマット)を作成します。

	
「ファイル」から「開く」を選択します。


	
orders.ecsを選択し、「開く」をクリックします。


	
「ファイル」から「エクスポート」を選択します。


	
エクスポート・ウィザードで、エクスポート・タイプのリストから「Oracle B2B 2.0」を選択して、「次へ」をクリックします。

Oracle B2B 2.0エクスポート・タイプを使用すると、この例のurn:oracle:b2b:EDIFACT/D98A/ORDERSのように、任意のネームスペースを指定できます。(「Oracle B2B」オプションを使用すると、固定されたネームスペースが指定されます。)


	
エクスポート先ダイアログで、次の操作を実行して「次」をクリックします。

	
デフォルトのディレクトリの使用


	
エクスポート前にガイドラインを保存の選択


	
「拡張オプションの表示」の選択




XSDファイルは、ECSファイルとともにMy Documents\Oracle\Oracle B2B\Guidelinesに保存されます。


	
XSDネームスペースの「オプション」ダイアログで、次の操作を実行して「次」をクリックします。

	
カスタム・ネームスペースの選択


	
ネームスペースの指定(この例ではurn:oracle:b2b:EDIFACT/D98A/ORDERS)





	
テンプレート構成ダイアログで、「次」をクリックします。

このシナリオではテンプレートの要素の編集は必要ありません。


	
変換の「オプション」ダイアログで、次の操作を実行して「次」をクリックします。

	
XSDでの列挙を抑止オプションの選択。コード・リストがECSファイル内にあるため、このオプションを選択することをお薦めします。列挙を抑制すると、XSDのサイズが大幅に縮小されます。


	
XData生成時にデフォルトのかわりにこのエクスポート・モジュールを使用オプションの選択。





	
ドキュメント変換の「オプション」ダイアログで、デフォルトのSegmentCountの使用を許可マクロを使用して、「次」をクリックします。

SegmentCountマクロにより、セグメント数がカウントされます。カウントを可能にするため、XSD要素のデータ型はnumericからstringに変更されています。


	
Oracle B2Bを開始オプションが選択されていないことを確認し(このシナリオでは必要ありません)、「次」をクリックします。

Oracle B2Bを起動する場合は、B2BインタフェースのURL (http://host_name:port/b2b)を入力します。


	
マクロ・ノード・ダイアログで、「次」をクリックします。

このシナリオではノードに対して必要なマクロはありません。

「XSD名の一部の文字が使用できないため置換されました」というメッセージが表示された場合は、「OK」をクリックします。


	
「終了」をクリックします。

orders.xsdファイルがOracle B2B 2.0フォーマットで作成されます。










3.3.3 ECSファイルを使用したデータの生成


Oracle B2Bドキュメント・エディタのデータ・ジェネレータを使用して、ガイドラインに基づいたテスト・データ・ファイルを作成します。

	
データ・ジェネレータをクリックします。


	
新規テスト・ケースを選択し、「次」をクリックします。


	
「生成」をクリックし、「次」をクリックします。

このステップでは、指定されたデータ・ディクショナリを使用して新規データを生成します。


	
ガイドライン・ファイルからを選択し、ORDERS.ecsを選択して「次」をクリックします。


	
標準データベースからエンベロープ・セグメントを選択を選択し、「次」をクリックします。


	
構文3エンベロープ・セグメントを選択し、「次」をクリックします。


	
標準データベースから直接使用を選択し、「次」をクリックします。

エンベロープ・セグメントはガイドライン・ファイルには組み入れられません。


	
必須+オプション・データの割合を選択し、スライダを動かして割合を示します。


	
ユーザー・オプションを選択し、「次」をクリックします。


	
任意のサイズを選択し、「次」をクリックします。


	
リセットしないを選択し、「次」をクリックします。


	
生成するメッセージ数に応じて、繰返し回数オプションを設定します。


	
使用するデータ・ディクショナリを選択します。


	
デフォルトのデリミタをそのまま使用し、「次」をクリックします。


	
出力データ・ファイル名をクリックしてC:\D98A_ORDERS.datと入力し、「次」をクリックします。

図3-7に示すように、DATファイルが開きます。


図3-7 DATファイル

[image: 図3-7の説明が続きます]



	
保存してファイルを閉じます。










3.3.4 データの分析


Oracle B2Bドキュメント・エディタのアナライザを使用して、データ・ファイルをorders.ecsガイドライン・ファイルと照合して検証し、データ・ファイルを標準と照合してテストし、不足している必要なセグメントまたは要素がないかをチェックします。

	
アナライザをクリックします。


	
D98A_orders.datを参照し、「次」をクリックします。


	
「拡張オプションの表示」が選択されていることを確認して、「次」をクリックします。


	
データ・ファイルのクリーン・アップ・ダイアログで、「次」をクリックします。

このシナリオでは事前処理は必要ありません。


	
データ構造ダイアログで、「次」をクリックします。

デフォルトではドキュメント全体が検証されます。


	
データを照合するガイドライン・ファイル(ECSファイル)を選択します。次の操作を実行して「次」をクリックします。

	
ガイドライン・ファイルからの選択。


	
orders.ecsの選択。





	
標準データベースからエンベロープ・セグメントを選択を選択し、「次」をクリックします。

選択したガイドライン・ファイル(ECSファイル)はエンベロープ・セグメントを含みません。


	
構文3エンベロープ・セグメントを選択し、「次」をクリックします。


	
標準データベースから直接使用を選択し、「次」をクリックします。

エンベロープ・セグメントはガイドライン・ファイルには組み入れられません。


	
「アナライザ・モードおよび出力」ダイアログで、デフォルト設定を使用し、XData (XML)の生成を「常に」に設定して、「次」をクリックします。

図3-8に示すように、結果が表示されます。エラー・メッセージがある場合はここで同時に表示されます。


図3-8 アナライザの結果

[image: 図3-8の説明が続きます]



データをXMLフォーマットで表示するには、右上の「XML」ボタンをクリックします。

XMLとして表示とHTMLとして表示のオプションを使用して、データを表示します。「データに名前を付けて保存」ボタンをクリックし、XMLレポートをXMLファイルとしてエクスポートします。


注意:

内部プロパティを使用するエンベロープ・パラメータをオーバーライドする必要がある場合、<Lookup>タグと<Property>タグの一部としてオーバーライド値を指定する必要があります。

例:


<Internal-Properties>
<Data-Structure Name="Interchange">
<Lookup Name="InterchangeReceiverID">GlobalOverride </Lookup>
<Property Name="InterchangeReceiverID">GlobalOverride </Property>
 
...
 
</Data-Structure>
</Internal-Properties>


















4 ドキュメント定義の作成


この章では、ドキュメント定義を作成および削除するプロセスについて説明します。また、ドキュメント・プロトコルの概念についても説明します。

ドキュメント定義の作成は、Oracle B2Bプロセス・フローの2番目のステップです。ドキュメント定義では、メッセージの検証に使用されるドキュメント・プロトコル(ドキュメント・プロトコル・バージョンおよびドキュメント・タイプ)が指定されます。ドキュメント定義には、EDIおよびHL7メッセージの場合はECSファイル、XMLメッセージの場合はXSD/DTDを使用できます。

トランザクションのホスト取引パートナとリモート取引パートナの両方で、同じドキュメント定義を使用します。ドキュメント定義は、ドキュメント・プロトコル、プロトコル・バージョンおよびドキュメント・タイプの標準に準拠する必要があります。これは、Oracle B2Bドキュメント・エディタでドキュメント・ガイドライン・ファイルを作成し(ステップ1)、Oracle B2Bインタフェースでこれらのファイルをインポートしてドキュメント定義を作成(ステップ2)すれば難しいことではありません。

この章の内容は次のとおりです。

	
ドキュメント・プロトコルの概要


	
ドキュメント定義の作成


	
ドキュメント定義の削除




ドキュメント・プロトコルの詳細は、ドキュメント・プロトコルの使用 を参照してください





4.1 ドキュメント・プロトコルの概要


Oracle B2Bドキュメント・エディタで、カスタム・プロトコルおよび様々なガイドライン・ドキュメントを使用して、ほとんどのプロトコルを定義できます。新規ドキュメント・プロトコルを追加する場合は、常にカスタム・ドキュメントです。

Oracle B2Bでは、次のドキュメント・プロトコルをサポートしています。


	
カスタム


	
EDI_EDIFACT


	
EDI_X12


	
HL7


	
OAG


	
PositionalFlatFile


	
RosettaNet


	
UCCNet


	
UserDefined






ドキュメント定義の一部として、ドキュメント・ガイドライン・ファイルを指定します。このファイルは通常、Oracle B2Bドキュメント・エディタで作成されます(カスタム・ドキュメント用には、Oracle B2Bドキュメント・エディタは使用できません)。検証が有効な場合、実行時のペイロードは、使用するドキュメント定義ファイルのタイプに準拠している必要があります。





4.1.1 ドキュメント階層


図4-1に示すように、ドキュメント・プロトコルは階層とみなすことができます。


図4-1 ドキュメント階層

[image: 図4-1の説明が続きます]



ドキュメント・プロトコルは、複数のドキュメント・プロトコル・バージョンで構成できます。ドキュメント・プロトコル・バージョンは、複数のドキュメント・タイプで構成できます。ドキュメント・タイプは、複数のドキュメント定義で構成できます。通常、1つのドキュメント定義で作業を開始し、そのドキュメント定義を様々な取引パートナ向けにカスタマイズします。

図4-2に、EDI X12に適用されるドキュメント・プロトコル階層を示します。


図4-2 EDI X12ドキュメント階層

[image: 図4-2の説明が続きます]



Oracle B2Bインタフェースでは、ドキュメント定義を作成する際、そのドキュメント定義の名前にドキュメント・プロトコル階層が反映されます。

DocumentProtocol—Version—DocumentType—DocumentDefinitionName

例4-1に、EDI EDIFACTドキュメントに対する定義に反映される階層を示します。

例4-2に、Health Care 7受付/面会通知、およびX12バージョン4010発注に対するドキュメント定義の例を順番に示します。


例4-1 EDI EDIFACTドキュメントに対するドキュメント定義名

ドキュメント・プロトコル: EDI_EDIFACT

ドキュメント・プロトコル・バージョン: D98A

ドキュメント・タイプ: ORDERS

ドキュメント定義: ORDERS_def

結果のドキュメント定義:

EDI_EDIFACT-D98A-ORDERS-ORDERS-def





例4-2 HL7ドキュメントとX12ドキュメントに対するドキュメント定義名

HL7-2.3.1-ACK_A01-ACK_A01_Doc_Def

EDI_X12-4010-850-850def









4.1.2 確認を含むドキュメント・プロトコル


確認を含むメッセージ・フローの場合、Oracle B2Bで確認が送信されるのは後のみです。メッセージがすでに確認されている場合、再発行時に別の確認は生成されません。メッセージの状態に関する詳細情報が必要な場合、他の方法(電子メールなど)で取引パートナに通知する必要があります。









4.2 ドキュメント定義の作成


Oracle B2Bドキュメント・エディタを使用してトランザクション・セット・ファイルを作成した後、Oracle B2Bインタフェースを使用してドキュメント定義を作成し、トランザクション・セット・ファイルをインポートします。



注意:

ドキュメント・バージョン、ドキュメント・タイプおよびドキュメント定義は、作成後には編集できなくなります。特定のドキュメント要素(バージョン、タイプまたは定義)を削除して、新しく作成する必要があります。作成後にドキュメント要素を更新すると、メタデータの不整合、メタデータ検証の問題、ランタイム・エラーが発生する原因となる場合があります。






ドキュメント定義を作成するには:


	「管理」タブをクリックします。
	「ドキュメント」タブをクリックします。
	いずれかのドキュメント・プロトコルを選択します。


注意:

名前を指定して新規カスタム・ドキュメントを作成するには、「ドキュメント・プロトコル」フォルダをクリックし、「追加」をクリックします。

次に、プロトコル名を入力します(例: MyXML_Document)。既存のドキュメント・プロトコル名は使用しないでください。

[image: GUID-00FEC626-84E5-4CC5-93EB-DF3181F8310C-defaultの説明]







	「新規バージョン」をクリックします。
	バージョン名を入力し、ドキュメント・バージョン・パラメータを必要に応じて指定して、「保存」をクリックします。

バージョンはドキュメントの識別に使用され、プロトコルに応じて、大/小文字が区別され、固定構文が使用される場合があります。

図4-3に、EDI EDIFACT D98Aドキュメントのドキュメント・プロトコル・バージョンのページを示します。


図4-3 ドキュメント・プロトコル・パラメータの情報の入力

[image: 図4-3の説明が続きます]



パラメータの説明については、次を参照してください:

	
表8-4


	
表8-8


	
表8-11







	新しいバージョン名を選択し、「新規タイプ」をクリックします。
	ドキュメント・タイプ名を入力し、ドキュメント・タイプ・パラメータを必要に応じて指定して、「保存」をクリックします。

図4-4に、EDI EDIFACT D98Aドキュメントのドキュメント・タイプ・パラメータのページを示します。


図4-4 ドキュメント・タイプ・パラメータの情報の入力

[image: 図4-4の説明が続きます]



パラメータの説明については、次を参照してください:

	
表8-1


	
表8-5


	
表8-9


	
表8-12


	
表8-18







	新しいドキュメント・タイプ名を選択し、「新規定義」をクリックします。
	ドキュメント定義名を入力して、次を行います:

	
任意のドキュメント・プロトコルに対して、オプションの定義ファイル(XSDファイル)を参照します。


	
EDI EDIFACT、EDI X12、HL7および位置指定フラット・ファイルの各プロトコルの場合は、必要なトランザクション・セットECSファイルを参照します。


	
適用可能な場合は、ドキュメント定義パラメータを指定します。




図4-5に、EDI EDIFACT D98Aドキュメントのドキュメント定義パラメータのページを示します。


図4-5 ドキュメント定義パラメータの情報の入力

[image: 図4-5の説明が続きます]



パラメータの説明については、次を参照してください:

	
表8-2


	
表8-6


	
表8-10


	
表8-13


	
表8-15


	
表8-16


	
表8-19


	
表8-20







	「保存」をクリックします。








4.3 ドキュメント定義の削除


ドキュメント定義を削除するには、まずそのドキュメント定義を使用するすべてのアグリーメントを削除します。

その後で、ホスト、およびその定義を参照しているすべてのリモート取引パートナから、サポートされているドキュメント定義を削除します。











5 取引パートナの構成


この章では、取引パートナの構成方法について説明します。取引パートナの構成には、取引パートナ・プロファイルの作成(識別子、連絡先情報、取引パートナ・パラメータおよびキー・ストア情報の値の指定)、取引パートナ・ユーザーの追加、ドキュメント定義の追加および送信者ロールと受信者ロールの割当て、およびセキュリティなどのチャネル詳細の構成が含まれます。

取引パートナの構成は、Oracle B2Bプロセス・フローの3番目のステップです。

この章の内容は次のとおりです。

	
取引パートナの概要


	
取引パートナ・プロファイルの作成


	
取引パートナ・ユーザーの追加


	
ドキュメント定義の追加


	
チャネルの構成


	
アグリーメントの自動作成機能の使用


	
取引パートナ参照用の識別子の使用


	
取引パートナの停止時間のスケジュール設定


	
複数の取引パートナへのメッセージのブロードキャスト


	
インバウンド・メッセージ処理中の証明書の検証








5.1 取引パートナの概要


Oracle B2Bでは、ホスト取引パートナとリモート取引パートナという2つの取引パートナがトランザクションに関与します。通常、ホスト取引パートナとは、Oracle B2Bがインストールされている組織です。リモート取引パートナとは、ホスト取引パートナがE-Businessトランザクションを実行する相手の組織です。 取引パートナは、ホスト(バックエンド)アプリケーション、データベースまたは顧客をトランザクションに含めることができます。トランザクションの起案者または応答者のいずれかが、ホスト取引パートナまたはリモート取引パートナになることができます。

すべての取引パートナ(ホストおよびリモート)は、ホスト取引パートナ組織によって構成されます。リモート・パートナは、ホスト取引パートナがリモート取引パートナごとに作成した取引パートナ・ユーザーを使用して、Oracle B2Bの独自のデータにアクセスできます。図5-1に、取引パートナを構成する手順を示します。


図5-1 取引パートナの構成

[image: 図5-1の説明が続きます]








5.2 取引パートナ・プロファイルの作成


Oracle B2Bでは、デフォルトのホスト取引パートナ名がMyCompanyに設定されますが、この名前は企業にあわせて更新できます。1つ以上のリモート取引パートナを作成した後は、クローニング機能を使用して、類似のトランザクションに参加する新規の取引パートナを作成します。 取引パートナのドキュメント定義とデリバリ・チャネル(MLLPチャネルを除く)は、クローニングによってコピーされますが、識別子、連絡先およびユーザーはコピーされません。新規に作成した取引パートナのデリバリ・チャネルは、名前を変更することをお薦めします。


取引パートナを作成して構成した後、その情報は取引パートナ・プロファイルとしてOracleメタデータ・リポジトリに保存されます。パートナ・データは、「プロファイル」タブの「エクスポート」ボタンを使用して、ZIPファイルにエクスポートできます。

取引パートナ・プロファイルを作成するには、次を行います:

	
デフォルトのホスト取引パートナ名の更新


	
リモート取引パートナの追加


	
識別子タイプと値の追加


	
連絡先情報の追加


	
取引パートナのパラメータと値の追加


	
ホスト取引パートナのキー・ストア情報の指定










5.2.1 デフォルトのホスト取引パートナ名の更新


このタスクは、初めてOracle B2Bを設定するときに実行します。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
MyCompanyをクリックします。


	
「編集」をクリックします。


	
ホスト取引パートナ名およびボタン・ファイル(オプション)を指定して、「OK」をクリックします。

オプションのボタン・ファイルは、16 x 16ピクセルのPNGファイルである必要があります。

ホスト取引パートナ名が「パートナ」リストに表示されます。










5.2.2 リモート取引パートナの追加


このタスクは、各リモート取引パートナに対して実行します。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「追加」をクリックします。


	
パートナ名を指定し、「OK」をクリックします。

リモート取引パートナ名が「パートナ」リストに表示されます。


	
(オプション)図5-2に示すように、「編集」をクリックして、16 x 16ピクセルのPNGファイルをリモート取引パートナのボタンとして追加し、「OK」をクリックします。


図5-2 リモート取引パートナ・プロファイルの編集

[image: 図5-2の説明が続きます]





このタスクでは、別の方法としてクローニング機能を使用できます。作成する取引パートナと類似する取引パートナをすでに作成している場合は、図5-3に示すように「クローン」ボタンをクリックし、クローニングされない取引パートナ情報(識別子、連絡先およびユーザー)を指定します。


図5-3 リモート取引パートナのクローニング

[image: 図5-3の説明が続きます]




注意:

リモート取引パートナを削除する場合は、「削除」ボタンを使用します。ただし、デプロイ済の取引パートナ・アグリーメントに含まれているリモート取引パートナは削除できません。削除するには、最初にアグリーメントを削除する必要があります。









5.2.3 識別子タイプと値の追加


Oracle B2Bでは、識別子タイプを使用して取引パートナを実行時に識別します。通常の識別プロセスでは、パートナ、ドキュメントの順に識別し、そのパートナ/ドキュメント・ペアによってアグリーメントを識別します。Oracle B2Bでは、各取引パートナに、デフォルトの識別子タイプである「名前」が指定されます。その値は取引パートナの名前です。

ホスト取引パートナおよびリモート取引パートナの識別子タイプと値を追加します。ここで追加するタイプの作成方法は、「タイプの作成」を参照してください。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「プロファイル」タブをクリックします。


	
取引パートナを選択します。


	
図5-4に示すように、「識別子」領域で「追加」をクリックします。


図5-4 識別子タイプの追加

[image: 図5-4の説明が続きます]



	
「タイプ」リストから、識別子タイプを選択します。

識別子タイプの説明は、表10-1を参照してください。


	
値を指定します。


	
必要に応じて、手順4から6を繰り返します。


	
「保存」をクリックします。










5.2.4 連絡先情報の追加


取引パートナの連絡先情報を必要に応じて追加するには、事前にシードされているタイプ(連絡先名、電子メール、Fax、電話番号)を使用します。または、「管理」→「タイプ」ページで連絡先タイプを作成できます。詳細は、「カスタム連絡先情報タイプの作成」を参照してください。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「プロファイル」タブをクリックします。


	
「連絡先情報」領域で、「追加」をクリックします。


	
図5-5に示すように、「タイプ」の下にあるリストからタイプを選択し、値を入力します。


図5-5 連絡先情報の追加

[image: 図5-5の説明が続きます]



	
「保存」をクリックします。










5.2.5 取引パートナのパラメータと値の追加


取引パートナに対して取引パートナのパラメータと値を必要に応じて追加するには、「管理」→「タイプ」ページでパラメータを作成する必要があります(パラメータがまだ作成されていない場合、「追加」ボタンは表示されません。)詳細は、「タイプの作成」を参照してください。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「プロファイル」タブをクリックします。


	
「パラメータ」領域で、「追加」をクリックします。


	
パラメータを選択し、「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックします。




このページでは、特定の取引パートナの値を更新することもできます。







5.2.6 ホスト取引パートナのキー・ストア情報の指定


ホスト取引パートナのセキュリティのために、必要に応じてキー・ストアのパスワードと場所を追加します。デジタル署名、暗号化またはSSLが有効な場合は、キー・ストアの場所を指定する必要があります。デジタル署名および暗号化を指定する場所については、「セキュリティの構成」を参照してください。セキュリティ・パラメータについては、表5-6を参照してください。

Oracle B2Bに対して任意のキー・ストアを選択できます。SSLを使用する場合は、取引パートナとのメッセージ交換時にSSL関連の問題が発生するのを防ぐために、B2BおよびOracle WebLogic Serverの両方のSSL構成で同じキー・ストアを使用することをお薦めします。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「プロファイル」タブをクリックします。


	
ホスト取引パートナを選択します。


	
図5-6に示すように、「キー・ストア」セクションで、パスワードと場所を指定します。


図5-6 キー・ストア情報の入力

[image: 図5-6の説明が続きます]



	
「保存」をクリックします。












5.3 取引パートナ・ユーザーの追加


ホスト取引パートナの管理者(デフォルトのログイン・ユーザー名とパスワードの組合せ)は、ホストおよびリモートの取引パートナ・ユーザーを追加できます。これらのユーザーは、Oracle B2Bにログインして、ユーザー自身の取引パートナ・データにのみアクセスできます。


次のロールを使用できます。

	
管理者ロール: Oracle B2Bのすべての機能にアクセスできます。


	
監視ロール: レポートおよびメトリック機能にのみアクセスできます(「レポート」および 「メトリック」リンクを使用)。




管理者ロールのユーザーは、ユーザー自身の取引パートナ・データについてのみ、すべてのB2B機能にアクセスできます。他の取引パートナのデータは表示されません。監視ロールのユーザーは、ユーザー自身の取引パートナ・データについてのみ、レポート機能にアクセスできます。他のリンク、および他の取引パートナのデータは表示されません。また、Oracle B2Bでは、ドキュメント・タイプに基づいたアクセス制限がサポートされます。詳細は、「ドキュメント・タイプへのアクセス制限」を参照してください。


注意:

管理者ロールを持つB2Bユーザーは、すべての取引パートナを表示するなどの権限を取得するために、WebLogic管理者グループのメンバーシップが必要になります。さらに、モニター・ロールを持つB2Bユーザーは、WebLogicのモニター・グループに所属している必要があります。



ユーザーを追加するには、次を行います:

	
アイデンティティ・ストアでの新規ユーザーの作成


	
Oracle B2Bインタフェースでのユーザーの追加


	
ユーザーがアクセス権限を持つドキュメント・タイプの追加










5.3.1 アイデンティティ・ストアでの新規ユーザーの作成


ユーザーをOracle B2Bに設定するには、そのユーザーがアイデンティティ・ストアにすでに存在している必要があります。ユーザーの作成に使用できるツールはいくつかありますが、図5-7に示すように、Oracle WebLogic Server管理コンソールのセキュリティ・レルム機能を使用する方法もあります。


図5-7 Oracle WebLogic Server管理コンソール: セキュリティ・レルム

[image: 図5-7の説明が続きます]




注意:

Oracle B2Bを管理対象サーバーで実行している場合は、デフォルトのファイルベースのポリシー・ストアがサポートされないため、LDAPベースのポリシー・ストアを使用することをお薦めします。



myrealm設定に進むと、「ユーザーおよびグループ」タブにレルム内のすべてのユーザーが表に表示されます。「新規」をクリックし、図5-8に示すページで、ユーザーおよびユーザー・パスワードを追加します。


図5-8 Oracle WebLogic Server管理コンソール: 新しいユーザーの追加

[image: 図5-8の説明が続きます]








5.3.2 Oracle B2Bインタフェースでのユーザーの追加


デフォルト管理者は、ユーザーを追加できます。ホスト管理者およびリモート管理者は、デフォルト管理者によって権限を付与されている場合、ユーザーを追加できます(リモート管理者は各自のデータについてのみ)。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「ユーザー」タブをクリックします。


	
取引パートナを選択します。


	
「追加」をクリックします。


	
「アイデンティティ・ストアでの新規ユーザーの作成」で作成したユーザー名を入力し、「検索」をクリックします。

ユーザー名は作成したとおりに正確に入力してください。


	
図5-9に示すように、「監視」または「管理者」ロールを選択し、「OK」をクリックします。


図5-9 監視または管理者ロールの割当て

[image: 図5-9の説明が続きます]











5.3.3 ユーザーがアクセス権限を持つドキュメント・タイプの追加


デフォルト管理者は、ユーザーのドキュメント・タイプを追加できます。ホスト管理者およびリモート管理者は、デフォルト管理者によって権限を付与されている場合、ユーザーのドキュメント・タイプを追加できます(リモート管理者は各自のデータについてのみ)。ここでドキュメント・タイプを追加しない場合、ユーザーはすべてのドキュメント・タイプにアクセスできます。

	
「ユーザー」タブの「サポートされているドキュメント・タイプ」領域で、「追加」をクリックします。


	
図5-10に示すように、ドキュメント・タイプを選択し、「追加」をクリックします。


図5-10 ドキュメント・タイプの選択

[image: 図5-10の説明が続きます]



	
必要に応じて、手順1から2を繰り返します。

ユーザーがアクセス権限を持つドキュメント・タイプが「ドキュメント・タイプ名」列に表示されます。

「ドキュメント・タイプ名」列のドキュメント・タイプは、削除することもできます。リスト内のタイプをすべて削除すると、ユーザーはすべてのドキュメント・タイプにアクセスできるようになります。












5.4 ドキュメント定義の追加


Oracle B2Bホスト管理者はすべてのドキュメント定義を作成します。作成したドキュメント定義はホスト取引パートナに自動的に割り当てられます。また、ホスト管理者は任意のドキュメント定義をリモート取引パートナに割り当てることができます。ホスト取引パートナおよびリモート取引パートナの両方について、各ドキュメントの送信者と受信者が識別されている必要があります。


追加した後でドキュメント定義を更新する方法は、ドキュメント詳細の変更を参照してください


注意:

「管理」→「ドキュメント」を使用してドキュメント定義を削除するには、その前に、ホスト取引パートナに自動的に割り当てられたドキュメント定義をホスト取引パートナ・プロファイル(およびリモート取引パートナ・プロファイル)から削除する必要があります。



Acme社(購入者)が発注をGlobalChips社に送信するシナリオを考えてみます。このトランザクションの中で、Acme社は、GlobalChips社(販売者)が発注を受信した旨の確認を受信します。したがって、このEDIFACTトランザクションでは、発注用と機能確認用の2つのドキュメント定義が使用されます。GlobalChips社は発注を受信し、次に確認を送信します。

取引パートナ・プロファイルに追加するために必要となるドキュメント定義の作成の詳細は、 ドキュメント定義の作成を参照してください

ドキュメント定義を追加するには、次を行います:

	
ドキュメント定義の追加










5.4.1 ドキュメント定義の追加


ホストおよびリモートの両方の取引パートナ・プロファイルにドキュメント定義を追加します。このページでは、リモート取引パートナのドキュメント・タイプ・パラメータおよびドキュメント・バージョン・パラメータを変更することもできます。詳細は、「ドキュメント・プロトコルの使用」を参照してください。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
「ドキュメント」タブをクリックします。


	
取引パートナを選択します。


	
「追加」をクリックします。


	
図5-11に示すように、ノードを展開し、ドキュメント定義を選択して、「追加」をクリックします。


図5-11 ドキュメント定義の選択

[image: 図5-11の説明が続きます]



	
図5-12に示すように、リストされているドキュメントごとに、選択したパートナが送信者か受信者か、またはその両方かを指定します。


図5-12 送信者と受信者の選択

[image: 図5-12の説明が続きます]



	
「保存」をクリックします。




リモート取引パートナのドキュメント・プロトコル・バージョンおよびドキュメント・タイプ・パラメータを変更する方法は(「バージョン・パラメータのオーバーライド」および「DocTypeパラメータのオーバーライド」パラメータの使用など)、ドキュメント詳細の変更を参照してください。









5.5 チャネルの構成


メッセージの配信方法は、チャネルによって定義されます。それは、取引パートナのセキュリティ特性、トランスポート・プロトコル、交換プロトコルおよび交換プロトコルのオーバーライド要素を指定します。さらに、定義してある場合は、デジタル・エンベロープ、暗号化資格証明、デジタル署名、署名資格証明および検証に対するサポートを指定します。


ホスト取引パートナに対して外部デリバリ・チャネルを構成した場合、そのチャネルは、アグリーメントの作成時にすべてのリモート取引パートナに対して使用できます。これは、VAN接続の一般的な構成です。ホスト取引パートナでVANのチャネルを一度構成すると、同じVANを使用する多くの異なるリモート取引パートナでそのチャネルを使用できます。これによって、デリバリ・チャネルを複数回、リモート取引パートナごとに作成する必要がなくなります。リモート取引パートナに対して外部デリバリ・チャネルを構成した場合、そのチャネルは、アグリーメントの作成時にそのリモート取引パートナに対してのみ使用できます。ホスト取引パートナに対して内部デリバリ・チャネルを構成した場合(AQ、ファイルまたはJMSトランスポートを使用するOracle B2Bへのインバウンド・メッセージ用)、そのチャネルは、インバウンド・アグリーメントの作成時にホスト取引パートナに対してのみ使用できます。

ホスト取引パートナに対するJMS内部デリバリ・チャネルを構成することで、カスタムJMS例外キューを作成することもできます。詳細は、次を参照してください:





	
表17-1


	
エラー・メッセージ配信でのカスタム例外キューの使用




表5-1に、Oracle B2Bで使用可能なチャネル/交換プロトコルを示します。


表5-1 Oracle B2Bで使用可能なチャネル/交換プロトコル

	プロトコル	説明	通信チャネル
	
AS4-1.0

	
AS4-1.0 Applicability Statement 4: XML over WS-HTTPを使用するための仕様。

	
外部


	
AS2 - 1.1

	
Applicability Statement 2、バージョン1.1: EDI over the Internetを使用するための仕様。AS2は、HTTPまたはHTTPSを使用したS/MIMEをサポートしています。また、AS2は、.xml、.txt、.docおよび.xlsなどの非EDIドキュメント・タイプを処理します。AS2は、EDI over the InternetまたはEDIINT AS2とも呼ばれます。

	
外部


	
MLLP-1.0

(リモート取引パートナのみ)

	
Minimum Lower Layer Protocol (MLLP)は、最小のOSIセッション層フレーム化プロトコルです。

MLLP (およびTCPトランスポート・プロトコル)は、リモート取引パートナでのみ使用できます。また、HL7またはカスタムのドキュメントで使用されます。MLLPを使用すると、同じチャネルを使用してメッセージを送受信でき、チャネルをサーバーまたはクライアントとして構成できます。

MLLP接続は、永続接続または一時接続の場合があります。

永続接続の特徴は次のとおりです。

	
エンドポイントに基づいてソケットをキャッシュします。


	
エンドポイントごとに1つのソケットのみ作成されます。


	
ソケットは将来のメッセージで再利用されます。




一時接続の特徴は次のとおりです。

	
メッセージごとに新規のソケットが作成されます。


	
メッセージが送信されると、リスナーは確認を待機します。


	
確認を受信すると、ソケットはクローズされます。




詳細は、MLLPについてを参照してください。

	
外部


	
ebMS-2.0

ebMS-1.0

	
Electronic business Extensible Markup Language (ebXML) Messaging Service (ebMS): XMLドキュメントを交換するために使用する仕様。ebMSは、SOAP Webサービス・メッセージ書式で構築されています。Oracle B2Bでは、ebMS 1.0および2.0がサポートされ、HTTP、HTTPS、電子メール・トランスポート・プロトコルおよびSOAPパッケージング・プロトコルが使用されます。ebMSプロトコルでは、ドキュメント間の相関がサポートされています。Oracle B2Bでは、XMLDSig、XML暗号化および大きなドキュメントに対するgZipベースの圧縮もサポートされています。

	
外部


	
RosettaNet-V02.00

	
RosettaNet 2.0には、RosettaNet 1.1固有の特徴は含まれておらず、複数の転送プロトコル、ハブベースのルーティング、添付ファイル、ペイロード暗号化などのサポートが追加されています。

	
外部


	
RosettaNet-01.10

	
ソフトウェア・アプリケーションを作成するための実装ガイドライン。取引パートナ間で交わされるXML書式のビジネス・ドキュメントにおいて信頼性の高いPIPのトランスポートを実現します。トランスポート、ルーティング、パッケージング、セキュリティ、シグナルおよび取引パートナ・アグリーメントに対するガイドラインが提供されます。

RosettaNetで指定されるエンベロープまたはコンテナ書式は、ビジネス・ドキュメント(ペイロード)の交換時に変わりませんが、ドキュメント交換方法やXMLスキーマは、使用されるPIPおよびドキュメント・タイプによって変わります。RosettaNetのエンベロープ書式は、使用する特定の転送プロトコルにも関係ありません。

	
外部


	
AS1-1.0

	
Applicability Statement 1: EDI over SMTPを使用するための仕様。AS1は、XML、TXTファイルなどの非EDIドキュメント・タイプも処理します。

	
外部


	
Generic File-1.0

	
ローカル・ファイル・システム内のファイルとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
内部/外部


	
Generic AQ-1.0

	
Oracle AQのシングル・コンシューマ・キューまたはマルチ・コンシューマ・キューとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
内部/外部


	
Generic FTP-1.0

	
リモートFTPサーバーでファイルとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
内部/外部


	
Generic SFTP-1.0

	
リモートSFTPサーバーでファイルとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
外部


	
Generic JMS-1.0

	
JMSキューまたはトピックとの間でメッセージを送受信するトランスポート。ユーザー名とパスワードを指定しない場合は、接続先が分散されていると、クラスタ環境も含めてローカルJNDIが使用されます。

Oracle B2Bでは、javax.jms.ObjectMessageはサポートされていません。

	
内部/外部


	
Generic HTTP-1.0

	
Webサーバーとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
外部


	
Generic Email-1.0

	
電子メール・サーバーとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
外部


	
Generic TCP

	
開始ブロック、終了ブロック、ヘッダー長、メッセージ長索引およびヘッダーの保持など、カスタマイズされた交換プロトコル・パラメータをサポートするトランスポート。

	
外部


	
Generic MFT-1.0

	
リモートMFTサーバーにあるファイルとの間でメッセージを送受信するトランスポート。

	
外部







図5-13に示すように、選択したチャネル/トランスポート・プロトコルに応じて、トランスポート・プロトコル・パラメータ、チャネル属性、交換プロトコル・パラメータなどのチャネルの詳細を指定します。


図5-13「チャネルの詳細」タブ

[image: 図5-13の説明が続きます]



トランスポート・プロトコル・パラメータでは、プロトコル・エンドポイントの所定の使用方法に固有のプロパティが定義されます。トランスポートの役割は、選択されているトランスポート・プロトコル、モード(同期または非同期)、サーバーおよびプロトコル・エンドポイント・アドレス(URIなどの取引パートナのアドレス)を使用して、メッセージを配信することです。表5-3では、トランスポート・プロトコル・パラメータについて説明します。

チャネル属性は、ホスト取引パートナのホスト・アプリケーションとそのインストール間の通信インタフェースを定義します。表5-4では、チャネル属性について説明します。

交換プロトコル・パラメータでは、ヘッダー、確認、およびヘッダーとペイロードをまとめるパッケージング(メッセージ交換メカニズム)が定義されます。表5-5では、交換プロトコル・パラメータについて説明します。

セキュリティ・パラメータでは、署名、暗号化、デジタル署名などの機能を定義します。可能な場合は、AES設定を使用するメッセージ暗号化を使用します。表5-6では、セキュリティ・パラメータについて説明します。

次の事項に注意してください。

	
汎用プロトコル(Generic File-1.0、Generic AQ-1.0、Generic FTP-1.0、Generic SFTP-1.0、Generic JMS-1.0、Generic HTTP-1.0およびGeneric Email-1.0)に対して指定するセキュリティ・パラメータはありません。


	
セキュリティ・パラメータはMLLPチャネルには適用されません。




取引パートナのチャネルを構成するには、次を行います:

	
チャネルの追加


	
トランスポート・プロトコル・パラメータの指定


	
チャネル属性の指定


	
交換プロトコル・パラメータの指定


	
セキュリティの構成





注意:

AS1の場合、B2Bでは署名にSHA1のみがサポートされます。AS1の署名にMD5はサポートされません。









5.5.1 チャネルの追加


B2Bトランザクションの応答者用にチャネルを追加します。

	
「パートナ」リンクをクリックします。


	
取引パートナを選択します。


	
「チャネル」タブをクリックします。


	
「追加」をクリックします。


	
チャネル名を入力します。


	
表5-1の説明に従って、プロトコルを選択します。


	
「保存」をクリックします。

表5-2に示すように、手順6で選択したデリバリ・チャネル・プロトコルに基づいて、適用可能なプロトコルが「トランスポート・プロトコル」フィールドに表示されます。


表5-2 デリバリ・チャネルおよびトランスポート・プロトコル

	選択したチャネル・プロトコル	表示されるトランスポート・プロトコル
	
AS4-1.0

	
WS-HTTP


	
AS2 - 1.1

ebMS-2.0、ebMS-1.0

RosettaNet-V02.00、RosettaNet-01.00

Generic HTTP-1.0

	
HTTP


	
AS1-1.0

Generic Email-1.0

	
Email


	
MLLP-1.0

	
TCP


	
Generic File-1.0

	
File


	
Generic AQ-1.0

	
AQ


	
Generic FTP-1.0

	
FTP


	
Generic SFTP-1.0

	
SFTP


	
Generic JMS-1.0

	
JMS


	
Generic MFT-1.0

	
MFT















5.5.2 トランスポート・プロトコル・パラメータの指定


	
「トランスポート・プロトコル・パラメータ」タブをクリックします。


	
表5-3に示すように、「チャネルの追加」で選択したチャネル/トランスポート・プロトコルに応じて、トランスポート・プロトコル・パラメータを指定します。

表5-3では、トランスポート・プロトコル・パラメータ(アルファベット順に表示されています)およびパラメータが適用されるプロトコルについて説明します。


表5-3 トランスポート・プロトコル・パラメータ

	パラメータ	説明	使用するプロトコル
	
追加トランスポート・ヘッダー

	
メッセージを取引パートナに送信するために使用するカスタムHTTPヘッダー。

同期レスポンス処理の場合は、追加トランスポート・ヘッダーを設定する必要があります。送信者がレスポンスをインバウンド・メッセージとして処理するため、追加トランスポート・ヘッダーの一部としてsyncresponse=trueを追加します。

	
AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用HTTP (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)


	
アーカイブ・ディレクトリ

	
B2Bチャネルにより、処理済ファイルはこのディレクトリに移動されます。デフォルトでは、この処理は破壊的読取りです(処理済ファイルはエンドポイントから削除されます)。この場合、ファイルは指定されたパスに移動されます。

	
Generic File-1.0 (オプション)

Generic FTP-1.0 (オプション)

Generic SFTP-1.0 (オプション)


	
キャッシュ接続

	
有効にすると、ファイルの一覧表示や処理は同じセッションで実行されます(これに対して、デフォルトでは、一覧表示や処理は異なるセッションで実行されます)。

	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
チャネル・マスク

	
FTPに対してSSLを有効にするには、次のいずれかを入力します。

	
Control: 制御チャネルを暗号化します。


	
Data: データ・チャネルを暗号化します。


	
Both: データ・チャネルおよび制御チャネルの両方を暗号化します。




デフォルトは「なし」(SSLなし)です。

	
汎用FTP (オプション)


	
暗号スイート

	
暗号化に優先暗号化を指定します。

	
汎用FTP (オプション)


	
接続ファクトリ

	
接続ファクトリのJNDIロケーションまたはJavaクラス名をjms/b2b/B2BQueueConnectionFactoryのように指定します。

	
汎用JMS (オプション)


	
接続モード

	
「クライアント」または「サーバー」から選択します。

	
MLLP-1.0 (必須、リモート取引パートナの場合のみ)

Generic TCP (必須)


	
コンシューマ

	
メッセージを受信するクライアント。

	
汎用AQ (オプション)


	
コンテンツ・タイプ

	
電子メールで送信されるペイロードのコンテンツ・タイプ。デフォルトのコンテンツ・タイプはtext/plainで、他の例には、application/xmlやapplication/ediなどがあります。この値はデリバリ・チャネル(電子メール送信用)でのみ使用され、リスニング・チャネルでは使用されません。リスニング・チャネル側では、インテリジェンスがトランスポート・アダプタに組み込まれて様々なコンテンツ・タイプを処理するため、構成は必要ありません。

	
AS1 (オプション)

汎用電子メール(オプション)


	
制御ポート

	
FTPはデフォルト・ポート21で稼働します。このポート番号は表示されません。値を指定して、デフォルトのFTPポート値(21)を変更します。

	
汎用FTP (オプション)


	
データ・ポート

	
有効なFTP接続では、このオプションを使用してFTPサーバーの静的/固定データ・ポートを構成します。FTPプロトコル要件ごとに、ポートが1023より大きいことを確認します。

	
汎用FTP (オプション)


	
データソース

	
AQキューにアクセスするためのJDBCデータ・ソースのJNDI名。

	
汎用AQ (オプション)


	
接続先名

	
JMS接続先名。

	
汎用JMS (オプション)


	
接続先プロバイダ

	
B2Bが、リモート・サーバーで使用可能なJMSキューまたはJMSトピックに接続できるようにします。値には、ターゲット・サーバーへの接続に必要なJNDIプロパティを指定します。キー/値の各ペアのセパレータには、;(セミコロン)を使用します。

	
Generic JMS-1.0 (オプション)


	
ディレクトリ名フォーマット

	
受信するディレクトリ名フォーマット

	
汎用FTP (オプション)


	
電子メールID

	
メッセージ配信先の電子メール・アドレス(AQまたはJMSでのファイル・チャネルやキューのパスの指定と同じ)。

	
AS1 (必須)

汎用電子メール(必須)


	
電子メール・サーバー

	
「IMAP」または「POP3」を選択します。

	
AS1 (必須)

汎用電子メール(必須)


	
CCCの有効化

	
SSLセッションでの認証をB2Bで有効にし、プレーン・ソケット上で残りのファイル転送コマンドを実行します。

	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
マーカーの有効化

	
有効にすると、読取りまたは書込みの完了を示す、ソースと同じ名前の0バイトのファイルが作成されます。このファイルはソースと同じ名前ですが、拡張子はmarkerになります。

	
Generic File-1.0 (オプション)

Generic FTP-1.0 (オプション)

Generic SFTP-1.0 (オプション)


	
エンコーディング

	
インバウンド・ファイルのコンテンツの変換のためにB2Bで使用するエンコーディング。

	
汎用FTP (オプション)


	
ファイル名フォーマット

	
次のファイル名フォーマットを使用できます。


%FROM_PARTY%
%TO_PARTY%
%DOCTYPE_NAME%
%DOCTYPE_REVISION%
%MSG_ID%
%TIMESTAMP%


次のファイル名フォーマットはebMSドキュメントでのみ使用できます。


%ACTIONNAME%


これらのファイル名フォーマットは、次の例に示すように、組み合せて使用できます。


%TO_PARTY%_%DOCTYPE_NAME%_%DOCTYPE_REVISION%.dat


これによって、Acme_4010_850.datのように指定されます。任意のファイル拡張子を使用できます。


注意:

ファイル・チャネルまたはFTPチャネルでは、filename formatが設定されている場合、directory name formatは無視されます。



	
汎用ファイル(オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用SFTP (オプション)


	
ファイル名セパレータ

	
キーを分割するファイル名フォーマット・セパレータ。_ (下線)以外の文字を使用する場合は、ファイル名セパレータ・フィールドに値を指定します。

「ファイル名セパレータ」パラメータは「ファイル名フォーマット」パラメータと連携するため、「ファイル名フォーマット」パラメータと「ファイル名セパレータ」パラメータで同じセパレータ値を使用する必要があります。

たとえば、「ファイル名フォーマット」に%TO_PARTY%_%DOCTYPE_NAME%_%DOCTYPE_REVISION%.datを指定した場合、ファイル名セパレータは_ (下線)に設定する必要があります。

文字$および^は、ファイル名セパレータとして使用することはできません。

デフォルト値は_ (下線)です

	
汎用ファイル(オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用SFTP (オプション)


	
FIPSモード

	
このチェック・ボックスを選択することで、チャネルのFIPSモードが使用可能になります。選択すると、リモート・サーバーへのSFTP接続がFIPSモードで確立されます。

このオプションが選択されていない状態でFIPSモードで動作しているリモートSFTPサーバーにユーザーが接続しようとすると、接続はエラーになります。このオプションが選択されている状態で非FIPSモードで動作しているサーバーにユーザーが接続しようとすると、接続はリモート・サーバーがFIPSアルゴリズムをサポートしているかどうかに基づいて成功または失敗します。

	
Generic SFTP


	
フォルダ

	
絶対ディレクトリ・パスをお薦めします。

	
AS1 (オプション)

汎用電子メール(オプション)


	
フォルダ名

	
絶対ディレクトリ・パスをお薦めします。

	
汎用ファイル(必須)

汎用FTP (必須)


	
ホスト名

	
メッセージを交換する、取引パートナのトランスポートまたは電子メール・サーバー。

MLLP 1.0プロトコルでは、接続モードが「サーバー」に設定されている場合は、ホスト名をB2Bサーバーにする必要があります。接続モードが「クライアント」に設定されている場合は、ホスト名をリモートB2Bサーバー(MLLPサーバー)にする必要があります。

	
AS1 (必須)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (必須)

MLLP-1.0 (必須、リモート取引パートナの場合のみ)

汎用SFTP (必須)

汎用電子メール(必須)

Generic TCP (必須)


	
ペイロードのみマップ

	
JMSマップ・メッセージにペイロードのみ含めることを示します。

	
汎用JMS (オプション)


	
トピック

	
JMSがトピック(キューではなく)と通信することを示す場合に選択します。

	
汎用JMS (オプション)


	
VANメールボックス

	
有効にすると、B2BではエンドポイントをVANメールボックスとして処理し、それに応じた処理を行います。

	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
メッセージ・タイプ

	
JMSメッセージ・タイプとして、BYTES、TEXTまたはMAPを選択します。

	
汎用JMS (オプション)


	
最小経過時間

	
エンドポイントに送信されるファイルは、入力された時間(ミリ秒単位)の経過後に処理されます。

	
Generic File-1.0 (オプション)

Generic FTP-1.0 (オプション)

Generic SFTP-1.0 (オプション)


	
パスフレーズおよびパスフレーズの確認

	
秘密鍵ファイルの場所を入力し、その秘密鍵ファイルをパスフレーズで保護する場合は、パスフレーズを入力します。

	
汎用SFTP (オプション)


	
パスワードおよびパスワードの確認

	
パスワード認証を使用するには、HTTP基本認証で使用するキー・ストアのパスワードを指定します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

汎用AQ (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)


	
パス

	
メッセージを送受信する絶対ディレクトリ・パス。

	
汎用SFTP (必須)


	
永続接続

	
「false」(デフォルト値)に設定すると、メッセージは新規接続で送信され、確認を受信すると接続がクローズします。メッセージの受信者側では、確認が取引パートナに返信されると接続がクローズします。「true」に設定すると、キャッシュされた接続を使用してすべてのメッセージが交換されます。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

Generic TCP (オプション)


	
ポーリング間隔

	
Oracle B2Bがインバウンド・メッセージについてサーバーをポーリングする間隔(秒単位)。

	
AS1 (オプション)

汎用ファイル(使用不可)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (使用不可)

MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

汎用SFTP (使用不可)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(使用不可)

Generic TCP (オプション)


	
ポート番号(またはポート)

	
AQはデフォルト・ポート1521で稼働します。

SFTPはデフォルト・ポート22で稼働しますが、別のポートに変更することもできます。

MLLP 1.0プロトコルでは、接続モードが「サーバー」に設定されている場合、ポート番号は有効なTCPポート番号である必要があります。接続モードが「クライアント」に設定されている場合、ポート番号はMLLPサーバーで使用するポートと同じである必要があります。

	
汎用AQ (オプション)

MLLP-1.0 (必須、リモート取引パートナの場合のみ)

汎用SFTP (必須)

Generic TCP (必須)


	
ファイル名の保持

	
ファイル名が保持されます。

	
Generic File-1.0 (オプション)

Generic FTP-1.0 (オプション)

Generic SFTP-1.0 (オプション)


	
秘密鍵

	
公開鍵認証を使用するには、秘密鍵ファイルの場所を指定します。秘密鍵ファイルがパスフレーズで保護されている場合は、パスフレーズも指定する必要があります。

	
汎用SFTP (オプション)


	
キュー名

	
AQキュー名。

	
汎用AQ (オプション)


	
受信者

	
AQキューへのメッセージの配信時に使用する値。たとえば、受信者をtestuserに設定した場合は、testuserという名前のコンシューマ(送信側では受信者ですが、リスニング側ではコンシューマになります)のみがメッセージを使用できます。

	
汎用AQ (オプション)


	
添付ファイルとして送信

	
有効にすると、ペイロードがメッセージ本文である通常の配信ではなく、メッセージ(ペイロード)が電子メール添付ファイルとして送信されます。

	
AS1 (オプション)

汎用電子メール(オプション)


	
シーケンス (順序付け)

	
着信のEDI、HL7またはカスタム・メッセージをバックエンド・アプリケーションに順番に配信する必要がある場合に、このプロパティを有効にします。

詳細は、メッセージの順序付けを参照してください。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

Generic File-1.0 (オプション)

Generic FTP-1.0 (オプション)

汎用SFTP (オプション)

Generic TCP (オプション)


	
SID

	
Oracleデータベースを識別するためのシステムID。

	
汎用AQ (オプション)


	
Source

	
MFTで作成され、任意のターゲットによる任意の転送に追加されたOracle B2Bソース名。ソースには、ファイルの転送元を指定します。

	
Generic MFT-1.0 (必須)


	
件名

	
電子メール・メッセージの件名ヘッダー。

	
AS1 (オプション)

汎用電子メール(オプション)


	
サブスクライバID

	
JMSサブスクライバIDは、JMSがトピックと通信する場合に必要です。

	
Generic JMS


	
Target

	
ターゲットには、ファイルの転送先を指定します。

	
Generic MFT-1.0 (オプション)


	
Timeout

	
確認メッセージ用に一時MLLP接続がソケットをオープンしている時間を定義します。デフォルトのタイムアウト値は300秒です。このパラメータは一時MLLP接続にのみ適用され、永続接続には適用されません。

タイムアウトは、HTTPデリバリ・チャネルで追加のトランスポート・ヘッダーとして構成できます。

値の例: timeout=30(タイムアウトの値は秒単位です)

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

Generic TCP (オプション)


	
タイムスタンプ・フォーマット

タイムスタンプ・フォーマット、タイムスタンプ・オフセットおよびタイムスタンプ・ソースのパラメータについて

パラメータ・レシーバ・ファイルの最小経過時間に0より大きい値が設定されている場合、B2Bでは、このファイルが処理のために取得されるまで、ファイルは変更されません。つまり、FTPサーバーのシステム・タイムスタンプがB2Bサーバーのシステム・タイムスタンプと異なる場合があります。タイムスタンプ・フォーマット、タイムスタンプ・オフセットおよびタイムスタンプ・ソースのパラメータは、レシーバ・ファイルの最終更新時間を取得する場合に使用します。(この表の「最小経過時間」パラメータも参照してください。)

	
レシーバの読取り順のタイムスタンプ・フォーマットでは、FTPコマンドによって取得されたレスポンス文字列からタイムスタンプを解析する方法を指定します。また、インデックス情報も含まれます。次に例を示します。

[43,55,'MMM dd HH:mm',ucy] - FTPコマンドからのレスポンス文字列では、タイムスタンプはインデックス43から55の間にあります。

[4,+14,'yyyyMMddHHmmss'] - FTPコマンドからのレスポンス文字列では、タイムスタンプはインデックス4からインデックス(4+14=18)の間にあります。

複数の書式マスクを指定できます。各書式マスクは、次のように大カッコで囲みます:


format-mask = start "," end "," "'" time-pattern "'" ["," current-year]


ここで:


start = integer
end   = integer
time-pattern = java.text.SimpleDateFormat | "N"
current-year   = "CY"
TimestampFormats = {"[" format-mask "]" }+


例: [41,53,'MMM dd HH:mm',CY][41,53,'MMM dd yyyy']

年が存在しない時間パターンには、CYを追加する必要があります。その結果、アダプタによって内部でyyyy書式がユーザーによって指定された書式マスクに追加され、解析前に現在の年が実際のタイムスタンプ文字列に追加されます。

startおよびendインデックスは、FTPのLISTコマンドまたは実際のファイル名のいずれかに由来する文字列からタイムスタンプ文字列を区別します。任意のFTPサーバーの場合、サーバーでどの書式マスクを使用するかを決定するため、手動で試行する必要があります。

time-patternにNが指定されている場合、部分文字列は標準の整数として扱われます。時間(t)の場合、数値(N)は次のように解釈されます。


t = "12:00 am, January 1, 1970 UTC" + N milliseconds

	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
タイムスタンプ・オフセット

	
レシーバの読取り順のタイムスタンプ・オフセットは、ファイルのタイムスタンプを、B2Bサーバーが稼働しているマシンのシステム時間を基準とするタイムスタンプに変換する場合に使用します。

たとえば-25200000の場合、FTPコマンドから取得したタイムスタンプから2520ミリ秒を引くと、B2Bのシステム時間に準拠したタイムスタンプになります。

注意:

	
B2BとFTPが同じマシンで稼働していても、FTPコマンドからのタイムスタンプが異なるタイムゾーンのものである場合は、オフセットが必要になることがあります。


	
トランスポート・ログを有効にして、FTPコマンドでどのようなタイムスタンプが返されるかを確認し、適切な値を設定してください。




	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
タイムスタンプ・ソース

	
レシーバの読取り順のタイムスタンプ・ソースでは、タイムスタンプの取得に使用する書式を次のように指定します。

LISTTIME - 書式'MMM dd HH:mm', ucyの最終更新時間。

TIMESTAMP - 書式'yyyyMMddHHmmss'の最終更新時間

	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
転送

	
転送では、ファイルの転送元と転送先を指定して、1つのソースを1つ以上のターゲットに関連付けます。

	
Generic MFT-1.0 (オプション)


	
転送タイプ

	
「バイナリ」または「ASCII」のファイル転送モードを選択します。

	
Generic FTP-1.0 (オプション)


	
URL

	
取引パートナまたはMFTサーバーのHTTPまたはHTTPSエンドポイントURL

	
AS2 (必須)

ebMS-2.0 (必須)

ebMS-1.0 (必須)

汎用HTTP (必須)

RosettaNet-V02.00 (必須)

RosettaNet-01.10 (必須)

Generic MFT-1.0 (オプション)


	
フロー・トレースEM URL

	
インスタンス・メッセージ・フローをトラッキングするドメインのEM URL。フロー・トレースEM URLを指定する場合は、次の構文を使用する必要があります。:##">http://<host>:<port>#<domain_name>#<domain_type>

	
汎用JMS (オプション)


	
JMS IDの使用

	
B2BメッセージIDにJMSメッセージIDを使用します。その結果、JMSレベルで相関が容易になります。

	
Generic JMS-1.0 (オプション)


	
ユーザー名

	
ターゲット・サーバーに接続するときに使用するユーザー名(ログイン名)。HTTP基本認証で使用されます。B2Bは構成済のJNDIデータソースを使用してキューに接続できるため、AQとJMSの場合、この値はオプションです。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

汎用AQ (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用FTP (必須)

汎用HTTP (オプション)

汎用SFTP (必須)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)


	
プロキシの使用

	
プロキシ・サーバーを選択します(使用する場合)。

	
AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

汎用SFTP (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)







	
「保存」をクリックします。










5.5.3 チャネル属性の指定


	
「チャネル属性」タブをクリックします。


	
表5-4に示すように、「チャネルの追加」で選択したチャネル/トランスポート・プロトコルに応じて、チャネル属性を指定します。


表5-4 チャネル属性

	パラメータ	説明	使用するプロトコル
	
確認モード

	
取引パートナがメッセージを受信するモードとして、SYNC、ASYNCまたは「NONE」を選択します。すべての汎用交換に対して「なし」を選択します。

MLLP交換の場合、一時接続にはSYNCまたはASYNCを選択します。永続接続には「NONE」を選択します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

MLLP-1.0 (必須、リモート取引パートナの場合のみ)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)


	
圧縮済

	
メッセージの圧縮を選択します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

このパラメータは、その他のプロトコルのB2Bインタフェースで表示されることもありますが、AS1およびAS2でのみ使用できます。


	
説明

	
説明(オプション)を入力します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

汎用ファイル(オプション)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

Generic TCP (オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)


	
チャネルの有効化/チャネルの無効化

	
チャネルとは、ホスト取引パートナのホスト・アプリケーションとそのインストール間の通信インタフェースです。

	
MLLP-1.0 (必須、リモート取引パートナの場合のみ)

Generic TCP (必須)


	
内部

注意: 「内部」を選択した場合、B2Bインタフェースでは無効なプロトコルでも選択可能になりますが、汎用プロトコル以外は選択しないでください。

	
このオプションは、ホスト取引パートナの企業に対してチャネルが内部の場合に選択します。

	
このオプションを選択した場合は、汎用プロトコルのみが有効になります。

汎用ファイル(オプション)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)

このオプションを選択しない場合は、すべてのプロトコルが有効になります。

AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用ファイル(オプション)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)


	
再試行数

	
Oracle B2Bがメッセージの送信を再試行する回数。

詳細は、配信再試行オプションの構成を参照してください。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用ファイル(オプション)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

Generic TCP (オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)


	
再試行間隔

	
B2Bでメッセージを再送信するときの間隔(分で指定)。メッセージのステータスが「完了」でない場合、B2Bはメッセージの再送信を試みます。

確認のプロトコルの場合、B2Bは確認を待ちます(以前は確認所要時間パラメータと呼ばれていました)。確認を受信しなかった場合、B2Bでは、再試行間隔の設定によって再試行が実行されます。

詳細は、配信再試行オプションの構成を参照してください。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用ファイル(オプション)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

Generic TCP (オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)


	
トランスポート・コールアウト

	
インバウンド・メッセージの場合、B2Bは、トランスポートからメッセージを受信した直後にトランスポート・コールアウトを呼び出します。アウトバウンド・メッセージの場合、B2Bは、トランスポートにメッセージを送信する直前にトランスポート・コールアウトを呼び出します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

汎用ファイル(オプション)

汎用AQ (オプション)

汎用FTP (オプション)

汎用HTTP (オプション)

MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)

汎用SFTP (オプション)

汎用JMS (オプション)

汎用電子メール(オプション)

Generic TCP (オプション)

Generic MFT-1.0 (オプション)







	
「保存」をクリックします。










5.5.4 交換プロトコル・パラメータの指定


	
「交換プロトコル・パラメータ」タブをクリックします。


	
表5-5に示すように、「チャネルの追加」で選択したチャネル/トランスポート・プロトコルに応じて、交換プロトコル・パラメータを指定します。


表5-5 交換プロトコル・パラメータ

	パラメータ	説明	使用するプロトコル
	
改行文字

	
この値は1文字のみです。改行文字はワイヤ・メッセージ・ペイロードには表示されません。デフォルト値は0x0D (16進数)です。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
即時確認カスタム・ファイル

	
カスタマイズされた確認を含むファイルを参照します。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
HL7確認の破棄

	
FAをトランスポート・レベルで相関付けできるようにするには、プロパティを有効にします。これにより、取引パートナのアグリーメント識別、変換などを含む従来のメッセージの相関が回避され、パフォーマンスが向上します。確認は相関付け後にトランスポート・レイヤーで停止されるため、ワイヤ・メッセージ・レポートには表示されますが、ビジネス・メッセージ・レポートには表示されません。

プロパティを有効にするには、次のいずれかのコードを選択します。選択したコードがMSA.2セグメントにある場合、確認はトランスポート・レイヤーで停止されます。

	AA—アプリケーション確認: 受入れ
	AE—アプリケーション確認: エラー
	AR—アプリケーション確認: 拒否
	CA—アプリケーション確認: コミット受入れ
	CE—アプリケーション確認: コミット・エラー
	CR—アプリケーション確認: コミット拒否


「なし」を選択すると、このプロパティは有効化されません。

MSA.2は、MSAセグメントの2番目の要素です。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
重複削除

	
有効にすると、重複削除ヘッダーがアウトバウンド・メッセージに追加されます。このフラグはインバウンド・メッセージ・フローには適用されません。

	
ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)


	
終了ブロック

	
このプロパティの値には文字列を指定できます。このプロパティは、メッセージの終了を示すために使用されます。通常、終了ブロックは取引パートナにメッセージが送信された後で送信されます。

	
Generic TCP (オプション)


	
終了ブロック文字

	
この値は1文字のみです。終了ブロック文字はワイヤ・メッセージ・ペイロードには表示されません。デフォルト値は0x1C (16進数)です。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
ヘッダー長

	
このプロパティは、ヘッダー・サイズを定義します。実際のデータの前に付けられます(これには、開始ブロック、メッセージ長、埋め込まれたヘッダーが含まれます)。

	
Generic TCP (オプション)


	
TPをデリバリ・チャネルにより識別

	
デリバリ・チャネルを使用して取引パートナが識別されます。

リモート取引パートナ用に構成されたデリバリ・チャネルによって(MLLP IDの使用によってではなく)着信メッセージを識別するには、このパラメータを有効にします。送信者の識別が重要でない場合、この機能は匿名取引パートナとしての役割を果たします。このパラメータがチェックされない場合、MLLP交換にMLLP ID (または、アグリーメントを識別するためのHL7メッセージ・アプリケーションIDやHL7メッセージ機能IDなどの一部のドキュメント・レベルの識別子)が必要となります。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
即時確認

注意: 着信ビジネス・メッセージ(たとえば、管理番号1017)のMLLP即時確認では、A1017のように管理番号の前にAが付けられます。これは、それがACK管理番号であることを取引パートナに示します。前に付けられる文字列が許容される長さを超える場合は(たとえば、受信側で検証ルールに違反する場合など)、「確認制御IDのマップ」パラメータを使用します。

	
即時確認は、ドキュメント・レイヤーではなくTCPトランスポート・レイヤーで生成されて伝送されます。即時確認は機能確認の代替方法です。即時確認は、機能確認で変換エラーや検証エラーが検出されたため機能確認の応答時間が長くなる場合に使用できます(たとえば、ビジネスに不可欠なヘルス・ケア・アプリケーションの場合)。

Oracle B2Bでは、即時確認を次のモードで送信できます。

	
デフォルト: B2Bでは、着信HL7メッセージが解析され、その解析から確認が生成されます。このモードでは、確認とともに相関の詳細(着信メッセージからの管理番号、送信アプリケーションなど)を送信アプリケーションに送信できます。これにより、取引パートナ・アプリケーションでは着信確認メッセージの相関付けができます。着信ビジネス・メッセージのMSH.10による確認のMSH.10のマッピングが必要な場合は、「確認制御IDのマップ」プロパティを有効にします。デフォルトでは、即時確認が一般的な確認です。トリガー・イベントによる確認の生成が必要な場合は、「トリガー・イベントのマップ」プロパティを有効にします。


	
単純: B2Bでは、事前定義された確認メッセージが送信者に送信され、メッセージは解析されません。


	
カスタム: B2Bでは、構成可能なファイル・コンテンツに基づいて、カスタムHL7確認メッセージが送信されます。このモードを選択した場合、「即時確認カスタム・ファイル」プロパティでファイルを指定する必要があります。


	
ネガティブ: このオプションを選択すると、例外が発生した場合にのみ即時確認が送信されます。




	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
確認制御IDのマップ

	
ビジネス・メッセージのMSH.10メッセージ・ヘッダーから即時確認のMSH.10メッセージ・ヘッダーへのマッピングを有効にする場合に選択します。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
トリガー・イベントのマップ

	
トリガー・イベントとともに即時確認を送信します。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)


	
メッセージ順序セマンティック

	
CPP/CPAのプレースホルダ。実行時は対象外です。

	
ebMS-2.0 (オプション)


	
メッセージ長索引

	
このプロパティは、ヘッダーで使用可能なデータ・サイズを示します。開始索引から終了索引まで、メッセージ・サイズを定義します。

	
Generic TCP (オプション)


	
期間の保持

	
CPP/CPAのプレースホルダ。実行時は対象外です。

	
ebMS-2.0 (オプション)


	
HL7確認の永続化

	
ACKペイロードが永続化されているかどうかを示します。これは、即時確認および確認の破棄の場合にのみ適用されます。

	
MLLP 1.0 (オプション)


	
受信配信オプション

	
このパラメータは、非同期モードの場合にMDNが返信するURLを構成するために使用します。

AS2トランスポート・プロトコルで非同期モードを使用する場合は、このパラメータの設定をお薦めします。

	
AS2 (オプション)


	
ヘッダーの保持

	
取引パートナ(アウトバウンド・メッセージの場合)またはOracle B2B (インバウンド・メッセージの場合)にメッセージを送信する間にヘッダーを保持するには、このプロパティを選択します。

ヘッダーを保持すると、B2Bはカスタム・ヘッダーを処理しません。カスタム・ヘッダーはトランスポート・コールアウトを使用して処理します。

	
Generic TCP (オプション)


	
パーティタイプと値の送信

	
有効にすると、メッセージ・ヘッダーのパーティ・タイプと値がバックエンド・アプリケーションに送信されます。

	
ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)


	
署名および圧縮済

	
選択した場合、メッセージは最初に署名され、その後、圧縮されます。選択しない場合には、メッセージは最初に圧縮され、その後、署名されます。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)


	
開始ブロック

	
この値には文字列を指定できます。

	
Generic TCP (オプション)


	
開始ブロック文字

	
この値は1文字のみです。開始ブロック文字はワイヤ・メッセージ・ペイロードには表示されません。デフォルト値は0X08 (16進数)です。

	
MLLP-1.0 (オプション、リモート取引パートナの場合のみ)







	
「保存」をクリックします。










5.5.5 セキュリティの構成


	
「セキュリティ」タブをクリックします。


	
表5-6に示すように、「チャネルの追加」で選択したチャネル/トランスポート・プロトコルに応じて、セキュリティ・パラメータを指定します。


注意:

ホスト取引パートナ用のキー・ストアの場所が指定されている場合は、「デジタル署名」および「暗号化」リストに使用可能な証明書が移入されます。詳細は、「ホスト取引パートナのキー・ストア情報の指定」を参照してください。




表5-6 セキュリティ・パラメータ

	パラメータ	説明	使用するプロトコル
	
確認署名済

	
応答者が必ずメッセージの受信を確認するようにするには、このオプションを選択します。何も指定する必要はありません。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)


	
デジタル署名

	
デジタル署名証明書を使用するには、キー・ストアに対応する秘密鍵が必要です。

「メッセージ署名済」を選択した場合は、AS1に対して次を選択します。

SMIME 3.0 with SHA1 - RSA

「メッセージ署名済」を選択した場合は、AS2に対して次のいずれかを選択します。

SMIME 3.0 with MD5 - RSA

SMIME 3.0 with SHA256 - RSA

「メッセージ署名済」を選択した場合は、ebMS-2.0およびebMS-1.0に対して次のいずれかを選択します。

SMIME 3.0 with SHA1 - RSA

SMIME 3.0 with SHA256 - RSA

XMLDSIG with SHA1-RSA

XMLDSIG with SHA1-DSA

「メッセージ署名済」を選択した場合は、RosettaNet-V02.00に対して次のいずれかを選択します。

SMIME 3.0 with MD5 - RSA

SMIME 3.0 with SHA1 - RSA

SMIME 2.0 with MD5-RSA

SMIME 2.0 with SHA1-RSA

XMLDSIG with SHA1-RSA

XMLDSIG with SHA1-DSA

「メッセージ署名済」を選択した場合は、RosettaNet-01.10に対して次のいずれかを選択します。

SMIME 3.0 with MD5 - RSA

SMIME 3.0 with SHA1 - RSA

SMIME 2.0 with MD5-RSA

SMIME 2.0 with SHA1-RSA

	
AS1

AS2

ebMS-2.0

ebMS-1.0

RosettaNet-V02.00

RosettaNet-01.10


	
暗号化

	
暗号化証明書を使用する場合、秘密鍵の入力は必要ありません。

「メッセージ暗号化済」を選択した場合は、AS1およびAS2に対して次のいずれかを選択します。

SMIME 3.0 with DES

SMIME 3.0 with 3DES

SMIME 3.0 with RC2-40

SMIME 3.0 with RC2-64

SMIME 3.0 with RC2-128

「メッセージ暗号化済」を選択した場合は、ebMS-2.0およびebMS-1.0に対して次のいずれかを選択します。

XMLENC with 3DES-RSA-v1.5

XMLENC with AES-128 RSA-OAEP

XMLENC with AES-192 RSA-OAEP

XMLENC with AES-256 RSA-OAEP

	
AS1

AS2

ebMS-2.0

ebMS-1.0

RosettaNet-V02.00 (オプション)


	
メッセージ暗号化済

	
メッセージの暗号化を有効にするには、このオプションを選択します。このオプションは、「暗号化」フィールドで暗号化スキーマを選択することを要求します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)


	
メッセージ署名済

	
「デジタル署名」フィールドでデジタル署名を指定する場合は、このオプションを選択します。

	
AS1 (オプション)

AS2 (オプション)

ebMS-2.0 (オプション)

ebMS-1.0 (オプション)

RosettaNet-V02.00 (オプション)

RosettaNet-01.10 (オプション)







	
「保存」をクリックします。





注意:

AS1の場合、B2Bでは署名にSHA1のみがサポートされます。AS1の署名にMD5はサポートされません。









5.5.6 バイナリ転送


場合によっては、通常のXML/テキスト・ファイルではなく、バイナリ・コンテンツを転送できます。ビジネス・ニーズに応じて、PDF、XLS、ZIPおよびGIFなどのバイナリ・ファイルもOracle B2Bを使用して転送できます。

バイナリ・コンテンツは、インバウンドまたはアウトバウンドに転送できます。





5.5.6.1 アウトバウンド転送


Oracle B2Bのアウトバウンド・バイナリ・ファイル転送は、Generic/AS2交換プロトコルでカスタム・ドキュメントに対して使用されます。バイナリ・ファイル転送には、File、FTP、SFTPまたはJMSの各内部リスニング・チャネルを使用できます。File、FTPまたはSFTPの各チャネルの場合、ファイル名フォーマットまたはディレクトリ名フォーマットで、ドキュメント・タイプとドキュメント・バージョンおよびFrom PartyとTo Partyの情報が指定されている必要があります。

JMS内部リスニング・チャネルの場合、イベント名でBINARYPAYLOADプロパティにtrueが設定されている必要があります。


eventName=BINARYPAYLOAD:true


前述のプロパティを設定した後、JMSメッセージ本文でバイナリ・ペイロードを(バイト・メッセージの形式で)指定する必要があります。


message.setBody(binarypayload);


Oracle B2Bは、構成されている送信元、宛先、ドキュメント・タイプおよびリビジョンに基づいてアグリーメントを識別し、取引パートナに送信します。


注意:

アウトバウンド・バイナリ転送の場合、アグリーメント・レベルでドキュメントの検証を無効にする必要があります。









5.5.6.2 インバウンド転送


Oracle B2Bのインバウンド・バイナリ・ファイル転送は、Generic/AS2交換プロトコルでカスタム・ドキュメントに対して使用されます。File、FTPまたはSFTPの各取引パートナ・リスニング・チャネルの場合、送信元、宛先、ドキュメント・タイプおよびドキュメント・リビジョンの情報でファイル名フォーマットを構成する必要があります。Oracle B2Bは、ファイル名フォーマットに基づいてアグリーメントを識別し、バックエンド・アプリケーションに送信します。

Generic HTTP/AS2の場合、Oracle B2Bは、DOCTYPE_NAMEおよびDOCTYPE_REVISIONなどのHTTPヘッダーに基づいてアグリーメントを識別し、バックエンド・アプリケーションに送信します。

次に、インバウンド・リスニング・チャネルのファイル名フォーマットのサンプルを示します。


%FROM_PARTY%_%DOCTYPE_NAME%_%DOCTYPE_REVISION%_%TIMESTAMP%.dat


このフォーマットに従ったファイル名のサンプルを次に示します。

GlobalChips_ORDERS_1.0.123333333.dat


注意:

Oracle B2Bでは、ファイル、FTPまたはSFTPトランスポートを使用する一般交換で、123.datなど、任意の命名形式のファイル名がサポートされます。Oracle B2Bは、このようなファイル(%FROM_PARTY%_%TO_PARTY%_%DOCTYPE%_%DOC_REVISION%などの形式に基づくファイル名を持たない)を、コールアウトを実装することによって、アウトバウンドとインバウンドの方向で正しく処理します。











5.5.7 MLLPについて


MLLPデリバリ・チャネルは、サーバーとクライアント間の双方向ハンドシェイクによって確立されます。その他のトランスポートとは異なり常に双方向であるため、メッセージの送信と受信の両方に使用されます。MLLPデリバリ・チャネルはリモート取引パートナに対してのみ構成され、サーバー・ソケットまたはクライアント・ソケットとして構成されます。サーバー・ソケットとしては、このチャネルでは指定したポートでの接続が承認されます。クライアント・ソケットとしては、このチャネルでは指定したIPアドレスおよびポートでの接続が確立されます。いずれのソケット・タイプの場合も、永続または一時の接続タイプを指定します。確立後の永続接続はキャッシュされ、エンドポイントのライフサイクル全体を通して、メッセージ交換のチャネルとして機能します。一時接続は、ビジネス・メッセージとその確認で構成される1セットのメッセージを交換するためだけのチャネルとして機能します。接続モードのオーバーライドを参照してください

送信者にはMLLPクライアント・デリバリ・チャネルを構成し、受信者にはMLLPサーバー・チャネルを構成することをお薦めします。たとえば、Acme社からGlobalChips社にHL7メッセージ、カスタム・メッセージまたは位置指定フラット・ファイル・メッセージを送信する場合、Acme社にはクライアントMLLP永続チャネルを構成し、GlobalChips社にはサーバーMLLP永続チャネルを構成できます。サーバーとクライアントのMLLP接続タイプ(永続および一時)は一致している(両方とも永続または両方とも一時)必要があります。ただし、接続が事前に確立されているときは、送信者にサーバー・チャネルを構成し、受信者にクライアント・チャネルを構成できる場合があります。

MLLPは双方向チャネルであるため、リスニング・チャネルとはみなされず、メッセージの送信と受信に同じMLLPデリバリ・チャネルを使用できます。

MLLPは、デフォルトで単一デリバリ・チャネル・モードで動作するため、アグリーメントの作成時にリモート取引パートナのデリバリ・チャネルで選択します。非単一MLLPデリバリ・チャネル・モードで動作させる必要がある場合は、他のアグリーメントで異なるMLLPデリバリ・チャネルを選択します。





5.5.7.1 接続モードのオーバーライド


構成を手動で変更せずにメッセージの接続モードをオーバーライドするには、次のプロパティを設定します。一時接続から永続接続に変更する場合:


CONNMODE:Permanent


デフォルト・インテグレーションの場合:


b2b.connMode:Permanent


永続接続から一時接続に変更することもできます。







5.5.7.2 TCPの一般的なサポート


MLLPは、SB (開始バイト)、EB (終了バイト)およびCRを使用して、メッセージを解釈します。SBとEBのかわりに、データの長さまたは開始文字列と終了文字列を使用してメッセージを解釈するために、Oracle B2BではTCP用の汎用ソリューションが提供されています。

TCPの一般的なサポート用には、「交換プロトコル・パラメータ」タブ(図5-14を参照)にある「開始ブロック」、「終了ブロック」、「ヘッダー長」、「メッセージ長索引」および「ヘッダーの保持」の各パラメータを使用します。


図5-14 汎用TCPのパラメータ

[image: 図5-14の説明が続きます]




注意:

MLLPプロトコルを使用して汎用TCPチャネルを作成すると、「交換プロトコル・パラメータ」タブのパラメータは、図5-14のように表示されます。チャネルを作成した後は、MLLP固有パラメータと汎用TCP固有パラメータがグループ化された2つのサブタブが表示されます。



これらのパラメータの説明は、表5-5を参照してください。

表5-7では、汎用TCPをサポートするパラメータを使用してデータが送受信される際に、Oracle B2BがMLLPを使用してメッセージを処理する方法を示します。


図5-7 汎用TCPソリューション

	汎用TCPソリューション	説明
	
開始ブロックと終了ブロックを指定することでデータを送受信する

	
リモート取引パートナに対してMLLP-1.0を選択する場合は、「交換プロトコル・パラメータ」タブの「開始ブロック」および「終了ブロック」パラメータを使用します。「開始ブロック」および「終了ブロック」パラメータについては、表5-5を参照してください。

例: <start block>Data<end block>


	
開始ブロック、終了ブロック、データ長を指定することでデータを送受信する

	
リモート取引パートナに対してMLLP-1.0を選択するときは、「交換プロトコル・パラメータ」タブの「開始ブロック」、「終了ブロック」、「メッセージ長索引、「ヘッダー長」の各パラメータを使用します。パラメータの説明については、表5-5を参照してください。

例: <start block><length>Data<end block>


	
データ長を指定してデータを送受信する

	
リモート取引パートナに対してMLLP-1.0を選択するときは、「交換プロトコル・パラメータ」タブの「メッセージ長索引」および「ヘッダー長」パラメータを使用します。「メッセージ長索引」および「ヘッダー長」パラメータについては、表5-5を参照してください。

例: <length>Data

例: <length+header>Data

つまり、15HDRDATADATADATAの場合は次のように構成します。

	メッセージ長索引=1-2
	ヘッダー長=5


15はメッセージ長索引の終了索引の後で開始する長さです。HDRはヘッダーです。


	
開始ブロックとデータ・サイズを指定することでデータを送受信する

	
リモート取引パートナに対してMLLP-1.0を選択するときは、「交換プロトコル・パラメータ」タブの「開始ブロック」、「メッセージ長索引」および「ヘッダー長」パラメータを使用します。「開始ブロック」、「メッセージ長索引」、「ヘッダー長」パラメータについては、表5-5を参照してください。注意: この場合、開始ブロックはヘッダーの一部であり、最小メッセージ長索引は開始ブロックのサイズより大きい必要があります。

例: <start block><length>Data


	
バックエンド・アプリケーションのヘッダーを保持し、B2Bは開始ブロック、データ・サイズおよび終了ブロックを追加しない

	
ヘッダーを追加せずに取引パートナにデータを送信し、バックエンド・アプリケーションのヘッダーを保持するには、「ヘッダーの保持」プロパティを選択します。「ヘッダーの保持」パラメータについては、表5-5を参照してください。












5.5.7.3 動的エンドポイント


MLLPの動的IP機能は、デリバリ・チャネルと関連付けられたエンドポイントを動的に変更できる柔軟性を提供します。これは、デリバリ・チャネルのIPアドレスをメッセージ・エンキュー・ヘッダーのactionName/eventName属性でオーバーライドすることで行われます。

例:


eventName=DynamicIP:GlobalChips:IP_address:port_number


または


actionName=DynamicIP:GlobalChips:IP_address:port_number


この機能は、次の構文を使用して、B2Bコンポジットでも(SOAサービス・コンポーネント・アーキテクチャ(SCA)アセンブリ・モデルの一部として)使用できます。


b2b.toDynamicIP=GlobalChips:IP_address:port_number


b2b.toDynamicIPプロパティは、B2Bに送信される標準化されたメッセージ・プロパティで設定されます。

Oracle B2Bは、メッセージごとに一意の管理番号を生成します。同じ取引パートナに対応する複数の動的エンドポイントを含むブロードキャストの場合、バックエンド・アプリケーションは管理番号を提供する必要があります。Oracle B2Bは、確認の相関のために動的エンドポイントの詳細を保存して使用します。追加の構成は不要です。







5.5.7.4 カスタム・ヘッダーを抽出するためのトランスポート・コールアウトの使用


アウトバウンド・メッセージのカスタム・ヘッダーを抽出するには、バックエンド・アプリケーションからのactionNameプロパティにCUSTOM_HEADERプロパティを追加します。このプロパティは、CalloutMessageのCUSTOM_HEADERパラメータとしてコールアウトで使用できます。コールアウトでプロパティを取得して使用できます。

例:


eventName= CUSTOM_HEADER:your_value


デフォルト・インテグレーションの場合:


b2b.customHeader= your_value


インバウンド・メッセージのカスタム・ヘッダーを抽出するには、コールアウトでCalloutMessageパラメータとしてCUSTOM_HEADERプロパティを設定します。このプロパティは、actionNameプロパティの一部としてバックエンド・アプリケーションで使用できます。詳細は、例13-1を参照してください。









5.5.8 ebMSの複数チャネルのサポート


ebMSの場合、Oracle B2Bは、アクション、サービスおよびサービス・タイプの複数チャネルを提供します。Oracle B2Bは、複数チャネルから特定のアクション、サービスおよびサービス・タイプに関連付けられているアウトバウンド・チャネルを識別し、そのチャネルを使用して取引パートナと通信します。

この機能を使用して、ebMSチャネルの次のパラメータをオーバーライドできます。

	
URL


	
再試行数


	
再試行間隔


	
重複削除


	
確認署名済


	
確認要




アクション、サービスおよびサービス・タイプ、およびオプションの開始ロールおよび終了ロールの各パラメータに応じて、該当するデリバリ・チャネルが、取引パートナとの通信および関連する確認に使用されます。







5.5.9 メッセージの順序付け


マルチスレッド・システムでは、最初に作成されたメッセージが必ずしも最初に接続先に到着するわけではないため、メッセージを順序どおりに交換することが困難な場合があります。このビジネス要件がある企業では、Oracle B2Bのシーケンサおよびディスパッチャを利用できます。シーケンサでは、到着時刻に基づいてメッセージに順序が付けられます。ディスパッチャでは、順序が付けられたメッセージが送信されます。メッセージの順序付けは、アウトバウンドおよびインバウンドの方向に使用できます。

メッセージの順序付けでは、MLLP交換(TCPトランスポート)や一般交換(FILE、FTP、SFTP、JMS、AQおよびHTTPトランスポート)などのプロトコルがサポートされています。


注意:

メッセージの順序付けはすべてのドキュメントで使用できますが、認定されているのは、EDI、HL7およびカスタムのドキュメント・プロトコルのみです。

一時モードのMLLP接続では、順序付けはサポートされません。

EDIバッチ処理では、メッセージの順序付けはサポートされません。メッセージの順序付けがバッチの一部として有効になっている場合、エラーが発生して一部のメッセージが処理されない可能性があります。順序付けされたメッセージではEDIバッチ処理を使用しないでください。

FunctionalAck (FA)および確認(ACK/MDN)は順序付けされません。

順序付けはデリバリ・チャネルの再試行機能をサポートしていません。配信に失敗したドキュメントの配信を再試行する場合は、デリバリ・チャネルの再試行設定を使用するのではなく、「順序付け」機能の「自動スタック・ハンドラ」を使用します。ドキュメントに順序が付けられた場合は、そのドキュメントで使用されるデリバリ・チャネルで再試行設定の使用を回避する必要があります。







5.5.9.1 アウトバウンド・メッセージの順序付け



AQおよびJMSデリバリ・チャネルに対するアウトバウンド・メッセージの順序付け





アウトバウンド・メッセージの順序付けを有効にするには、例5-1に示すように、AQまたはJMSデリバリ・チャネルの場合、ACTION_NAMEプロパティをTARGET:sequence_target_nameに設定し、メッセージをエンキューします。

b2b.jarのENQUEUEユーティリティを使用する場合は、ACTION_NAMEではなく、eventNameを、TARGET:sequence_target_nameに設定します。たとえば、eventName=TARGET:sequence1のように設定します。

デフォルト・チャネル使用時に順序付けを有効にする場合は、b2b.sequencingTarget = sequence_target_nameを使用します。

自分で作成したAQエンキュー・ユーティリティを使用する場合、使用するAQヘッダーはACTION_NAMEです。eventNameは、B2Bのb2b.jarで提供されるエンキュー・ユーティリティを使用する場合に使用します。





FTPおよびSFTPデリバリ・チャネルに対するアウトバウンド・メッセージの順序付け





FTP/SFTPの順序付けを有効にするには、デリバリ・チャネルの構成で順序付けフラグを選択しただけでは動作しません。FTPリスニング・チャネルで次のパラメータも構成する必要があります:

順序付け

タイムスタンプ・フォーマット

タイムスタンプ・オフセット

タイムスタンプ・ソース

次に示すのはパラメータの値の例です。順序付け: true、タイムスタンプ・フォーマット: 43,55,'MMM d yyyy'、タイムスタンプ・オフセット: +0000、タイムスタンプ・ソース: MMM dd yyyy

順序付けを有効にした場合、ファイルがフォルダにコピーされる順序は、ファイルが処理された順序になることに注意してください。大きいペイロードをコピーする場合、パートナは大きいペイロードのコピーが完了するまで待つ必要があります。順序付けはファイルの最終更新タイムスタンプに基づくため、送信者はその後で次のファイルを送信できます。





HTTPデリバリ・チャネルに対するアウトバウンド・メッセージの順序付け





メッセージをb2b/sequenceReceiverにポストし、HTTPヘッダーTARGET:sequence_target_nameを追加します。このヘッダーがない場合、順序付けのターゲットとしてIPアドレスが使用されます。

上記のヘッダーでエンキューされたメッセージは、FTP、SFTP、JMS、AQ、HTTP/HTTPSなどの各トランスポート・プロトコルの指定された順序付けターゲットに基づいて、順序が付けられます。このヘッダーでエンキューされたメッセージは、エンキュー時間に基づいてOracle B2Bで処理され、順番どおりに取引パートナに配信されます。

順序付けされたメッセージを送信するには、図5-15に示すように、「アウトバウンド・ディスパッチャ数」パラメータを構成します。


図5-15 ディスパッチャ構成: 「管理」→「構成」タブ

[image: 図5-15の説明が続きます]



デフォルトでは、値は0です。この値は、ディスパッチ(スタック)なしの順序付けの場合の設定です。メッセージの負荷に応じて、アウトバウンド・ディスパッチャ数を適切な値に設定します。





バースト・モードでの順序付け





AQおよびJMSでの順序付けの場合、Oracle B2Bサーバーは、メッセージがキューに追加されている間にポーリングを行わない場合があります。Oracle B2Bがポーリングを開始すると、複数のメッセージがバースト・モードで送信できるようになり、Oracle B2Bは通常の状態での順序を維持できません。バースト・モードでの順序を保証するため、次のことをお薦めします:

AQの場合、TARGET:target_nameプロパティとともに、値としてタイムスタンプを指定したB2B_SEQUENCE_TIMESTAMPのフラグを追加します。

例:


TARGET:targetname;B2B_SEQUENCE_TIMESTAMP:1284371552121


この例では、1284371552121はミリ秒単位の時間です(Javaの場合)。

JMSの場合、値としてミリ秒単位の時間を指定したB2B_SEQUENCE_TIMESTAMPとして、新しいヘッダーを追加できます。





例5-1 AQおよびJMSデリバリ・チャネルに対するアウトバウンド・メッセージの順序付け


ACTION_NAME = TARGET:sequence_target_name









5.5.9.2 インバウンド・メッセージの順序付け


インバウンド・メッセージの順序付けはデリバリ・チャネルの構成の一部として有効化されます。デリバリ・チャネルで受信されるインバウンド・メッセージはOracle B2Bで処理され、到着時間に基づいて順番どおりに配信されます。

インバウンド・メッセージの順序付けを有効にするには、図5-16に示すように、デリバリ・チャネルの「シーケンス」プロパティを有効にします。


図5-16 シーケンサの構成

[image: 図5-16の説明が続きます]



順序付けされたメッセージを送信するには、図5-15に示すように、「インバウンド・ディスパッチャ数」パラメータを構成します。

AQおよびJMSで、パートナからインバウンド・メッセージを受信したとき、ヘッダーTARGETがある場合は(アウトバウンド・メッセージの順序付けが有効になるのと同様に)、同じ値が使用されて、インバウンド・メッセージは特定のターゲットで順序付けされます。

HTTPインバウンド・メッセージの順序付けの場合、Oracle B2Bで/b2b/sequenceReceiverというURIが公開されます。このエンドポイントに到着したリクエストは順番に処理されます。複数の順序付けターゲットを使用する場合は、リクエストにHTTPヘッダーSEQUENCE_TARGETを追加します。

SEQUENCE_TARGETをヘッダーとしてアウトバウンドHTTPメッセージに追加するには、デリバリ・チャネルの「追加トランスポート・ヘッダー」パラメータを使用します。詳細は、表5-3を参照してください。

受信メッセージのHTTPヘッダーに、ヘッダーとしてSEQUENCE_TARGETが含まれている場合、この値が順序付けのターゲットして使用されます。SEQUENCE_TARGETがなく、FROMというHTTPヘッダーが含まれている場合、これが順序付けのターゲットとして使用されます。FROMがない場合B2Bでは、メッセージの送信元のIPアドレスが順序付けのターゲットとして使用されます。デフォルトでは、HTTPリクエストの送信元のIPアドレスが順序付けのターゲットとして使用されます。







5.5.9.3 ディスパッチなしの順序付け


取引パートナの停止時間は、通常、バックエンド・アプリケーションにメッセージをスタックして処理されます。この場合、停止時間後にメッセージ全体をB2Bで処理する必要があります。このため、B2Bアプリケーションが停止時間中に十分に活用されず、取引パートナの復旧時に過負荷になることがあります。これにより、メッセージ処理が急増するため、通常のメッセージ・フローに悪影響を与えます。

自動スタック・ハンドラの使用時は、Oracle B2Bはエラーが発生したアウトバウンド・メッセージを順番に再試行します。エンドポイントで配信準備が完了すると、順序内のすべてのメッセージが配信可能になるので、エンドポイントでメッセージ配信のオーバーロードが発生する可能性があります。アウトフローを減らすには、メッセージのディスパッチ間の間隔をミリ秒単位で設定するb2b.OutboundDispatchIntervalプロパティを設定します。

取引パートナへの送信が失敗すると、ディスパッチャによって取得されないよう、対応するメッセージにマークが付けられ、メッセージはバックエンド・アプリケーションではなくB2Bにスタックされます。メッセージを処理するには、次のプロパティを設定します。


Auto Stack Handler = true
Auto Stack Handler Interval = interval (in seconds)


図5-15に、「自動スタック・ハンドラ」および「自動スタック・ハンドラ間隔」パラメータを示します。「true」に設定した場合、スタックされたメッセージは、適切な間隔の間、ディスパッチャによって配信されます。可変の間隔をカンマ区切りの値で自動スタック・ハンドラ間隔に指定することもできます。







5.5.9.4 メッセージの順序付けのトラブルシューティング



B2Bが応答しない





順序付けされたアウトバウンド・メッセージの中から数千件のメッセージを処理した後に、B2Bが応答しなくなる場合は、ディスパッチャの数を確認してください。推奨されるディスパッチャの最大数は5です。





順序付けされたメッセージのエラー





次が原因でメッセージでエラーが発生したとします。

	
アグリーメントが見つからない


	
ECSファイルの更新で修正可能な検証エラー。




次の方法で、エラーが発生したメッセージを回復できます。

	
インバウンドの場合: ワイヤ・メッセージの再発行


	
アウトバウンドの場合: アプリケーション・メッセージの再発行




または、エラーが発生したメッセージは処理せずに、ブロックされたメッセージ(エラーが発生したメッセージよりも順序が後のメッセージ)が配信されるようにする場合、対象の行を順序付けマネージャの表から手動で削除します。











5.5.10 トランスポート同期コールバックの使用



コールアウトを使用して、同期サポートが提供されます。これにより、着信リクエストに同期方式で応答するプラットフォームが提供されます。

企業がビジネス・レスポンスを同期的に送信するために、いくつかの要件が発生することがあります。たとえば、インバウンド・ドキュメントが270で、同期的にドキュメント・レスポンスが271想定される場合があります。また、企業が、HTTPプロトコルで任意の単純なカスタム・ドキュメントの同期サポートを設定する場合なども考えられます。

コールアウトは、同期レスポンスを実現するための重要な要素です。このモデルでは、コールアウトは、着信リクエスト・メッセージをバックエンド・アプリケーションに送信する処理を担当し、対応するビジネス・レスポンスをバックエンド・アプリケーションから取得します。企業におけるバックエンド・アプリケーションの機能は多種多様であることが考えられるため、コールアウトの実装者は、バックエンド・アプリケーションに対してメッセージを送受信するために独自のアプローチを選択できます。

B2Bエンジンは、構成済のコールアウトへの入力としてインバウンド・メッセージを提供するとともに、バックエンド・アプリケーションから受信したレスポンスがコールアウトから出力として渡されるものとみなします。コールアウトの出力は、アウトバウンド・メッセージとしてB2Bで処理され、同じものがインバウンド・メッセージのレスポンスとして同じHTTP接続で返されます。

[インストール・フットプリントに場所の例が必要]




同期レスポンスを構成する方法


	インバウンドおよびアウトバウンド・アグリーメントを設定します。
	インバウンド・リクエストの送信機能とバックエンド・アプリケーションからのビジネス・レスポンスの受信機能を持つコールアウトを作成します。

サンプル・コードについては、例13-3を参照してください。

コールアウトの出力には、Oracle B2Bがアウトバウンド・メッセージとして処理するために必要なすべての値が含まれている必要があります。特に、TO_PARTY、DOCTYPE_NAME、DOCTYPE_REVISIONおよびpayloadなどが考えられます。

TO_PARTY、DOCTYPE_NAME、DOCTYPE_REVISIONなどのコールアウトの出力パラメータでは大文字と小文字が区別されます。Oracle B2B JMSアダプタでサポートされているパラメータは、有効な出力パラメータとして出力できます。




	インバウンド・アグリーメントにコールアウトを関連付けます。

すべての同期リクエストを次のURLに送信する必要があります。


http://host:port_number/b2b/syncreceiver




	フローをテストします。




注意:

アウトバウンド・アグリーメントを応答側にデプロイするために、1つのダミー・アウトバウンド・チャネルが必要です。ただし、このダミー・チャネルはOracle B2Bでは使用されず、同期レスポンスは、インバウンド・リクエストが受信されたときと同じ接続で返されます。




注意:

タイムアウトは、HTTPデリバリ・チャネルの追加トランスポート・ヘッダーとして構成できます。例: timeout=123



同期フローのイニシエータは、次の問題に注意する必要があります。

同期フローのイニシエータは、汎用HTTP、AS2またはebmsチャネルの追加トランスポート・ヘッダーの一部としてsyncresponse=trueを追加する必要があります。

同期フローのイニシエータは、AS2またはebmsチャネルでack mode none/Asyncを設定する必要があります。









5.5.11 JMSキューを使用したメッセージの相互関連付け


JMSヘッダーにA2A=trueを設定すると、インバウンドとアウトバウンドのメッセージをJMSキューを使用して相互に関連付けすることができます。

バックエンド・アプリケーションからメッセージID (MSG_ID)が提供される場合、B2B出力のJMS相関IDにそのMSG_IDが設定されます。提供されない場合は、B2B出力のJMS相関IDにJMSメッセージIDが設定されます。







5.5.12 配信再試行オプションの構成


B2Bのクリティカルな状況では、メッセージが失敗しないで送信先に配信され、遅れずに交換レベル確認応答または機能確認応答を受信することが重要です。

Oracle B2Bでは、チャネル・レベルとドキュメント・レベルでメッセージの配信を再試行できます。





5.5.12.1 チャネル・レベルでの配信の再試行


チャネルの再試行はデリバリ・チャネルと関連付けられており、配信を確実に成功させるために使用されます。「再試行数」パラメータと「再試行間隔」パラメータで、再試行の回数と各再試行の間の間隔を構成できます。Oracle B2Bは、設定されている再試行回数に達するまでメッセージの正常な配信を再試行した後、エラーを書き込みます。チャネル再試行パラメータの詳細は、表5-4を参照してください。

[image: GUID-254DF8E3-4F13-4C14-8FC7-F5A0E4755E85-defaultの説明]



確認応答のある交換プロトコル(AS2でのMDNや、ebMSでの確認など)の場合、チャネル再試行を使用してビジネス・メッセージが再試行され、メッセージはCOMPLETE状態になるか、または構成されている再試行回数に達するとERROR状態になります。一般交換の場合は、チャネル・レベルの再試行はトランスポート・エラーの場合にのみ使用されます。

特定のメッセージの再試行回数の残数および再試行間隔は、ビジネス・メッセージ・レポートで確認できます。







5.5.12.2 ドキュメント・レベルでの配信の再試行


ドキュメント再試行はアグリーメントと関連付けられており、メッセージと受信側取引パートナの正常な統合を保証するために使用されます。この機能はタイムアウト値の設定で構成されており、この時間内にアウトバウンド・ビジネス・メッセージの機能確認を受信する必要があります。

この機能を有効にするには、次の図で示すように「ドキュメント再試行数」パラメータと「ドキュメント再試行間隔」パラメータを設定します。

[image: GUID-DAFD988F-3111-41D4-A009-BD36463BCE80-defaultの説明]



ビジネス・メッセージが正常に送信された後、B2Bは指定されている時間だけ機能確認を待つ必要があります。再試行回数に達してもFAを受信しない場合、B2BはB2Bインバウンド・キューに対して例外メッセージを生成します。

特定のメッセージの再試行残数および間隔は、ビジネス・メッセージ・レポートで確認できます。


一般交換のシナリオ





一般交換の場合、ドキュメントの再試行はトランスポート確認を正常に受信したときにのみトリガーされ、標準ベースの交換(AS1/AS2など)の場合は、肯定確認を受信したときのみです。つまり、一般交換の場合はドキュメント再試行は送信の後でのみトリガーされますが、標準確認の場合の再試行は肯定確認を受信したときにのみトリガーされます。否定確認の場合、ドキュメントの再試行はトリガーされません。





チャネル・レベル再試行の相互運用性





チャネル・レベルの再試行は、ドキュメント・レベルの再試行によってはトリガーされません。

チャネル再試行パラメータが設定されていない場合、ドキュメント再試行間隔が経過するとドキュメント・レベルの再試行がトリガーされます。













5.6 アグリーメントの自動作成機能の使用


この機能により、選択したリモート取引パートナに関連付けられたドキュメント定義ごとに1つのアグリーメントを作成できます。

図5-17に示す「パートナ」領域では、「アグリーメントの自動作成」ボタンを使用して、リモート取引パートナのアグリーメントを作成できます。


図5-17 アグリーメントの自動作成機能

[image: 図5-17の説明が続きます]



アグリーメントは、「アグリーメント」タブでさらにカスタマイズできます。「アグリーメント」タブの詳細は、 取引パートナ・アグリーメントの作成とデプロイを参照してください。







5.7 取引パートナ参照用の識別子の使用


設計時データで使用可能な識別子は、取引パートナを参照するために使用されます。識別子は、デプロイ済のアクティブなアグリーメントに含める必要はありません。

参照には、該当するドキュメントおよび交換識別子が使用されます。次に例を示します。

	
AS2-1.1交換プロトコルの場合は、AS2識別子が使用されます。


	
EDI X12ドキュメント・プロトコルの場合は、送信者グループIDおよび送信者交換IDが使用されます。










5.8 取引パートナの停止時間のスケジュール設定


あらかじめ予定されているメンテナンスによって、取引パートナがオフラインになることがあります。停止時間を構成することで、取引相手のパートナに停止時間を徹底通知し、メッセージをキューに入れ、停止時間の終了後に配信することができます。

取引パートナの停止時間のスケジュール設定と管理の詳細は、「取引パートナの停止時間のスケジュール設定」の章を参照してください。







5.9 複数の取引パートナへのメッセージのブロードキャスト


Oracle B2Bでは、複数の取引パートナに同じメッセージを送信できます。これにより、特定のビジネス・ニーズに固有の取引パートナの独自グループを柔軟に作成できます。バックエンド・アプリケーション・インタフェースがグループにメッセージを送信すると、Oracle B2Bはグループのすべてのメンバーにそのメッセージを送信します。


この機能の特徴は次のとおりです:

1. BPELは複数のファイルを送信しないため、BPEL-B2B上およびB2B内のトラフィックが減少します。

2. 取引パートナ・グループの概念がB2Bに導入され、それを使用してブロードキャストが行われます。グループはB2B固有のメタデータのため、BPELユーザーには取引パートナの詳細やグループのことはわかりません。

3. 様々な取引パートナに対する複数のメッセージを処理するためのイベント駆動アプローチが提供されます。

ブロードキャストを使用するには、actionName属性の一部としてグループ名を指定します。actionName属性は次のようになります:


actionName = Grouping:name_of_the_group


ブロードキャストを使用するには、パートナが割り当てられているグループを示す追加の識別子を取引パートナの構成に追加する必要があります。そのためには、新しいカスタム識別子を作成し、必要な取引パートナの名前を関連付けます。詳細は、カスタム取引パートナ・パラメータ・タイプの作成を参照してください。









5.10 インバウンド・メッセージ処理中の証明書の検証


この機能を使用すると、署名付きインバウンド・メッセージの処理で証明書検証が実行されます。

インバウンド・メッセージ処理で証明書を検証するには次の構成が必要になります。

	
CertificateAliasという名前の新しい識別子を追加します。


	
必要なエイリアスを取引パートナ・プロファイルにCertificateAliasという名前で設定します。


	
Enterprise Managerコンソールでb2b.validateMessageCertificateプロパティをtrueに設定し、この機能を有効にします。このプロパティを有効にすると、すべてのメッセージで証明書に対する検証が実行されます。














6 取引パートナ・アグリーメントの作成とデプロイ


この章では、起案者および応答者の2つの取引パートナがビジネス・ドキュメントを交換できるようにするための条件が定義される取引パートナ・アグリーメントについて説明します。また、取引パートナ・アグリーメントを使用して、取引パートナ、取引パートナ識別子、ドキュメント定義およびチャネルを識別する方法についても説明します。

アグリーメントの作成とデプロイは、Oracle B2Bプロセス・フローの最後のステップです。

この章の内容は次のとおりです。

	
アグリーメントの概要


	
アグリーメントの作成


	
アグリーメントのデプロイ


	
アグリーメントの削除とエクスポート




詳細は、次を参照してください:

	
アグリーメントをエクスポートし、デプロイメントの状態を管理する方法はデプロイメントの管理 ,


	
アグリーメントをエクスポートする方法は データのインポートおよびエクスポート ,








6.1 アグリーメントの概要


アグリーメントは、ホスト取引パートナおよび1つのリモート取引パートナの2つの取引パートナで構成され、これらのパートナ間におけるビジネス・トランザクションのタイプを表します。

たとえば、Acme社とGlobalChips社がEDIFACTとRosettaNetの相互の交換に参加している場合は、各交換についてアグリーメントを作成します。交換が双方向の場合は、各方向についてアグリーメントが必要です。汎用ファイル・プロトコルを使用して送信するカスタム・ドキュメントを使用して、Acme社が販売オーダーをGlobalChips社に送信する場合は、Acme社がオーダーを送信するアウトバウンド方向のアグリーメント、およびAcme社が受信者になるインバウンド方向のアグリーメントを作成します。アグリーメントのコンポーネントに対する変更(ドキュメント定義の変更など)は、そのアグリーメントで自動的に有効になります。

アグリーメントの作成は、B2Bトランザクションの設計の最終ステップです。アグリーメントを作成する前に、ドキュメント定義の作成と取引パートナの構成を完了しておく必要があります。詳細は、 ドキュメント定義の作成,および 取引パートナの構成 を参照してください。







6.2 アグリーメントの作成


この項では、2つの取引パートナ間のアグリーメントを作成するために必要な手順全体を示します。


図6-1に、アグリーメントを使用するためのOracle B2Bインタフェースを示します。リモート取引パートナのアグリーメントをホスト取引パートナとともに確認するには、リモート取引パートナ名をクリックします。


図6-1 アグリーメントの作成

[image: 図6-1の説明が続きます]



図6-2に、アグリーメントを作成する手順を示します。


図6-2 アグリーメントの作成手順(ワークフローの概要)

[image: 図6-2の説明が続きます]






手順1: リモート取引パートナの識別





ホスト取引パートナはアグリーメントに自動的に含まれるため、リモート取引パートナのみを識別する必要があります。これを行うには、次の2つの方法があります。1つは、「パートナ」リージョンからパートナを選択してアグリーメントを追加する方法です。もう1つは、ホスト取引パートナを選択して、「アグリーメント」リージョンの「追加」をクリックし、「新規アグリーメント」リージョンの「パートナの選択」ボタンをクリックする方法です。





手順2: ドキュメント定義の選択





ドキュメント定義はホスト取引パートナに対して選択します。図6-3に示すように、選択内容は「ドキュメント定義の選択」ダイアログに反映されます。


図6-3 ドキュメント定義の選択

[image: 図6-3の説明が続きます]



アウトバウンドとインバウンドの両方のアグリーメントが必要になる交換の場合は、次の手順を実行します。

	
アウトバウンドのアグリーメントの場合は、ホスト取引パートナが送信者(図6-3に示す「Acme --> Globalchips」)になるドキュメント定義を選択します


	
インバウンドのアグリーメントの場合は、ホスト取引パートナが受信者(図6-3に示す「Acme <-- GlobalChips」)になるドキュメント定義を選択します








手順3: アグリーメントのIDと名前の指定





アグリーメント識別子とアグリーメント名を指定します。これらのフィールドには同じ値を指定できます(追跡するために同じ値にする必要がある場合)。





手順4: 検証、変換および機能確認のオプションの選択





表6-1では、アグリーメントの作成時に設定可能な検証、変換および機能確認のオプションについて説明します。


表6-1 アグリーメントのオプション

	オプション	説明
	
検証

	
構成済のECSファイルに対してドキュメントの検証を有効にする場合に選択します。


	
変換

	
XMLからネイティブ・フォーマットへの変換、またはその逆の変換(例: EDIとHL7の間の変換)を有効にする場合に選択します。「トランスレーション」が選択されていない場合(トランスレーションなし)は、「B2BでFAを処理」プロパティの値に関係なく、B2Bで機能確認を含むビジネス・メッセージを相関付けることはできません。プロパティの詳細は、「Fusion Middleware Controlで設定するプロパティ」を参照してください。


	
機能確認

	
成功またはエラーの条件に対して機能確認を有効にする場合に選択します。


	
自動処理されるFA

	
trueに設定すると、B2BでインバウンドEDIおよびHL7メッセージの機能確認(FA)メッセージが自動生成されます。インバウンドFAメッセージが使用されるのは、このオプションがtrueの場合です。このオプションをfalseに設定すると、B2BでFAドキュメントは自動生成されません。バックエンド・アプリケーション(ミドルウェア)がFAを生成し、アウトバウンド・メッセージとしてB2Bに提供する必要があります。このオプションを「false」に設定すると、インバウンドFAドキュメントはバックエンド・アプリケーションに戻されます。

(アグリーメント・レベルの設定が示すとおり)ドキュメントにFAが必要ない場合、このオプションは無視されます。このプロパティのデフォルト値はtrueです。

詳細は、「Fusion Middleware Controlで設定するプロパティ」を参照してください。

「自動処理される機能確認」をfalseに設定する場合は、バックエンド・アプリケーションに送信するインバウンドFAに対する「インバウンド機能確認の通知」もfalseに設定する必要があります。(「自動処理される機能確認」がfalseに設定されているときに)「インバウンド機能確認の通知」をtrueに設定すると、着信997 (FAドキュメント)によって通知のみが生成され、着信997自体はバックエンド・アプリケーションに戻されません。


	
ドキュメント再試行間隔

	
ドキュメント再試行間隔の時間を分単位で入力します。再試行の構成の詳細は、配信再試行オプションの構成を参照してください。


	
ドキュメント再試行数

	
メッセージを再試行する回数を入力します。再試行の構成の詳細は、配信再試行オプションの構成を参照してください。










手順5: リモート取引パートナのチャネルの選択





リモート取引パートナの設定時に作成したチャネルのリストが表示されます(リスニング・チャネルはアグリーメントに含まれません)。





手順6: 識別子の追加





ホスト取引パートナおよびリモート取引パートナの識別子タイプがリストされます。このアグリーメントに適用する識別子を選択します。複数の識別子を選択するには、[Shift]キーを押しながら識別子をクリックします。

アウトバウンド・アグリーメントについては、表6-2にリストされている識別子タイプを交換プロトコルとともに使用します。


表6-2 交換プロトコルとともに使用する識別子タイプ

	交換プロトコル	識別子タイプ
	
Generic File-1.0

	
名前


	
Generic FTP-1.0

	
名前


	
Generic SFTP-1.0

	
名前


	
Generic AQ-1.0

	
名前


	
Generic JMS-1.0

	
名前


	
AS2 - 1.1

	
名前、AS2識別子


	
AS1-1.0

	
名前、AS1識別子


	
ebMS-1.0、ebMS-2.0

	
名前、ebMS識別子


	
RosettaNet-V02.00、RosettaNet-01.10

	
名前、DUNS


	
MLLP交換

	
名前、MLLP ID


	
Generic HTTP-1.0

	
名前、汎用識別子


	
Generic Email-1.0

	
名前、汎用識別子







識別子のタイプの詳細は、「タイプの作成」を参照してください。





手順7: アグリーメントの保存と検証





「保存」をクリックすると、アグリーメントが保存されて検証されます。





アグリーメントを作成するには:




	「パートナ」タブをクリックします。
	「アグリーメント」リージョンで、「追加」をクリックします。
	「パートナの選択」をクリックします。
	リモート取引パートナを選択します。
	「ドキュメント定義の選択」をクリックします。
	起案者のドキュメント定義を選択します。
	アグリーメントのIDと名前を指定します。
	表6-1の説明に従って、検証、変換および機能確認のオプションを選択します。
	必要に応じて、説明、コールアウト(すでに作成済の場合)、開始日と終了日を指定します。

コールアウトを使用して、ホスト取引パートナとリモート取引パートナの間で交換するメッセージの書式を変換します。「コールアウトの管理」を参照してください。

ここで入力した終了日を経過すると、アグリーメントは期限切れになるためデプロイできません。




	ホスト取引パートナに対して、「追加」をクリックして識別子を選択します。
	リモート取引パートナに対して、チャネルを選択します。
	リモート取引パートナに対して、「追加」をクリックして識別子を選択します。
	「保存」をクリックします。



アグリーメントの作成が完了すると、デプロイの準備が整います。アグリーメントは、「管理」→「デプロイ」ページにリストされます。「アグリーメントのデプロイ」を参照してデプロイを続行します。









6.3 アグリーメントのデプロイ


デプロイメントは、アグリーメントを設計時リポジトリから実行時リポジトリにアクティブ化するプロセスです。


アグリーメントをデプロイした後に、「デプロイメントの管理」タブおよび「レポート」タブを使用します。詳細は、次を参照してください:





	
デプロイメントの管理


	
レポートの作成




アグリーメントの作成、保存および検証を行った後は、次の方法でアグリーメントをデプロイできます。

	
同じページ(「パートナ」→「アグリーメント」タブ)から、「デプロイ」ボタンを使用します(図6-1を参照)


	
図6-4に示すように、「管理」→デプロイ・ページからデプロイします。複数のアグリーメントを選択して同時にデプロイする場合は、この方法でデプロイします。





図6-4 「デプロイ」タブ: 有効なアグリーメントのリスト

[image: 図6-4の説明が続きます]




注意:

プロパティb2b.deploy.validation=falseを設定して、デプロイメント中は検証をオフにします。

このプロパティは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで設定します。プロパティを変更する場合は、SOAサーバーを再起動する必要があります。詳細は、「Fusion Middleware Controlで設定するプロパティ」を参照してください。







「デプロイ」タブからアグリーメントをデプロイするには:




	「管理」タブをクリックします。
	「デプロイ」タブをクリックします。
	デプロイするアグリーメントを検索するには、検索パラメータを使用して「検索」をクリックします
	1つ以上のアグリーメントを強調表示して、「デプロイ」をクリックします






6.3.1 アグリーメントの再デプロイ


以前にデプロイしたアグリーメントをデプロイすると、最初のバージョンは非アクティブ状態になり、最後にデプロイされたアグリーメントがアクティブになります。









6.4 アグリーメントの削除とエクスポート


削除できるのは、ドラフト状態のアグリーメントのみです。アグリーメントをパージすると、そのアグリーメントのステータスはドラフト状態に戻ります。アクティブ、非アクティブまたはリタイアした状態のデプロイ済バージョンがあるアグリーメントは削除できません。

アグリーメントをZIPファイルにエクスポートするには、「アグリーメント」タブの「エクスポート」ボタンを使用します。











7 データのインポートおよびエクスポート


この章では、Oracle B2Bインタフェースを使用して、設計時データが格納されているB2Bリポジトリをインポートおよびエクスポートする方法について説明します。

この章の内容は以下のとおりです。

	
設計時リポジトリのインポートおよびエクスポート


	
「インポート/エクスポート」タブからインポートまたはエクスポートした場合のコピー内容


	
エクスポート済ファイルについて




antを使用したデータのインポートおよびエクスポートの詳細は、「B2Bコマンドライン・ツール」を参照してください。





7.1 設計時リポジトリのインポートおよびエクスポート


Oracle B2Bの設計時データは、ZIPファイルにエクスポートして保存できます。このZIPファイルは、その後、B2Bインタフェースでデータを使用できるようにOracle B2Bに再インポートできます。これは、テスト環境から本番環境にデータを移行する際に役立ちます。



注意:

エクスポートしたファイルは手動で編集しないでください。編集した場合、Oracle B2Bでは整合性が保証されません。



データは、Oracle B2Bインタフェースの次の領域からもエクスポートできます。





	
「パートナ」→「プロファイル」をクリックして、取引パートナのデータをエクスポートします。詳細は、取引パートナ・プロファイルの作成,を参照してください。


	
「パートナ」をクリックしてから、アグリーメントを選択してエクスポートします。詳細は、アグリーメントの削除とエクスポート,を参照してください。


	
「管理」→「デプロイメントの管理」をクリックして、デプロイされたアグリーメントをエクスポートします。詳細は、「アクティブなアグリーメントのエクスポート」を参照してください。




ドキュメント・タイプとしてカスタム、EDI EDIFACT、EDI X12、HL7およびRosettaNetを使用するサンプル・ファイルもインポートできます。ダウンロード場所、およびサンプルで紹介されているシナリオの詳細は、「Oracle B2Bのサンプルと解説」を参照してください。

図7-1に、設計時データをインポートおよびエクスポートする「インポート/エクスポート」タブを示します。


図7-1 データのインポートおよびエクスポート

[image: 図7-1の説明が続きます]



メタデータのインポート時に、「既存のメタデータの置換」オプションを選択しないと、既存のB2Bに対する更新内容が累積されます。メタデータをインポートする前に既存のデータをすべて削除するには、「管理」リンクの下にある「パージ」タブを使用します。詳細は、「データのパージ」を参照してください。


注意:

エクスポート操作は、中断やアイドル時間なしで完了してください。エクスポート操作中にブラウザを数分以上アイドル状態にすると、ファイルが破損する場合があります。







データをインポートするには:

	
「管理」リンクをクリックします。


	
「インポート/エクスポート」タブをクリックします。


	
「参照」をクリックして、メタデータ・リポジトリのZIPファイルを検索します。

エクスポートするメタデータのデフォルト名はMDS_EXPORT_DD_MM_YEAR.zipです。

複数のZIPファイルが含まれているZIPファイルをインポートする場合は、そのZIPファイルを解凍し、中に含まれている各ZIPファイルを個別にインポートする必要があります。各ZIPファイルは、複数のアグリーメントを同時にエクスポートするときに作成されます。


	
「既存のメタデータの置換」を選択すると、メタデータ・サービス(MDS)リポジトリ内の現行のメタデータが上書きされます。このオプションを選択しないと、新規データのみがMDSリポジトリにコピーされます。


	
「インポート」をクリックします。

インポート処理は、設計時リポジトリの内容のサイズに応じて時間がかかる場合があります。





注意:

アクティブなアグリーメントをエクスポートし、そのリストに複数のアグリーメントが含まれている場合、all.zipを示すエクスポート・ファイルは、多数のzipファイル(a.zip、b.zipなど)で構成されており、それぞれが個別のアグリーメントで構成されています。a.zipやb.zipなどの基本となるZIPファイルは個別にインポートする必要があります。all.zipのインポートを試行すると、次のエラーが戻されます。


Import of file all.zip failed. Error -: B2B-52321: No meta data found to import 







データをエクスポートするには:


注意:

エクスポートしたファイルは手動で編集しないでください。



	
「管理」リンクをクリックします。


	
「インポート/エクスポート」タブをクリックします。


	
「リポジトリ全体」または「アクティブなアグリーメント」を選択します。

リポジトリ全体には、B2B設計時リポジトリ内のすべてのデータ(すべての状態のアグリーメント、すべての取引パートナ構成など)が含まれています。

アクティブなアグリーメントとは、非アクティブ、リタイア済またはパージ済以外のすべてのデプロイ済アグリーメントです。


	
(オプション)「検索」オプションを使用して、アグリーメントのリストを絞り込みます。

	
「アグリーメント」または「ドキュメント・タイプ」を選択します。


	
アグリーメント名またはドキュメント・タイプ名の一部または全部を入力して、「検索」をクリックします。


	
「検索」をクリックします。


	
検索結果から1つ以上のアグリーメントを選択します。

複数のアグリーメントを選択した場合、各アグリーメントはそれぞれ独自のZIPファイルでエクスポートされ、それらのZIPファイルがすべてエクスポートZIPファイルに含まれます。





	
「エクスポート」をクリックします。


	
「開く」または「ディスクに保存」を選択します。

システムに用意されているファイル名はMDS_EXPORT_DD_MM_YYYY.zipです。図7-2に示すように、ファイルを開くか保存するかを選択できます。保存する場合は、ファイル名とダウンロード場所を指定できます。


図7-2 データのエクスポート

[image: 図7-2の説明が続きます]













7.2 「インポート/エクスポート」タブからインポートまたはエクスポートした場合のコピー内容


「インポート」をクリックすると、エクスポート・ファイル(つまり、以前にエクスポートしたファイル)の内容がインポートされます。その中には、B2BUserオブジェクトおよびParameterValueオブジェクトが含まれている場合があります。ファイルに資格証明やポリシーに関連するデータが含まれている場合は、そのことを示す警告メッセージが表示されるため、資格証明ストアおよびポリシー・ストアもインポートする必要があります。

リポジトリをエクスポートするときに、ドキュメント・タイプ・アクセスのユーザー権限(ドキュメント・タイプへのアクセス制限を参照)を含むユーザー情報はコピーされません。

パスワードのParameterValueオブジェクトは、リポジトリをエクスポートするときにコピーされます。

B2Bのインポート/エクスポート機能は、資格証明ストアおよびポリシー・ストアのインポート/エクスポート機能と異なります。アイデンティティ・ストア、資格証明ストアおよびポリシー・ストアをインポート/エクスポートするには、Oracle WebLogic Serverツールを使用します。

リポジトリをインポートするときに、パスワードはコピーされません。パスワードは、インポート先のB2Bインスタンスで再作成する必要があります。また、設計時リポジトリをエクスポートするとき、パスワードはコピーされません。

インポートおよびエクスポート時に、コールアウト・ライブラリJARファイルはコピーされません。詳細は、表13-1を参照してください。

設計時リポジトリをエクスポートし、続いてそのリポジトリの内容をOracle B2Bインタフェースで変更した場合、およびエクスポートしたファイル(内容は古い)を後でインポートした場合は、次のように更新されます。

	
インポート時に「既存のメタデータの置換」を選択していない場合、ファイルをエクスポートした後にOracle B2Bインタフェースで作成した新規データはそのままです。


	
インポート時に「既存のメタデータの置換」が選択されている場合、既存のメタデータがzipファイルのメタデータに置き換えられます(このオプションは内部的にはパージおよびインポートとして機能します)。




インポートに失敗すると、変更内容がロール・バックされ、設計時リポジトリは変更前の状態に戻ります。インポートに失敗したことを示すメッセージが表示されます。







7.3 エクスポート済ファイルについて


ファイルにエクスポートされた設計時リポジトリの内容は、現行データのコピーを表します。

このファイルは、Oracle B2Bに再インポートしないかぎり、Oracle B2Bユーザー・インタフェースからアクセスして変更することはできません。エクスポートしたファイルを手動で編集しないでください。





7.3.1 マルチバイト・キャラクタ言語のアグリーメント名を含むエクスポートされたZIPファイル


複数のアグリーメントをエクスポート対象に選択し、その中にマルチバイト・キャラクタ言語のアグリーメント名が含まれていた場合、エクスポートZIPファイルでは、アグリーメントごとに異なるZIPファイルが含まれますが、マルチバイト・キャラクタのアグリーメント名のZIPファイル名は文字化けします。これは、ZIPファイルをOracle B2Bにインポートして戻すときに影響を与えます。このタイプのファイルを処理するときは、次のいずれかの方法を使用してください。

	
1つ以上のアグリーメント名がマルチバイト・キャラクタ言語である複数のアグリーメントを含むZIPファイルをインポートするには、UTF-8ベースのunzipツール(WinZipバージョン11.2など)を使用して、エクスポート・ファイルを圧縮解除します。その後、個別のZIPファイルをB2Bにインポートします。


	
または、マルチバイト・キャラクタ言語を使用するアグリーメント名を一度に1つずつ(ZIPファイルごとに1つ)エクスポートします。その後、個別のZIPファイルを通常の方法でインポートします。
















12 取引パートナの停止時間のスケジュール設定


この章では、取引パートナの停止時間のスケジュールを設定する方法について説明します。スケジュールを設定することで、取引パートナがお互いに停止時間を通知し、停止時間中のメッセージ配信を遅らせることができます。

大量のメッセージ・フローが存在する競争の激しいB2Bの世界では、B2Bインフラストラクチャの処理機能に妥協はできません。このような理由から、取引パートナの停止時間のスケジュールを設定することが必要になります。これにより、取引パートナの停止時間中でもメッセージを処理し、送信者側の観点から受信者のメンテナンスや負荷を管理することができます。

この章の内容は次のとおりです。

	
取引パートナの停止時間のスケジュール設定の概要


	
取引パートナの停止時間のスケジュール設定


	
スケジュール設定した停止時間の削除


	
取引パートナの停止時間の延長








12.1 取引パートナの停止時間のスケジュール設定の概要


様々な取引パートナがそれぞれの理由で停止時間の計画を立て、その停止時間を取引相手のパートナに連絡しています。Oracle B2Bで取引パートナの停止時間のスケジュール設定を行うと、停止時間中のメッセージ配信を停止したまま、メッセージをOracle B2Bで処理できるため、停止時間の終了後すぐにメッセージを配信することが可能になります。

取引パートナの停止時間は、コマンドライン・ユーティリティを使用してスケジュールできます。詳細は、「取引パートナの停止時間のスケジュール設定」を参照してください。

スケジュール設定した停止時間の長さをコンソールまたはコマンドライン・ユーティリティで短くすることはできません。スケジュール設定した停止時間を中断したり、終了時間のない停止時間を終了させる場合は、スケジュールを削除します。詳細は、スケジュール設定した停止時間の削除を参照してください。

現時点では、コンソールを使用してスケジュール設定した停止時間を延長する機能はありません。スケジュール設定した停止時間を延長する場合は、コマンドライン・ユーティリティを使用してください。オプションの説明は、取引パートナの停止時間の延長を参照してください。







12.2 取引パートナの停止時間のスケジュール設定


前提条件として、Oracle B2Bでディスパッチャを有効にする必要があります。ディスパッチャの数はシステムの負荷と構成によって異なります。「アウトバウンド・ディスパッチャ数」は最低でも1に設定する必要があります。



注意:

詳細は、B2Bシステム・パラメータの構成 を参照してください



停止時間のスケジュールを設定するには:




	「管理」リンクをクリックし、「停止時間」タブを選択します。

[image: GUID-15146692-0D7E-4E79-9767-BBD38FB7363F-defaultの説明]





	「停止時間のスケジュール設定」サブタブを選択した状態で、「停止時間名」フィールドに名前を入力します。
	設定する停止時間の期間の日時を、「開始時間」フィールドと「終了時間」フィールドで選択します。

「終了時間」フィールドで終了時間のみを選択すると、停止時間をすぐに開始させることができます。スケジュールの作成後すぐに停止時間が開始され、終了時間まで継続します。

「開始時間」フィールドで開始時間のみを選択して、終了時間のない停止時間を構成できます。「終了時間」フィールドは空のままにします。終了時間のない停止時間を終了させるには、スケジュールを削除します。




	応答パートナとチャネルの表内のエントリを選択し、「停止時間のスケジュール設定」をクリックします。








12.3 スケジュール設定した停止時間の削除


スケジュール設定した停止時間を中断したり、終了時間のない停止時間を終了させる場合は、スケジュールを削除します。


スケジュール設定した停止時間を削除するには:




	「管理」リンクをクリックし、「停止時間」タブを選択します。
	「停止時間の管理」サブタブを選択した状態で、「停止時間名」フィールドと「応答パートナ」の一方または両方を使用してスケジュールを検索します。

[image: GUID-C4B62CB4-B578-4656-913C-1E9C733BE460-defaultの説明]





	「スケジュール済停止時間」リスト内の結果を選択し、「削除」をクリックします。








12.4 取引パートナの停止時間の延長


スケジュールを重複させることも、Extendオプションを使用して既存スケジュールを変更することもできます。

次の方法で、既存のスケジュールを変更できます。





12.4.1 スケジュールの重複


別々のスケジュール名を使用することでスケジュールを重複させることができます。同じ名前でスケジュールを重複させることはできません。

スケジュール設定Xは4:00 AMから6:00 AMとします。開始時間が5:00AMで終了時間が7:00 AMの新しいスケジュールYを作成できます。このときの有効スケジュールは4:00 AMから7:00 AMになります。







12.4.2 延長オプションの使用


デフォルトで、以前に作成したスケジュールを延長しようとするとエラーが表示されます。コマンドライン・ユーティリティ-Dextendを使用してスケジュールを延長できます。

たとえば、スケジュールXの期間が4:00 AMから6:00 AMの場合、このスケジュールを延長するには、6:00 AMから8:00 AMの新しい新しいスケジュールXを-Dextend=trueオプションを使用して作成します。このときの有効スケジュールは4:00 AMから8:00 AMになります。

コマンドライン・オプションの使用方法と例の詳細は、「取引パートナの停止時間のスケジュール設定」を参照してください。













第V部 スクリプトとユーティリティ


この部では、Oracle B2Bに用意されているスクリプトとユーティリティを使用して様々なタスクを実行する方法について説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
B2Bコマンド行ツール


	
Oracle B2B Webサービスの使用


	
Webサービスベースのメッセージ交換の有効化


	
AS4ベースのメッセージ交換の有効化


	
データをアーカイブおよびリストアするためのスクリプト


	
エンキューおよびデキューのユーティリティ


	
Oracle BAMでのインスタンス・メッセージ・データのモニタリング


	
インスタンス・メッセージ・データへのプログラムでのアクセス












22 Oracle B2B Webサービスの使用


この章では、アウトバウンドWebサービスおよび変換WebサービスなどのOracle B2B Webサービスについて説明します。また、Webサービスを保護する方法について説明します。

この章の内容は以下のとおりです。

	
Oracle B2B Webサービスの概要


	
アウトバウンドWebサービスの使用


	
変換Webサービスの使用


	
問合せAPIの使用


	
Oracle B2B Webサービスの保護








22.1 Oracle B2B Webサービスの概要


Oracle B2Bでは、Oracle JDeveloperでドキュメント詳細を取得するためのWebサービスが公開されています。これらはパートナに直接接続しているWebサービスであり、ユーザーはOracle B2Bにメッセージを送信できます。同様に、Oracle B2Bでは、Oracle B2Bにデプロイされたアグリーメントに基づいて、メッセージを受信し、処理してパートナに送信するために、バックエンドに対して公開されたWebサービスが提供されています。

Oracle B2B Webサービスを使用するには、Oracle JDeveloperでアプリケーション内にWebサービス・プロキシを作成します。WebサービスのWebサービス記述言語(WSDL)ファイルは、Oracle B2Bがインストールされているシステム上の次のURLで入手できます。


http://host_name:port_number/b2b/services/


URIを指定せず、サーブレットのURLパターンのみを接尾辞として付けたURLをWebブラウザに入力すると、ダウンロードできるWSDLのリストが表示されます(セキュリティ制限はありません)。

Oracle B2Bには、次のWebサービスAPIがあります。

	
アウトバウンドWebサービスAPIでは、組込み内部リスニング・チャネルが提供されます。詳細は、アウトバウンドWebサービスの使用を参照してください。


	
変換WebサービスAPIが、HL7、EDIなどのネイティブ・ペイロードをXML書式に変換するために公開されています。詳細は、変換Webサービスの使用を参照してください。


	
問合せAPIは、Oracle B2Bの構成済の詳細を取得するのに役立ちます。詳細は、問合せAPIの使用を参照してください。





Oracle B2B Webサービスのセキュリティ





Oracle Web Services Managerを使用すると、Webサービスのランタイムとフローに影響を及ぼすことなく、様々なタイプのポリシーを統合できます。また、サービス・インフラストラクチャのセキュリティが提供されます。署名、暗号化/復号化、認証、認可、監査およびレポートが、このツールキットによって提供されます。したがって、このWebサービス実装は、セキュリティ、署名および暗号化の詳細には対応しません。Webサービス・メソッドには、セキュリティの詳細ではなく、ビジネス・ロジックが保持されます。Oracle Weblogic Serverコンソールにおいて適用されるポリシーに基づき、Webサービス・クライアントでは、セキュリティの詳細をWebサービス・ポートと関連付ける必要があります。









22.2 アウトバウンドWebサービスの使用


アウトバウンドWebサービスは組込み内部リスニング・チャネルとして公開され、メッセージはこのサービスにエンキューされます。soap:body内の詳細およびヘッダーに基づいて、アグリーメント識別が行われ、メッセージはパートナにルーティングされます。


次に示すSOAPヘッダーは、B2B Webサービスの場合、取引パートナのアグリーメントを見つけるために必要な情報を渡すために使用されます。


<To xmlns="http://com.oracle.b2b/soap">SCDHHS</To>
<DocVersion xmlns="http://com.oracle.b2b/soap">5010X222A1</DocVersion>
<From xmlns="http://com.oracle.b2b/soap">ProfessionalClaims837SOAP</From>
<DocType xmlns="http://com.oracle.b2b/soap">837</DocType>


表22-1、表22-2および表22-3では、アウトバウンドWebサービスのリクエスト、レスポンスおよびフォルト通知メッセージのパラメータについて説明します。





表22-1 アウトバウンドWebサービス・リクエストのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
from

	
String

	
ホスト名または識別値

	
いいえ


	
to

	
String

	
取引パートナ名または識別値

	
はい


	
@type

	
String

例: DUNS

	
識別タイプ

	
いいえ


	
documentProtocolVersion

	
String

例: 4010

	
ドキュメント・タイプ・バージョン

	
はい*


	
documentTypeName

	
String

例: 850

	
ドキュメント・タイプ名

	
はい*


	
action

	
String

例: PurchaseOrder

	
ebMSアクション名

	
はい*


	
service

	
String

例: OrderProcessing

	
ebMSサービス名

	
はい*


	
serviceType

	
String

例: string

デフォルト: string

	
ebMSサービス・タイプ

	
はい*


	
messageId

	
String

例: 123456789

	
このパラメータで指定するメッセージIDは、APP_Messageを作成するために使用されます。

	
いいえ


	
replyToMessageId

	
String

例:<reply_msgID>:collaborationID

	
この応答の宛先メッセージのメッセージIDをコラボレーションIDとともに保持します。

	
いいえ


	
messageType

	
String

例:

INVALID (0)

REQ (1)

RESP (2)

ACK (3)

IN_BAND_EXCEPTION (4)

OUT_OF_BAND_EXCEPTION (5

STATUS_REQ (6)

STATUS_RESP (7)

PULL (8)

FUNCTIONAL_ACK (9)

BATCH_REQ (10)

OTHER (99)

PING (11)

PONG (12)

TA1(13)

	
メッセージのタイプ

	
いいえ


	
encoding

	
String

例: ISO-8859-1

デフォルト: UTF-8

	
エンコーディング形式

	
いいえ


	
payload

	
Xsd:anyType

	
ペイロードを保持します

	
はい


	
attachment

	
Xsd:anyType

	
添付ファイル(存在する場合)

	
いいえ








*documentProtocolVersionおよびdocumentTypeNameが存在するか、action、serviceおよびserviceTypeが存在する必要があります。カスタムの一般的なケースではactionのみが必要であり、その他は必要ありません。





表22-2 アウトバウンドWebサービス・レスポンスのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
isTransmitted

	
ブール

	
trueの場合、メッセージは正常にOracle B2Bに伝送されました。それ以外の場合はfalseです。

	
はい








表22-3 アウトバウンドWebサービス・フォルト・メッセージのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明
	
ExceptionMessage

	
String

	
フォルトが見つかった場合、例外スタック・トレースが伝送されます。












22.3 変換Webサービスの使用


変換Webサービスでは、HL7、EDIなどのXMLペイロードがネイティブ・フォーマットに変換され、同様にネイティブ・ドキュメントがXMLに変換されます。


注意:

非EDI XMLが送信されると、Oracle B2Bサーバーでアグリーメントが一致する場合には、変換された内容に、同じペイロードがそのまま含められます。

EDI XMLが変換のために送信され、かつ、バッチの一部としてドキュメントが含まれている場合、変換されたレスポンスではペイロードは変換されません。




注意:

変換Webサービス・リクエストは、レポートおよびメトリックの他のアウトバウンド・リクエストと区別されません。




注意:

TranslateService Webサービスは非推奨になっています。







22.3.1 XMLToNativeService


このサービスは、指定されたXMLペイロードをネイティブ・ドキュメントに変換します。完全なエンベロープまたはトランザクション・セットのみの2つのレベルで変換できます。





22.3.1.1 完全なエンベロープ


この変換では、エンベロープ・ヘッダー(X12のISAやGSなど)を含む、完全なネイティブ・ドキュメントが生成されます。

これはEDI - X12エンベロープとペイロードであり、個別のパラメータではありません。完全なエンベロープの場合は、transactionSetOnly要素をfalseに設定する必要があります。


前提条件:





	
有効なアウトバウンド・アグリーメントがデプロイ済であること。


	
取引パートナ名、ドキュメント・タイプ名、ドキュメント・プロトコル・バージョンおよびペイロードはサービスを起動するために必須です。








サポートされているプロトコル:





	
EDI X12












22.3.1.2 トランザクション・セットのみ


この変換では、返されるネイティブ・コンテンツ内に、交換ヘッダー、グループ・ヘッダーおよびトレーラの各セグメントを伴わないトランザクション・セットのみが生成されます。


前提条件:





	
サービスは、Oracle B2Bでドキュメント・タイプとリビジョンが構成されていることを想定しています。


	
transactionSetOnly要素をtrueに設定する必要があります。サービス起動リクエストで取引パートナ名を指定しないでください。


	
transactionSetOnly、documentTypeName、documentProtocolVersionおよびpayloadの各要素はサービスを起動するために必須です。








サポートされているプロトコル:





	
EDI X12














22.3.2 NativeToXMLService


このサービスは、指定されたネイティブ・ドキュメントをXMLに変換します。完全なネイティブ・ドキュメントまたはトランザクション・セットのみのどちらかを変換できます。





22.3.2.1 完全なエンベロープ


このサービスは、交換ヘッダー、グループ・ヘッダーおよびトレーラが含まれる完全なネイティブ・ドキュメントをXMLに変換します。


前提条件:





	
有効なインバウンド・アグリーメントがデプロイ済であること。


	
取引パートナ名およびペイロードはサービスを起動するために必須です。








サポートされているプロトコル:





	
EDI X12


	
EDI EDIFACT


	
HL7












22.3.2.2 トランザクション・セットのみ


このサービスは、指定されたトランザクション・セット(ST/SE)のXMLコンテンツを生成します。

前提条件およびサポートされているプロトコルは、"XMLToNativeService"と同じです。









22.3.3 変換Webサービスのパラメータ



表22-4に、変換Webサービス・メッセージ・パラメータを示します。





表22-4 変換Webサービスのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
transactionSetOnly

	
ブール

	
変換がトランザクション・セットのみで行われる場合、つまり、transactionSetOnlyがtrueに設定されている場合、Oracle B2Bはトランザクション・セット(ST/SE)のみをXMLからネイティブに変換します。falseの場合は、完全なエンベロープが変換に使用され、結果には完全なペイロード(エンベロープおよびトランザクション・セット)が含まれます。

	
-


	
TPName

	
String

例: Acme

	
取引パートナ名

	
-


	
documentTypeName

	
String

例: 850

	
ドキュメント・タイプ名

	
はい


	
documentProtocolVersion

	
String

例: 4010

	
ドキュメント・プロトコル・バージョン

	
はい


	
encoding

	
String

例: UTF-8

	
エンコーディング・タイプ

	
-


	
payload

	
String

	
実際のペイロード

	
はい


	
FAonError

	
String

例: TrueまたはFalse

	
trueの場合、エラーの際にFAが送信されます。falseの場合、FAは送信されません。

	
-


	
追加ヘッダー

	
-

	
-

	
-


	
HeaderName

	
String

例: xsd:string

	
任意の追加ヘッダー名

	
はい


	
HeaderValue

	
String

例: xsd:string

	
任意の追加ヘッダー値

	
はい


	
ElementDelimiters

	
String

	
-

	
-


	
Segment

	
String

例: 0x2d

	
セグメント・デリミタ

	
-


	
要素

	
String

	
要素デリミタ

	
-


	
サブ要素

	
String

	
サブ要素デリミタ

	
-


	
ReplacementCharacter

	
String

	
置換文字

	
-


	
RepeatingSeparator

	
String

	
繰返しセパレータ

	
-














22.4 問合せAPIの使用


問合せAPIでは、Oracle B2Bから構成済の詳細が取得され、アプリケーションと共有されます。

アプリケーションからのメッセージ伝送を開始する前に、特定のパラメータに対してヘルス・チェック・リクエストが行われます。このチェックによって、構成が存在するかどうか、およびアクティブな構成の数がわかります。構成が見つからない場合、アプリケーションでは、B2Bで構成が見つからないというメッセージを出力して、レイヤー内のメッセージ・フローを停止できます。

次のAPIが提供されています。

	
Is Trading Partner Agreement Setupは、特定の入力に対してアグリーメントが見つかった場合、trueを返します。パラメータの詳細は、Is Trading Partner Agreement Setupのパラメータを参照してください。


	
Get Trading Partner Agreement Informationは、アグリーメントの詳細を返します。パラメータの詳細は、Get Trading Partner Agreement Informationのパラメータを参照してください。








22.4.1 Is Trading Partner Agreement Setupのパラメータ



表22-5、表22-6および表22-7では、Trading Partner Agreement Setupのメッセージのパラメータについて説明します。





表22-5 Is Trading Partner Agreement Setupのリクエストのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
from

	
String

	
ホスト名または識別値

	
いいえ


	
to

	
String

	
取引パートナ名または識別値

	
いいえ


	
@type

	
String

例: DUNS

	
識別タイプ

	
いいえ








表22-6 Is Trading Partner Agreement Setupのレスポンスのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
MatchedTPACount

	
integer

	
Oracle B2Bリポジトリ内にアクティブな状態で存在するアグリーメントの数

	
はい








表22-7 Is Trading Partner Agreement Setupのフォルト・メッセージのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明
	
ExceptionMessage

	
String

	
フォルトが見つかった場合、例外スタック・トレースが伝送されます。












22.4.2 Get Trading Partner Agreement Informationのパラメータ



表22-8、表22-9および表22-10では、Trading Partner Agreement Informationのメッセージのパラメータについて説明します。





表22-8 Get Trading Partner Agreement Informationのリクエストのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
from

	
String

	
ホスト名または識別値

	
いいえ


	
to

	
String

	
取引パートナ名または識別値

	
いいえ


	
@type

	
String

例: DUNS

	
識別タイプ

	
いいえ


	
document

	
String

例: Sales Order

	
送信される内部アプリケーション・ドキュメントまたはAIA EBOの名前

	
いいえ


	
action

	
String

例: Update

	
取引パートナとの特定の相互作用を識別するサブ分類

	
いいえ








表22-9 Get Trading Partner Agreement Informationのレスポンスのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明	必須
	
AgreementID

	
String

	
一致したアグリーメントの一意のアグリーメントID

	
はい


	
B2BDocumentDef

	
String

	
Oracle B2Bドキュメント・タイプの作成に使用されるOracle B2B内のドキュメント定義

	
はい


	
B2BDocumentType

	
String

	
リクエストされたアプリケーション・ドキュメントおよびアクションに対してOracle B2Bで定義されているドキュメント・タイプ

	
はい


	
B2BDocumentRevision

	
String

	
リクエストされたアプリケーション・ドキュメントおよびアクションに対してOracle B2Bで定義されているドキュメント・リビジョン

	
はい


	
B2BDocumentProtocol

	
String

	
リクエストされたアプリケーション・ドキュメントおよびアクションに対してOracle B2Bで定義されているドキュメント・プロトコル名

	
はい


	
Direction

	
String

	
ドキュメントの方向

	
はい


	
XSLTファイル

	
String

	
Oracle B2B TPドキュメントを生成するためにAIAレイヤーによって使用されるXSLTファイル

	
いいえ


	
DCName

	
String

	
取引パートナ・アグリーメントに関連付けられたデリバリ・チャネル

	
はい


	
ExchangeProtocol

	
String

	
取引パートナとメッセージを交換するトランスポート・プロトコルのタイプ

	
はい


	
SyncMode

	
True/False

	
trueはリクエスト・レスポンス、falseは一方向

	
FTPおよびSMTPのオプション。HTTP/WSで必須。








表22-10 Get Trading Partner Agreement Informationのフォルト・メッセージのパラメータ

	ヘッダー	データ型	説明
	
ExceptionMessage

	
String

	
フォルトが見つかった場合、例外スタック・トレースが伝送されます。














22.5 Oracle B2B Webサービスの保護


B2Bで公開されるWebサービスは、構成の詳細が侵入者から見えないように保護する必要があります。Oracle Web Services Managerのポリシー・アプローチには、要件に基づいてWebサービスを保護する機能があります。


Webサービスのエンドポイントは、oracle.webservices.provider.ProviderConfig.addService(...) APIを使用して動的およびプログラム的に登録されます。これらのエンドポイントはOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールに表示されないため、WebサービスとそのポリシーのライフサイクルはOracle B2Bで管理されます。





制限事項

特定のエンドポイントについてのみポリシーを制御する方法はありません。どのようなポリシーを指定しても、すべてのエンドポイントに適用されます。

「Webサービス・ポリシー」フィールドをクリアして、すでに指定されているポリシーURIを削除することはできません。なんらかの文字列(noneなど)をフィールドに入力する必要があります。

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールには、Oracle B2B Webサービスの使用方法に関するメトリックは表示されません。





ポリシーを指定してWebサービスのエンドポイントに関連付けるには、次の手順に従います。




	Oracle B2Bコンソールで、「管理」→「構成」タブに移動します。
	「パージ不可」セクションの「Webサービス・ポリシー」フィールドに、適切な値を入力します。

エンドポイントのみを保護するには、Oracle Web Services ManagerポリシーURIを入力します。RM、アドレッシングおよびロギングを取得するには、<policy>タグ全体を入力します。次の例を参照してください。

使用可能なOracle WSMポリシーのリストは、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービスの保護』のJava EE WebサービスでサポートされるOWSMポリシーはどれかに関する項を参照してください。




	「保存」をクリックします。

ここで関連付けられるポリシーに基づいて、WSDL URLによって、このサービスのプロキシ・クライアントの作成時に使用する必要があるポリシー詳細のパブリッシュ/記述が開始されます。

ポリシーの変更を反映するためにB2Bを再起動する必要はありません。







例22-1 例

例1: セキュリティ・ポリシーoracle/wss_username_token_service_policyを適用するには、次のURIを「Webサービス・ポリシー」に入力します。


oracle/wss_username_token_service_policy


例2: 次のXMLを「Webサービス・ポリシー」に入力します。セキュリティおよびRMポリシーが適用されます。


<policy><policy-references><policy-reference uri="oracle/wss_username_token_ service_policy" category="security"/><policy-reference uri="oracle/wsrm11_policy"  category="wsrm"/></policy-references></policy> 













25 データをアーカイブおよびリストアするためのスクリプト


この章では、SQLスクリプトを使用して、B2Bビジネス・メッセージをアーカイブおよびリストアする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
B2Bビジネス・メッセージのアーカイブおよびリストアの概要


	
B2Bビジネス・メッセージのアーカイブ


	
B2Bビジネス・メッセージのリストア




設計時データのインポートおよびエクスポートの詳細は、「データのインポートおよびエクスポート」を参照してください。





25.1 B2Bビジネス・メッセージのアーカイブおよびリストアの概要


Oracle B2Bでは、Oracle Data Pumpが使用されます。これは、OracleデータベースでB2Bランタイム・インスタンス・データをアーカイブするために高速なバルク・データおよびメタデータの移動を実現するOracle Database 11gの機能です。

開始日、終了日およびメッセージの状態に基づいて、ビジネス・メッセージをアーカイブ(オプションでパージ)するための基準を指定できます。対象のビジネス・メッセージは、アーカイブおよびパージ・アクティビティの同期に使用されるB2Bランタイム表の列JOB_IDでマークされます。B2BはJOB_IDを使用して、Data Pump PL/SQL APIを起動します。これにより、ビジネス・メッセージのアーカイブ時に、関連付けられている表もすべてアーカイブされます。また、Data Pumpを使用してランタイム・データをOracle B2B (Oracle Metadata Serviceリポジトリ)にインポートし、B2Bレポートを通してこのデータにアクセスすることで、アーカイブされたビジネス・メッセージをリストアすることもできます。

Oracle以外のデータベースの場合は、外部のデータベース・アーカイブ・ツールを使用して、ランタイム・データをエクスポートおよびインポートできます。







25.2 B2Bビジネス・メッセージのアーカイブ


ビジネス・メッセージをアーカイブするには、アーカイブ・ディレクトリおよび権限を設定してから、アーカイブ・プロシージャを実行します。プロシージャには、アーカイブされた行をパージするオプションがあります。


アーカイブ・ディレクトリおよび権限を設定するには





	
データベースが実行されているコンピュータで、アーカイブ・ファイル用のディレクトリを作成します。次に例を示します。


mkdir /tmp/archive


	
データベース・プロセスで書込みができるように、このディレクトリに権限を付与します。次に例を示します。


chmod 777 /tmp/archive


	
sysdbaでデータベースにログインします。


sqlplus /as sysdba


	
B2B_EXPORT_DIRを設定します。


SQL> create or replace directory B2B_EXPORT_DIR as '/tmp/import'


	
SOAスキーマ・ユーザー(b2b_soainfraなど)にエクスポート用の権限を付与します。


SQL> grant read, write on directory B2B_EXPORT_DIR to b2b_soainfra;
SQL> grant exp_full_database to b2b_soainfra;








パージ・オプションを指定してアーカイブするには





次のPL/SQL APIを使用する前に、アーカイブ・ディレクトリおよび権限を設定します。




	SOAスキーマ・ユーザーとしてログインします。


$ sqlplus b2b_soainfra/password




	アーカイブ・プロシージャを実行します。次に例を示します。


SQL> exec b2b_archive_procedure('21-JAN-2008','28-JAN-2008','MSG_COMPLETE','JAN.dmp','N');


プロシージャのシグネチャは次のとおりです


b2b_archive_procedure(fromDate, toDate, messageState, fileName, should_purge);


表25-1に、b2b_archive_procedure APIのパラメータを示します。


表25-1 b2b_archive_procedureのパラメータ

	パラメータ	例	説明
	
fromDate

	
21-JAN-2008

	
アーカイブの開始日、DD-MON-YYYY


	
toDate

	
28-JAN-2008

	
アーカイブの終了日、DD-MON-YYYY


	
messageState

	
MSG_COMPLETE

	
ビジネス・メッセージの状態。通常、MSG_COMPLETE状態のメッセージがアーカイブされます。指定可能なその他の状態は、MSG_INVALID、MSG_CONTINUE_PROCESS、MSG_COLLAB_WAIT、MSG_PROCESS_ACK、MSG_SEND_ACK、MSG_WAIT_ACK、MSG_ERROR、MSG_WAIT_TRANSMIT、MSG_SEND_EXP、MSG_PROCESS_EXP、MSG_ABORTED、MSG_TRANSMITFAILED、MSG_WAIT_FA、MSG_SEND_FA、MSG_WAIT_BATCHです。


	
fileName

	
JAN.dmp

	
データベースによって作成されるアーカイブ・ファイルの名前。この名前のファイルがアーカイブ・ディレクトリに存在していないことを確認してください。


	
should_purge

	
N

	
Yを指定すると、アーカイブされた行が削除されます。デフォルトはNです。

















25.3 B2Bビジネス・メッセージのリストア


ビジネス・メッセージをリストアするには、インポート・ディレクトリおよび権限を設定してから、リストア・プロシージャを実行します。


インポート・ディレクトリおよび権限を設定するには





	
データベースが実行されているPCで、インポート・ファイル用のディレクトリを作成します。


mkdir /tmp/import


	
データベース・プロセスで読取りができるように、このディレクトリに権限を付与します。


chmod 777 /tmp/import


	
sysdbaでデータベースにログインします。


sqlplus /as sysdba


	
B2B_IMPORT_DIRを設定します。


SQL> create or replace B2B_IMPORT_DIR as '/tmp/import'


	
SOAスキーマ・ユーザー(b2b_soainfra)にインポート用の権限を付与します。


SQL> grant read, write on directory B2B_IMPORT_DIR to b2b_soainfra;
SQL> grant imp_full_database to b2b_soainfra;








ビジネス・メッセージをリストアするには





次のPL/SQL APIを使用する前に、インポート・ディレクトリおよび権限を設定します。




	SOAインフラ・スキーマ・ユーザーとしてログインします。


$ sqlplus soa_infra_user/password




	インポート・プロシージャを実行します。次に例を示します。


SQL> exec b2b_restore_procedure('JAN.dmp');


プロシージャのシグネチャは次のとおりです


b2b_restore_procedure(fileName)


インポートされたデータを検索および表示するには、「レポート」タブを使用します。








注意:

あるメジャー・リリース(11.1.1.7.0など)から別のメジャー・リリース(12.1.3.0.0など)へのRTデータのアーカイブおよびリストアはサポートされません。















28 インスタンス・メッセージ・データへのプログラムでのアクセス


この章では、インスタンス・メッセージ・データにプログラムでアクセスするためのインスタンス・メッセージJava APIの概要を示します。

この章の内容は次のとおりです。

	
インスタンス・メッセージ・データへのプログラムでのアクセス


	
インスタンス・メッセージJava APIの例


	
インスタンス・メッセージJava APIのトラブルシューティング




インスタンス・メッセージAPIのInstanceMessageUtilクラスの詳細は、Oracle Fusion Middleware B2Bのインスタンス・メッセージJava APIリファレンスを参照してください。





28.1 インスタンス・メッセージ・データへのプログラムでのアクセス


インスタンス・メッセージJava APIは、取引パートナ間で交換されるランタイム・データを取得するためにOracle B2Bで提供されているJava APIです。

次のような場合にインスタンス・メッセージJava APIを使用します。

	
バックエンド・アプリケーションからの再発行


	
特定の注文番号のステータスのチェック


	
バックエンド・アプリケーションによるペイロードのイントロスペクト


	
メッセージの残りの再試行のチェック


	
ペイロードのワイヤ・メッセージのチェック




インスタンス・メッセージAPIでは、様々な基準でランタイム・データを問い合せ、インスタンス・データの形式で結果を提供します。インスタンス・メッセージAPIは、ビジネス・メッセージとワイヤ・メッセージの両方をカプセル化する、インスタンス・メッセージ・ビューの上位のJavaラッパーです。


注意:

このAPIを使用する場合は、b2b.jarおよびweblogic.jarまたはwlthint3client.jarに加えて、追加ライブラリをクラスパスの一部として設定する必要があります。




インスタンス・メッセージAPI問合せオプション





インスタンス・メッセージJava APIを使用すると、次の基準に基づいてインスタンス・メッセージを取得できます。

	
アグリーメント名


	
管理番号、グループ管理番号、トランザクション管理番号、取引パートナ名、ドキュメント・タイプ


	
日付範囲と取引パートナ


	
日付範囲、方向、取引パートナ


	
メッセージID


	
メッセージ状態


	
プロトコル・メッセージID


	
取引パートナ


	
取引パートナと方向


	
取引パートナとドキュメント・タイプ


	
取引パートナとメッセージの状態


	
XPath式(1つまたは2つのXPath式で評価できます)


	
XPath値(1つまたは2つのXPath式で評価できます)


	
対話ID




インスタンス・メッセージAPIの詳細は、Oracle Fusion Middleware B2Bのインスタンス・メッセージJava APIリファレンスを参照してください。









28.2 インスタンス・メッセージJava APIの例


この例は、取引パートナ名に基づく検索のサンプル・コードです

次の出力に基づいてロジックを作成できます。


Vector messages = (Vector) imUtil.getInstanceMessagesForTP("GlobalChips")


この例を例28-1に示します。

これと似た別のメソッドgetInstanceMessagesForMsgId(String messageId)があります。すべてのメソッドについては、Oracle Fusion Middleware B2Bのインスタンス・メッセージJava APIリファレンスを参照してください。


例28-1 取引パートナ名に基づく取得


import java.util.Vector;
import oracle.tip.b2b.utility.InstanceMessageUtil;
 
public class MyInstanceData {
    public static void main(String[] args) throws Exception {
 
        InstanceMessageUtil imUtil = new InstanceMessageUtil();
        Vector messages = (Vector) imUtil.getInstanceMessagesForTP("GlobalChips");
        System.out.println(messages.size());
    }
}









28.3 インスタンス・メッセージJava APIのトラブルシューティング


多数のメッセージおよび大きなペイロードの処理や、問合せのリモート実行のトラブルシューティングの例を示します。

トラブルシューティングについては、次のトピックを参照してください。

	
多数のメッセージの処理


	
大きなペイロードの処理


	
Weblogic.jarを使用した問合せのリモート実行








28.3.1 多数のメッセージの処理


問合せから多数のメッセージが返された場合、weblogic.socket.MaxMessageSizeExceededExceptionが発生することがあります。

この問題を解決するには、weblogic.MaxMessageSizeの値を増やし、クライアントのコマンドラインで-Dweblogic.MaxMessageSize=100000000を渡します。このパラメータ設定を指定すると、100MBのメッセージを受信できます。

例:


java -cp
.:$ORACLE_HOME/wlserver_10.3/server/lib/wlthint3client.jar:$SOA_HOME/
/soa/modules/oracle.soa.b2b_11.1.1/b2b.jar
-Dweblogic.MaxMessageSize=100000000 TestInstanceMsg







28.3.2 大きなペイロードの処理


大きいインバウンドまたはアウトバウンド・ペイロードの場合は、ペイロード自体を返すのではなく、ペイロードの場所に対する参照を返します。

例:


/tmp/GlobalChips_1_custnonxml_largepayload.dat@9844C4341297D3EB7B60000011A0CC9D .dat 


Oracle B2Bによる大きなペイロードの処理の詳細は、大きなペイロードの処理を参照してください。







28.3.3 Weblogic.jarを使用した問合せのリモート実行


weblogic.jarを使用してリモートで問合せを実行しているときに、Oracle WebLogic Serverのクラスパスの問題と、java.lang.ClassNotFoundException:weblogic.security.subject.AbstractSubject例外が発生する場合があります。

この問題を解決するには、wlthint3client.jarを使用して問合せを実行してください。

例:


java -cp
.:$ORACLE_HOME/wlserver_10.3/server/lib/wlthint3client.jar:$SOA_HOME/
/soa/modules/oracle.soa.b2b_11.1.1/b2b.jar TestInstanceMsg












付録


この部では、大きなペイロードと電子メール添付ファイルの処理、問題の診断、プロパティの設定とバックエンド・アプリケーション・インタフェースの使用、および各種のユーティリティに関する情報を示します。

	
大きなペイロードの処理


	
電子メールの添付ファイルの処理


	
一般的な問題の診断


	
同期リクエスト/リプライのサポート


	
Fusion Middleware ControlでのB2B構成プロパティの設定


	
バックエンド・アプリケーション・インタフェース


	
順序付けされたメッセージの管理


	
ビジネス・メッセージ・フローのトラッキング


	
リモートJNDIキューによるB2B通信の設定


	
例外処理


	
データベース・パーティション化


	
セルフサービス・ユーティリティのプロトコル、識別、セキュリティ仕様およびパラメータ


	
TA1確認


	
IBM WebSphere MQによるメッセージの交換


	
ハブとしてのOracle B2Bの実行


	
非標準文字のオーバーライド












B 電子メールの添付ファイルの処理


この付録では、Oracle B2Bの電子メールによるペイロードの処理について説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
ペイロードを電子メールの添付ファイルとして送受信


	
ペイロードを電子メールの本文として送受信


	
添付ファイルとともにペイロードを電子メールの本文として送受信


	
複数の添付ファイルとともにペイロードを電子メールの本文として送受信








B.1 ペイロードを電子メールの添付ファイルとして送受信


インバウンド・メッセージについては、電子メールの本文が空で電子メール添付ファイルの部分が存在する場合、添付ファイル部分はペイロードとして扱われ、それに応じて処理されます。アウトバウンド・メッセージについては、電子メール添付ファイルをペイロードとして送信するようにデリバリ・チャネルを構成できます。添付ファイルとしてペイロードを送信するには、「添付ファイルとして送信」をtrueに設定して、デリバリ・チャネルを構成します。

電子メールの本文が無視されるデフォルト・サイズは5文字です。電子メールの本文に6文字以上含まれる場合は、本文がペイロードとして扱われます。

無視するサイズのデフォルト値は、Oracle Fusion Middleware ControlコンソールでOracle B2Bサーバーの次のプロパティを使用して構成できます。

b2b.DefaultBodySize=20 (それ以外の場合、デフォルト値は5)







B.2 ペイロードを電子メールの本文として送受信


アウトバウンド・メッセージ処理で電子メールの本文としてペイロードを送信する場合は、「添付ファイルとして送信」をfalseに設定して、デリバリ・チャネルを構成できます。

この場合、インバウンド側では、電子メールの本文がペイロードとして扱われ、Oracle B2Bによって処理されます。







B.3 添付ファイルとともにペイロードを電子メールの本文として送受信


アウトバウンド・メッセージ処理でペイロードを電子メールの本文として添付ファイルとともに送信する場合、「添付ファイルとして送信」をfalseに設定し、バックエンド・アプリケーションでAttachmentヘッダーに添付ファイルを指定することによって、デリバリ・チャネルを構成する必要があります。


例B-1は、単一の添付ファイルを示しています。





例B-1 単一の添付ファイル


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Attachments xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xs:noNamespaceSchemaLocation="AttachmentDescriptor.xsd" boundary="boundary----">
  <AttachmentPart>
     <Location>file:///tmp/oralogo_small.gif</Location>
     <Content-Type>
         <Top-Level-Type>image</Top-Level-Type>
         <Sub-Type>jpeg</Sub-Type>
     </Content-Type>
    <Content-Transfer-Encoding>BASE64</Content-Transfer-Encoding>
    <Content-ID/>
    <Content-Description>A GIF file</Content-Description>
</AttachmentPart>
</Attachments>





この場合、インバウンド側では、電子メールの本文がペイロードとして扱われ、添付ファイルは構成されている添付ファイル・ディレクトリに格納されます。添付ファイル・ディレクトリは、Oracle Fusion Middleware ControlコンソールでOracle B2Bサーバーの次のプロパティを設定して構成できます。

b2b.attachments.dir=<directory_name>/









B.4 複数の添付ファイルとともにペイロードを電子メールの本文として送受信


アウトバウンド・メッセージ処理でペイロードを電子メールの本文として複数の添付ファイルとともに送信する場合、「添付ファイルとして送信」をfalseに設定し、バックエンド・アプリケーションでAttachmentヘッダーに添付ファイルを指定することによって、デリバリ・チャネルを構成する必要があります。


例B-2は、複数の添付ファイルを示しています。





例B-2 複数の添付ファイル


<Attachments xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xs:noNamespaceSchemaLocation="AttachmentDescriptor.xsd" boundary="boundary----">
  <AttachmentPart>
     <Attachment>UjBsR09EbGhjZ0dTQUxNQUFBUUNBRU1tQ1p0dU1GUXhEUzhi</Attachment>
     <Content-Type>
        <Top-Level-Type>image</Top-Level-Type>
        <Sub-Type>jpeg</Sub-Type>
     </Content-Type>
     <Content-Transfer-Encoding>BASE64</Content-Transfer-Encoding>
     <Content-ID/>
     <Content-Description/>
  </AttachmentPart>
  <AttachmentPart>
      <Location>file:///tmp/SpreadSheet.xls</Location>
      <Content-Type>
        <Top-Level-Type>application</Top-Level-Type>
        <Sub-Type>vnd.ms-excel</Sub-Type>
      </Content-Type>
      <Content-Transfer-Encoding>BASE64</Content-Transfer-Encoding>
      <Content-ID>SpreadSheet-1</Content-ID>
      <Content-Description/>
  </AttachmentPart>
</Attachments>





この場合、インバウンド側では、電子メールの本文がペイロードとして扱われ、添付ファイルは構成されている添付ファイル・ディレクトリに格納されます。













E 同期リクエスト/リプライのサポート


この付録では、Oracle JDeveloperとOracle B2Bを構成してOracle B2Bで同期リクエスト/リプライのサポートを有効化する方法について説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
概要


	
送信者の構成


	
受信者の構成


	
メッセージの再発行








E.1 概要


Oracle B2Bでは、ファブリックからOracle B2Bへの同期リクエスト/リプライがサポートされています。ただし、初回リリースでサポートされているのは、HTTPトランスポートのみです。

図E-1に、エンドツーエンドのシナリオを示します。


図E-1 同期リクエスト/リプライ

[image: 図E-1の説明が続きます]








E.2 送信者の構成


送信者を構成するには、次のタスクを実行する必要があります。

	
「Oracle JDeveloperの構成」


	
「Oracle B2Bの構成」








E.2.1 Oracle JDeveloperの構成



Oracle JDeveloperでB2B構成ウィザードを使用して、同期リクエスト/リプライをサポートするための送信者を構成する必要があります。





	
図E-2に示すように、B2B構成ウィザードの「操作」ページで、「同期リクエスト/リプライ」オプションを選択し、「アウトバウンド」を選択します。


図E-2 B2B構成ウィザード: 「操作」ページ

[image: 図E-2の説明が続きます]



	
B2B構成ウィザードの「ドキュメント定義」ページで、「リクエスト」と「リプライ」の両方の定義を指定します。

ルーティングIDの選択は、リクエスト・ドキュメントにのみ表示されます。図E-3に示すように、レスポンスは同じリクエスト・コールでファブリックに返されるため、レスポンスのルーティングにルーティングIDは必要ありません。


図E-3 B2B構成ウィザード: 「ドキュメント定義」ページ

[image: 図E-3の説明が続きます]













E.2.2 Oracle B2Bの構成


Oracle B2Bコンソールで、次を実行する必要があります。

	
Oracle B2Bアグリーメントの設定: アグリーメントを2つ定義する必要があります。図E-4に示すように、一方のアグリーメントはリクエスト送信用、もう一方のアグリーメントはレスポンス受信用にそれぞれ必要です。ここで設定する必要があるOracle B2Bのプロパティはありません。ファブリックからOracle B2Bへのコールに基づいて、メッセージ・タイプは「同期リクエスト」に決定します。


図E-4 Oracle B2Bのアグリーメントの設定

[image: 図E-4の説明が続きます]



	
取引パートナ・チャネルの作成: 図E-5に示すように、リモート取引パートナ・チャネルを作成し、http://server:port/b2b/syncreceiverを指すように設定する必要があります。これは、2つのOracle B2B製品間で通信が行われる場合に必要です。通信が2つの異なるB2B製品間で行われる場合、URLが変わることに注意してください。


図E-5 取引パートナ・チャネルの作成

[image: 図E-5の説明が続きます]













E.3 受信者の構成


受信者を構成するには、次のタスクを実行する必要があります。

	
「Oracle JDeveloperの構成」


	
「Oracle B2Bの構成」








E.3.1 Oracle JDeveloperの構成



Oracle JDeveloperでB2B構成ウィザードを使用して、同期リクエスト/リプライをサポートするための受信者を構成する必要があります。





	
図E-6に示すように、B2B構成ウィザードの「操作」ページで、「同期リクエスト/リプライ」オプションを選択し、「インバウンド」を選択します。


図E-6 B2B構成ウィザード: 「操作」ページ

[image: 図E-6の説明が続きます]



	
B2B構成ウィザードの「ドキュメント定義」ページで、「リクエスト」と「リプライ」の両方の定義を指定します。

ルーティングIDの選択は、リクエスト・ドキュメントにのみ表示されます。図E-7に示すように、レスポンスは同じリクエスト・コールでファブリックに返されるため、レスポンスのルーティングにルーティングIDは必要ありません。


図E-7 B2B構成ウィザード: 「ドキュメント定義」ページ

[image: 図E-7の説明が続きます]













E.3.2 Oracle B2Bの構成


Oracle B2Bコンソールで、次を実行する必要があります。

	
Oracle B2Bアグリーメントの設定: アグリーメントを2つ定義する必要があります。図E-8に示すように、一方のアグリーメントはリクエスト受信用、もう一方のアグリーメントはレスポンス送信用にそれぞれ必要です。ここで設定する必要があるOracle B2Bのプロパティはありません。同期HTTP受信者によって、メッセージ・タイプは「同期リクエスト」に決定します。


図E-8 Oracle B2Bのアグリーメントの設定

[image: 図E-8の説明が続きます]



	
ダミー取引パートナ・チャネルの作成: ダミー・リモート取引パートナ・チャネルを作成する必要がありますが、このチャネルは実行時は使用されません。任意のURL値を指定できますが、図E-9に示すように、http://host:port/xyzの書式で指定する必要があります。


図E-9 ダミー取引パートナ・チャネルの作成

[image: 図E-9の説明が続きます]













E.4 メッセージの再発行


同期リクエストまたは同期レスポンスの再発行は、アプリケーション側から実行する必要があります。Oracle B2Bコンソールで、Oracle B2Bからアプリケーション・メッセージまたはワイヤ・メッセージを再発行できますが、メッセージは非同期モードで再発行されます。

メッセージ処理ロジックが非決定性である場合があります。たとえば、送信者側であるOracle B2Bからアプリケーション・メッセージまたはワイヤ・メッセージが再発行された場合、このメッセージはhttp://server:port/b2b/syncreceiverにポストされます。受信者側のOracle B2Bはこのメッセージを非同期リクエストまたは非同期レスポンスとして処理します。送信者側ではレスポンス・メッセージは無視されます。











H 順序付けされたメッセージの管理


この付録では、Oracle B2Bでメッセージの順序付けの管理に使用されるANTコマンドとパブリックAPIについて説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
順序付けされたメッセージを管理する必要がある理由


	
ANTコマンドとパブリックAPI








H.1 順序付けされたメッセージを管理する必要がある理由


メッセージの順序付けを保持することは、Oracle B2Bのメッセージ処理では重要です。それには、堅牢な管理オプションも必要です。これには、ダッシュボードを使用したり、Oracle B2Bの内部で、および他のアプリケーションにより外部から、特定のターゲットを管理したりすることによる、効率的なレポートが含まれます。

順序付けされたメッセージを管理するための適切なフレームワークが必要な理由を次に示します。

	
順序付けされたメッセージのわかりやすい表示(ダッシュボード)


	
外部から使用できるようにするパブリックAPIのサポート


	
ターゲット、状態およびメッセージIDを指定することによるメッセージの削除


	
ターゲットおよび状態を指定することによる保留中のメッセージの表示


	
メッセージ・フローを一時停止および再開するオプション










H.2 ANTコマンドとパブリックAPI


Oracle B2Bでは、順序付けされたメッセージを管理するためのANTコマンドライン・ユーティリティとパブリックAPIが提供されています。


この項では、順序付けされたメッセージに対して実行できる様々な管理タスクをリストします。





すべてのエンドポイントまたはターゲットを状態とともにリストするには:





このアクティビティは、すべてのターゲットが個々の状態とともに表示されるダッシュボードを生成する作業と同じです。これにより、ターゲットまたはエンドポイントのヘルス(正常に処理しているのか、またはエラー状態にあるのか)を知ることができます。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=listTargets

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> listSequenceTargets() throws java.lang.Exception





保留中の順序付けされたメッセージを状態とエンドポイントに基づいてリストするには:





このアクティビティは、特定のターゲットまたはエンドポイントに関するメッセージの数およびそのターゲットまたはエンドポイントの様々な状態を知るために必要です。この情報は、特定のエンドポイントまたはターゲットに関する問題が発生している場合、そのターゲットに関するメッセージの累積件数を知るために役立ちます。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=report -Dstate=PROCESSED -Dtarget=Pha01

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> getSequenceMessagesByTargetAndState(java.lang.String target, java.lang.String state) throws java.lang.Exception





状態を指定して保留中の順序付けされたメッセージをリストするには:





すべてのエンドポイントまたはターゲットに関する特定の状態のすべてのメッセージを取得します。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=report -Dstate=PROCESSED

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> getSequenceMessagesByTarget (java.lang.Stringtarget)はjava.lang.Exceptionをスローします





エンドポイントを指定して保留中の順序付けされたメッセージをリストするには:





特定のエンドポイントまたはターゲットのすべての保留中のメッセージをリストします。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=report -Dtarget=Pha01

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> getSequenceMessagesByTarget (java.lang.String target) throws java.lang.Exception





エンドポイントを指定してメッセージを破棄するには:





特定のターゲットまたはエンドポイントを指定してメッセージを削除します。基本的に、順序付けマネージャの表から特定のターゲットまたはエンドポイントに関連するすべてのメッセージを削除します。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discard -Dtarget=Pha01

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discard -Dtarget=Pha01 -Ddirection=OUTBOUND

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> discardSequencedMessageByTarget(java.lang.String target) throws java.lang.Exception

public java.util.List<java.lang.String> discardSequencedMessageByTarget(java.lang.String target, java.lang.String direction) throws java.lang.Exception





状態を指定してメッセージを破棄するには:





すべてのエンドポイントまたはターゲットから特定の状態のすべてのメッセージを削除します。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discard -Dstate=STACKED

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> discardSequencedMessageByState(java.lang.String state) throws java.lang.Exception





状態とエンドポイントを指定してメッセージを破棄するには:





特定の状態およびエンドポイントまたはターゲットのすべてのメッセージを削除します。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discard -Dtarget=Pha01 -Dstate=PROCESSED

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discard -Dtarget=Pha01 -Dstate=PROCESSED -Ddirection=OUTBOUND

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> discardSequencedMessageByStateAndTarget(java.lang.String target, java.lang.String state) throws java.lang.Exception

public java.util.List<java.lang.String> discardSequencedMessageByStateAndTarget(java.lang.String target, java.lang.String state, java.lang.String direction) throws java.lang.Exception





メッセージIDを指定してメッセージを破棄するには:





特定のメッセージの処理で問題が発生し、順序付けて処理できない場合があります。この場合、メッセージIDを指定して、このメッセージを削除できます。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discard-Dmsgid=0AE851ED131B3D6103A00000152F97E9

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> discardSequencedMessageByMessageId(java.lang.String msgId) throws java.lang.Exception





エンドポイントの先頭のメッセージを破棄するには:





これは、エンドポイントまたはターゲットの先頭のメッセージを削除する場合に便利なオプションです。メッセージがスタック状態になり、処理できない場合に必要になる可能性があります。これはスタックの先頭のレコードなので、これを削除することによって、他のすべてのメッセージを正常に処理できます。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discardFirst -Dtarget=Pha01

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=discardFirst -Dtarget=Pha01 -Ddirection=OUTBOUND

パブリックAPI

public java.util.List<java.lang.String> discardFirstSequenceMessageByTarget(java.lang.String target) throws java.lang.Exception

public java.util.List<java.lang.String> discardFirstSequenceMessageByTarget(java.lang.String target, java.lang.String direction) throws java.lang.Exception





メッセージIDを使用してメッセージを再処理するには(ペイロードあり/なし):





メッセージの再処理は、便利なオプションです。なんらかの問題が発生して、特定のターゲットまたはエンドポイントが停止しているとします。ターゲットまたはエンドポイントが正常な動作を開始してからメッセージを再処理することで、メッセージをターゲットまたはエンドポイントに順番に送信できます。

パブリックAPI

public boolean processSequenceMessageByMessageId(java.lang.String messageId) throws java.lang.Exception





エンドポイントを一時停止/再開するには:





順序付けされたメッセージの処理を一時停止する必要があるシナリオがあるとします。受信アプリケーションが停止している場合、アプリケーションが動作を開始するまでこれらのメッセージを一時停止できます。メッセージを一時停止するには、特定のエンドポイントまたはターゲットを指定します。

ANTコマンド

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=pause -Dtarget=Pha01

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=pause -Dtarget=Pha01 -Ddirection=OUTBOUND

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=resume -Dtarget=Pha01

ant -f ant-b2b-util.xml b2bsequencemanager -Dmode=resume -Dtarget=Pha01 -Ddirection=OUTBOUND

パブリックAPI

public boolean pauseSequenceTarget(java.lang.String target)throws java.lang.Exception

public boolean pauseSequenceTarget(java.lang.String target, java.lang.String direction) throws java.lang.Exception

public boolean resumeSequenceTarget(java.lang.String target) throws java.lang.Exception

public boolean resumeSequenceTarget(java.lang.String target, java.lang.String direction)throws java.lang.Exception





特定のターゲット/エンドポイントの状態を取得するには:





特定のターゲットまたはエンドポイントの状態を取得します。

パブリックAPI

public String getStateByTarget(java.lang.String target)throws java.lang.Exception

public String getStateByTarget(java.lang.String target, java.lang.String direction)throws java.lang.Exception













J リモートJNDIキューを使用したB2B通信の設定


この付録では、リモートJNDIキューを使用したB2B通信の設定のプロセスを説明します。

Oracle B2Bでは、サード・パーティのJMSプロバイダでメッセージを交換するように構成できます。そのために、B2Bがリモート・サーバー上のキューまたはトピック、あるいはサード・パーティのJMSサーバー上のキューまたはトピックにメッセージをパブリッシュできるように、リモートJNDIキューを構成できます。

この付録では、次のトピックについて説明します。

	
外部JNDIを使用したB2B通信の構成








J.1 外部JNDIを使用したB2B通信の構成


Weblogic Serverコンソールの「外部JNDIプロバイダ」オプションを使用すると、任意のリモート・サーバーのJNDIコンテキストをWeblogic Serverにバインドできます。


この処理は次の2つの手順で行います。




	ターゲットJMSサーバー、モジュールおよびキューを作成します。
	B2BがJMSキューに書き込めるように環境を設定します。






J.1.1 ターゲットJMSサーバー、モジュールおよびキューの作成



コンピュータ(Host1など)でターゲットJMSサーバー、モジュールおよびキューを設定するには




	Weblogic Serverをインストールします。
	管理サーバーとSOAサーバーをインストールします。
	図J-1に示すように、SOAサーバーをターゲットとして選択して、テストJMSサーバーを作成します。


図J-1 テストJMSサーバーの作成

[image: 図J-1の説明が続きます]





	図J-2に示すように、テストJMSモジュールを作成します。


図J-2 テストJMSモジュールの作成

[image: 図J-2の説明が続きます]





	作成したテストJMSモジュールを起動し、SOAサーバーをターゲットとしたコネクション・ファクトリを作成します。JMSキューを作成し、図J-3に示すように、作成したテストJMSサーバーをターゲットとして指定します。


図J-3 テストJMSキューの作成

[image: 図J-3の説明が続きます]













J.1.2 JMSキューへの接続環境の設定



Host1でテストJMSサーバー、モジュールおよびキューを作成した後、別のコンピュータ(仮にHost2とします)上のB2BがHost1上のJMSキューに書込みできるように、Host2を設定します。

Host2を設定する手順は、次のとおりです。




	Weblogic ServerとSOAサーバーをインストールします。


注意:

Host1に指定したものと同じサーバー名やドメイン名をHost2に絶対に指定しないようにしてください。






	Weblogic Serverコンソールにログオンします。
	左側のナビゲーション・パネルの「サービス」の下にある「外部JNDIプロバイダ」に移動します。
	「外部JNDIプロバイダ」ページで、「新規」をクリックして、TestJNDIProviderというテストJNDIプロバイダを追加します。
	新たに追加したJNDIプロバイダの名前をクリックし、「全般」タブで、Host1のWeblogic Server資格証明に対応する値を入力します。

たとえば、図J-4に示すように、初期コンテキスト・ファクトリ名としてweblogic.jndi.WLInitialContextFactoryを指定し、プロバイダURLとしてt3://<host:port>を指定します。


図J-4 リモート・サーバーへの接続の構成

[image: 図J-4の説明が続きます]





	変更を保存して、リモート・サーバーへの接続設定を完了します。
	「リンク」タブをクリックします。
	次のように指定して、Host1のJMSサーバー上のコネクション・ファクトリおよびキューを参照するリンクを作成します。

	
名前: 任意のユーザー定義名


	
ローカルJNDI名: 任意のユーザー定義JNDI名


	
リモートJNDI名: Host1のJMSサーバー上のコネクション・ファクトリおよびキューのJNDI名

図J-5に、「外部JNDIリンク」表を示します。この表には、外部JNDIリンクのリストが表示されます。


図J-5 外部JNDIリンク

[image: 図J-5の説明が続きます]








	図J-6に示すように、B2Bユーザー・インタフェースで、「接続先名」フィールドと「接続ファクトリ」フィールドにローカルJNDI名(リモートJNDIキューおよびリモート接続ファクトリを指すように作成)を指定することで、JMSチャネルを作成します。


図J-6 B2Bユーザー・インタフェースでのJMSチャネルの作成

[image: 図J-6の説明が続きます]
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